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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「強いぞ、この都市は」

「でしょ？　みんな──私の自慢の仲間たちだよ」

「ああ。だが──」


　　　　『いつか世界を救うために　─クオリディア・コード─』








０　愛しています！






　わたしはこの世界が好きです。大好きです。

　だれよりも、なによりも、愛しています。

　もしも世界という概念がひとりの人間の形をとるとしたら、手を握ったり頰ほおへ触れたり唇をなぞったり舌をつまんだり、いろんなことをされたいなあといつも思います。

　…………？

　あっ、いえ違いますちがいます！　そういうことじゃなくて！　ただのたとえ話です！　突発的な恋とか愛とか青春のぱやぱやとかその先のはわはわとか、そういう不純な意味はいっさいありません！　まだまだぜんぜん清らかぱっぱ、お母さんからおろしたて、新品ほやほや送料無料で返品自由のカナリアです！

　……なに言っているんでしょうわたし……。ちょっぴり恥ずかしい。

　つまり、世界になにをされても受け入れちゃいます、ということを伝えたかったのです。実際にはだれもわたしにそんなことをしないですけれど、いちおう。

　世界を好きだと言うたび、わたしの心にじんわりとなにかが沁しみ出します。

　わたしと世界。世界とわたし。

　胸の奥にある井戸の底深くで、わたしたちはつながっていると思うのです。




　わたしはこの世界が好きです。大好きです。

　だれよりも、なによりも、愛しています。

　燃えるような夕焼けが好きです。それは一日が終わる間際に西空を紅ぐ蓮れんに染めて、楽しかった今日や、苦しかった今日を焼き捨ててくれる色です。明日のことだけを見つめるよう、地上の人々を叱しつ咤たしてくれているのだと思います。

　夕焼けを仰いで歩く人類が好きです。瓦が礫れきと土煙の間を縫うその足取りは、決して止まることがありません。あの大だい災さい禍か──アンノウンの襲撃以降の時代を生きる人類の胸には、確固たる強さが刻まれているのだと思います。

　人々に受け継がれた意志が好きです。先人の苦闘の末にこの湾岸防衛都市が築かれて、わたしたちの戦いの果てにきっと平和が訪れます。人はいつも未来を信じて、一日の終わりに空を見上げます。明日は、もっといい日だ。その願いを燃料にして、今を生きているのだと思います。

　空と人と心によって、この世界は構成されています。

　尊く気高く美しく、完全に完璧で、永遠に循環する世界。

　だれをも、なにをも、愛し愛すべき世界──。

　そこにわたしはいません、もちろん。




　わたしはこの世界が好きです。大好きです。

　そして、世界はわたしのことをちっとも好きではありません。

　宇う多た良らカナリアは、空を飛ぶ能力、戦う能力が著しく低いようです。防衛都市東京では、とくにそれは致命的です。どんなに気持ちがあったところで、重力を凌りよう駕がすることはできません。

　せめてだれかが必要としてくれればよいのですけれども、わたしにはもう家族がいません。友だちもいません。故郷もありません。アンノウンに襲撃されたあの日、わたしはすべてを喪うしないました。

　だれひとり、こちらを振り向いてはくれません。空も人も心も、わたしとは関わりのないところでつながっています。

　わたしには価値がないのだから、仕方のないことです。能力がすべてのこの世界では、当たり前の理屈です。生きている意味だって本当はありません。

　でも──だから。

　だからこそ、好きだと叫び続けます。

　世界を愛していると大きな声で訴えます。

　世界がわたしを好きじゃないとしても、せめてわたしのほうが好きでいれば、世界とつながっていられるはずですよね？

　わたしと世界。世界とわたし。

　胸の奥の井戸の底で、ぽたぽたと、ぼとぼとと、なにかが剝はがれて壊れ、ばらばらに砕けて落ちていく。冷たく硬い闇のなかに、ぷつん、と孤独に沈んでいく。

　世界を好きだと言うたび、その仄ほの暗ぐらい水音を聞くことができるのです。

　それだけで、わたしには充分です。







　わたしはこの世界が好きです。大好きです。

　わたしのことを好きではない世界のことが、本当に、ほんとうに。

　だれも見てくれなくても、なにもしてくれなくても、ただ愛しています。






Ａ─１　慕情、あるいは廃棄






　朱雀すざく壱いち弥やという人間は、物事を好意的に解釈することに長たけているらしい。

　防衛都市東京の同級生たちが、口を揃そろえてそう言う。

　朱雀としては、そんなつもりは毛頭なかった。正当な判断を心がけているだけで、好意も悪意もまるで関わりのない分野であると考えていた。

　もっとも、主観と客観というものは、一致するほうが珍しい。

　朱雀担であるところのポニーテール少女、鵜う飼かいつぐみに言わせれば、

「合ってるといえば合ってるけどどっちかといえば大外れ！」

「どういうことだ……」

「あんたのは好意的な解釈なんかじゃないやい！　もっと悍おぞましいなにか！　誤解に曲解を重ねに重ねて衝動と妄もう執しゆうをふんだんにまぶした、いびつな信念のパンケーキ！」

「ふうむ」

「な、なに？　怒った？　ホントのことを言っただけなんですけど？」

「いや、感心していただけだ。つぐみはずいぶんとオシャレな表現をするものだ。まるでこの切り詰めたスカート丈のように」

「ぎゃあああ!?　今おい、しれっとなにした!?　なあおい、朱雀さんやい！　なんで人のスカートめくりましたか、おい!?　めくる意味ひとつでもありましたか!?」

「オシャレなわりに、一皮むけばずいぶんと可愛かわいらしい布地を着用しているところもまた、なかなか趣おもむきがある」

「おいやいおっぱらやっぱーッ!?」

　ということだった。

　つぐみは相変わらず、意味もなくじたばたと暴れるところがあるなあ、と他ひ人と事ごとのように思う朱雀である。

　まあともかく、正当な判断であろうとバイアスがかかった解釈であろうとイチゴマークのパンケーキであろうと、いずれにせよ、朱雀は物事になんらかの評価を下すという作業に向いているはずだった。




　しかし。

　彼は今、大きく首をひねっていた。

「あいつは、なにをしているんだ……？」












　東京都市の活動領域から大きく外れた、都市間に放棄された戦争の傷痕のなか。

　爆撃跡に溜たまった雨水に頭を出すコンクリートと、崩れかけの瓦が礫れきで構成されたわずかな空洞に、都市での生活が許されなかった落らく伍ご者しやたちの集落がある。

　光もろくに射ささないその廃はい墟きよの片隅で、朱雀すざくはじっと目を凝らす。

「うーん……」

　となりのつぐみもまた、細く整った眉の形をぐにゃりとゆがめて、端的に困惑の意思を表現した。

　ふたりの視線の先には、甲か斐い甲が斐いしく駆けずり回る金髪の少女がいる。

「こんにちは！　はいどうもこんにちは！　いつもにこにことなりでスマイルピース！　あなたのカナリア、みんなのカナリア！　毎度おなじみ、宇う多た良らカナリアでございます！　はい、そこのあなた！　なにかお困りのことはございませんか！」

　ターゲットを定めたのか、カナリアはふいにぴたっと立ち止まる。

　己の正面で立ち止まられてしまったほうは、びくっと肩を震わせた。

「い、いえ、とくには……」

「まあまあそうおっしゃらずに！　さあさあなんでもおっしゃってください！」

「あの、こ、困ります……」

「そうですそうです、その調子です！　どういった案件でお困りなんでしょうか！」

　夏の青空のような曇りなき瞳の色でもって、太陽のごとく晴れやかに煌きらめく笑みを押し出して、営業トーク真っ盛り。

「ですから、うう、今、困ってますから……」

　迫られてたじたじとなっているのは、この廃はい墟きよで暮らす少女だ。

　年齢はカナリアや朱雀すざくよりもいくらか若いぐらいだろう。眉は八の字に固定されて、内気そうな唇をすぼめて、肩を卑屈に縮めている。

　粗雑に編みこんだ髪が一房、頰ほおの横でふるふると震えていた。

「はいはい、わかりますわかります！　困ったときこそ笑顔ですよ！　その困っている理由をお聞かせください！　ええとお名前は……そう、珠たま子こちゃん！　覚えていますとも！　鶉うずら野の珠子ちゃんでしたね！」

「ううううう……そんなに大声で言わないで……」

　鶉野珠子と呼ばれた少女は、周囲の視線を気にするように頰を赤くしてうつむいた。

　前かがみの内股となって、自身の太ふと腿ももをもぞもぞと擦こすり合わせて、居心地悪そうに小さく足踏みする。

　明らかになんらかの生理的欲求を堪こらえている仕種しぐさであり、視線の先には廃墟の端に設けられた共用トイレがあり、そのあいだには両手を広げたカナリアがしっかりと立ちふさがっているのである。

「こ、困りますから、ど、どいてください……」

「困っている人を見過ごすことはできません！　わたしはぜったいどきません！　いつだって珠子ちゃんのとなりにいます！」

「時間が、もう、時間が……げ、限界なの……」

「大丈夫！　限界なんてありません！　やればできます、ぜったいできます！　そのお悩み、ぜひとも解決させてください！」

「あ、さ、触らないで……」

　カナリアに肩をがしっと摑つかまれ、鶉野は悲痛な声をあげた。

「はっ！　わたしわかりました！　もしや、お身体のどこかが痛むのでは!?　病気ですか怪け我がですか！　至急、医療チームの編成を！」

「ち、ちが、ちがいま、あ、まって、おねがい、まって……」

　前後左右に激しく揺さぶられて、声の高さが一方通行の階段をどんどん登っていく。

「や、や、だめ、これだめ、ほんとだめ、ゆすっちゃだめ、だめだめだめ、やだ、やだやだいく、とまって、とまっ、でちゃ、でちゃ、でちゃっ」

「でちゃ？　るちゃ？　りぶれ？」

「あッ、あっ、あ──」

　張りつめきった弦のように、ビクン、と鶉うずら野のは硬直したあと、

「……ああああああああ～っ……」

　視線を中空に彷徨さまよわせ、全身をいっぺんに弛し緩かんさせた。

「え？　……え？　え、え、え？　珠たま子こちゃん……？」

　カナリアの声は、もうどこにも届かない。

　ぴちゃぴちゃ──びちゃびちゃ……。

　辺りには、ただ、音だけが秘めやかに響く。

　廃はい墟きよは陥かん没ぼつした地形の真ん中にあり、雨水の湖に風が吹きつけるたび、水面を波立たせるのだろう。聴こえるのはその水音である、もちろん。

「あふ、あふ、ふわぁ……」

　弱気な鶉野の唇が、だらしなく半開きになってしまっていた。そのゆるんだ隙間から、ヨダレのような液体が一筋、じょわじょわちょろちょろと漏もれ出している。

　焦点を結ばない眼まな差ざしが、逃れえない絶望とほのかににじむ法ほう悦えつの狭はざ間まで、甘く蕩とろけたうつろな光を宿していた。















　すべてが終わったあとには、硬い沈黙が訪れる。

　ぴちゃにちゃと奏かなでられていた水音も、いまや完全に止まった。風が止まったということである、もちろん。

「ううううううううううう……」

　さながら人として大事なものを喪うしなってしまったかのごとく。

　身体の芯から崩れ落ちるような格好で、鶉うずら野のはその場にうずくまった。

「……だめって、ほんとにだめって言ったのに……カナリアさんの、ばかぁ……」

　真っ赤に染めた頰ほおを両の掌てのひらで覆い、涙目になって指の隙間からカナリアを見上げる。編みこんだ髪が、粗そ相そうをした猫の尻尾のように垂れ落ちていた。

「あ、あわわ、はわわ……ひょっとして、わたしとんでもない過あやまちを……？」

　カナリアはわたわたと手を振り回して、狼ろう狽ばいを身体いっぱいに表現している。

「……なあ、つぐみ」

　一連の悲劇を目撃した朱雀すざくがぽつんとつぶやき、

「……うん、皆まで言わんでよし」

　つぐみが同じような声で応じる。

「いや、言わせてくれ。なんだあれは。よくわからないが、鶉野とやらが涎よだれを垂らしていたのはわかったぞ」

「そうね、あたしもあの子の涎だけが見えた。他のものはまったく見えなかった。たぶん涎を我慢していたんじゃない。いたってノーマル、どこもおかしくない。世はなべてこともなし」

「うむ。……それで、宇う多た良らカナリアは、いったいぜんたい何をしているんだ？　なんなんだあのプレイは？」

「だからプレイ言うなし！」

「プレイでなければ、テロなのか？　同性の少女ばかりを狙って、悪夢を引き出しているようにしか見えないのだが」

「あんたにわからないものがあたしにわかるわけないやい。カナリア担当として、なんとかしろやい」

「参ったな。頭のおかしな人間の担当にはなるものではないな」

「……なんかね、朱雀さんにそれ言われると複雑だわ……」

　朱雀とつぐみは、揃そろってため息をついた。





　　＊






　あれから、一ヶか月げつが過ぎた。

　戦闘科の次期エースと目もくされていた、朱雀すざくのかつての同級生──冬と燕え桃もも華か。裏切られたひとりの少女が、胸の奥底に深い傷を負ったあの日。

　波音が静かに響く浜辺で、朱雀は彼と相対した。

『なにせ、俺は人類が大好きなんだ』

　東京都市主席、ドレッドヘアの少年。

　あっさりと切り捨てた仲間を視界に収めながら、なにひとつ恥じることはないと、快活に笑ってみせる。

　その声音は、朱雀壱いち弥やにとり、まさしく鏡のなかの自分そのものだった。

　朱雀は人類が好きだ。大好きだ。だれよりも、なによりも。防衛都市を最前線として、異形の天敵と戦い続ける人類をこよなく愛している。

　二十と余年の昔、アンノウンに蹂じゆう躙りんされた屈辱を忘れない。

　数多あまたの犠牲の末、人類社会には一定の安あん寧ねいがもたらされた。

　であるからこそ、個人の感情や欲望を容いれる余地は皆無だ。

　最後の一匹を駆逐するまで、本当の平穏は訪れない。かつての栄光を取り戻すため、人類は永遠に勝ち続けなければならない。勝ち続けるには、全体の利益が個人の幸福に優越しなければならない。

　ひとりはみんなのために、みんなは世界のために。

　──世界のすべては、ただ世界に奉仕するためだけに。

　人類という種の存続を目的とする限り、そこに一切の誤ご謬びゆうはない。

　世界は常に、圧倒的なまでに正しい。

　不信を抱いたことは、ただの一度もなかった。

　防衛都市東京においては、空を飛ぶ【世界】と固有の【世界】を併せ持つ、『デュアル』だけが評価される。

　徹底的な能力選別システムこそが、東京を東京たらしめている。

【世界】の劣等者を否定する世界を、朱雀は確信をもって肯定してきた。たとえ朱雀自身が、戦闘科からドロップアウトする側に回ろうとも。

　だが──あのとき。

　冬燕の涙と波音がしめやかに混ざり合った浜辺で、

『そんな世界は──』

　どうしても、朱雀すざくはこれまでどおりに正しさを主張することができなかった。鏡に映った自分を目の当たりにして、初めて肯定することがためらわれた。

　俺か、それとも世界か。

　どちらかが狂っていると思いながら、絶対的な太陽だけをにらんでいた。




　あの日以来、朱雀はカナリアの単独行動を黙認していた。

　管理された防衛都市の境界線の向こう側は、未いまだ復興の手段も意思もなく、瓦が礫れきの山がうずたかく積み上がっている。

　かつての世界が築き上げた栄光は、選択と集中がなされた現在の世界においては、無価値な残ざん骸がいでしかない。

　だからこそ、世界から弾き出された無価値な落らく伍ご者しやたちにとっては、最後の避難場所だったのだろう。数十名の学生たちが、確かにそこで生活しているのだ。

「この人たちにはだれかの手助けが必要なのに、だれもが見て見ないふりをしています。……でも逆に言えば、都市の人たちが支援を邪魔することもまたありません。彼らの存在を認識することは、矛盾を直視することになりますから」

　廃はい墟きよで身を寄せ合う彼らのもとに、カナリアは足しげく通っている。調達した生活物資を定期的に運搬しているのだという。

　慢性的な人手不足を補うため、カナリアは朱雀たちに協力を要請することすらあった。

「……彼らを助けることで不利益は受けない。なるほど。だが、それが正しいとしても、同時にメリットもまたないはずだ。あえて劣った者を助ける理由がどこにある？」

「だって、助けたいから……」

「回答になっていない回答だ。一いつ片ぺんの価値もない」

「あう……」

　カナリアは朱雀をじっと上目遣いに見上げる。

　困こん窮きゆうしたような弱々しい顔つきでありながら、その眼まな差ざしは奇妙に逆らいがたい。

　夏の青空のような瞳のなかに、既視感がある。幼い自分の手を引っ張ってくれた、かつての少女とよく似ている。

　もにゅりとすぼめられた唇が、せがむように言の葉を紡ぐ。

「……お願い、いっちゃん。一生のお願い」

　その呼び方もまた、あのときと同じだ。

　だが──決してそんなはずはなかった。

　二十数年前の首都大侵攻の日、燃え盛る街で。

　泣き腫らすだけの少年を救いだしてくれた少女は、自分よりもずっと年上で、ずっと賢くて。

　そして──崩落によって潰されたコールドスリープ機器とともに、この世界から永遠に喪うしなわれてしまったのだから。

　大切な思い出は、あくまでも思い出でしかない。

　頭のおかしな女が現実で好き勝手に騙かたるのは、ふざけた話だ。

　そんなふうに結論づけるのは簡単だったけれど。

「なぜだ……」

　噓うそつきと断じることが、どうしてもできない。

　カナリアの眼まな差ざし、浜辺の冬と燕え。彼女たちを思うたび、心のなかをもやもやとした白い霧が漂って、切り捨てることを拒むのだ。

　明々白々な理屈が、摩ま訶か不ふ思し議ぎな感情に凌りよう駕がされている。

　論理の機械であろうとする朱雀すざくが初めて直面する、道理に合わない現象だった。

　つぐみに解明を求めると、いつも複雑な表情で彼女は笑う。

「あのね。教えてあげる」

「わかるのか。さすがは感情マスターつぐみ」

「その気持ちが、恋だよ」

「……つぐみ。そうか、その……なんというか、なんだろうな」

「ん？　なに言葉選んでるの。もっとストレートに言ってよ」

「おまえ、目が腐って耳が歪ゆがんで頭が狂ってるぞ」

「ちょっとは言葉を選べカッパコワッパパッパッパー！」

　そして、どうでもいい方向に会話が帰着するのだ。

　朱雀とつぐみは、これらの件に関するときだけ、不合理で無意味な言葉を交わす。

　やがて、どちらから言いだすということもなしに、ふたりはカナリアの『支援』に付き添うようになっていた。
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「先生、大事なことがわかりました！」

　満面の笑みを浮かべたカナリアが、朱雀のもとに駆けてきた。ぱたぱたと両手両足を同時に動かす、不器用な仔犬のような仕種しぐさだ。

　上半身には、たぷたぷとしたふたつのふくらみが付ふ随ずいする。カナリアが跳ねるたび、胸部のふくらみもたぷりこたぷりこ、無作為に上下に跳ねてみせた。白桃のように瑞みず々みずしく濡ぬれたそれは、存在感を力強く主張する。

　この廃はい墟きよを訪れるにはゴムボートで湖を越える必要があるため、カナリアはいつも水着を用意している。先ほどまでは上に制服を着こんでいたが、なにかの飛沫しぶきでもかかってしまったのだろうか、結局すべて脱いでしまったようだ。もちろんそこにいやらしい意味はまったくない。

「しっかし、すっかり暑くなっちゃいましたね。もうちょっと服の生地が薄くなってくれればいいんですけど！」

　カナリアは無防備に指先で胸の谷間を拭う。汗のくっついた人差し指を唇に咥くわえて、しょっぱ、と眉間の皺しわを震わせる。

　無遠慮な指先に揺さぶられて、ふたつの白桃もぷるりこぷるりこと震えていた。水玉模様のビキニの頼りない表面積が、大ぶりの果実をかろうじて支える。肩に羽織った薄手のカーディガンは、いささかも役立っていないようだった。

「ふむ……」

　朱雀すざくはひとりでうなった。

　カナリアが落らく伍ご者しやたちに受け入れられて、自由に活動することができているのは、無条件で物資を運搬してやっているからだとばかり思っていたが。

　もしかしたら、彼女のたぷりこボディにこそ秘密があるのかもしれない。

「……んんっ」

　つぐみが小さく咳せき払ばらいした。

「朱雀さん？　どこのどれをどうしてどこまでガン見しているんですかね……？」

「この胸、どうにかしたいな」

「は？　どうにか？　したい？」

「つぐみ。今いいところなのだから、少し黙っていてくれ」

「いい、とこ、ろ……？」

　朱雀の脳裏に、ふとひらめくものがあった。

　カナリアに飛ひ翔しよう能力が欠けているのは、たわわに実ったこの果実が、ずいぶんな障害になっているせいではあるまいか？

　充分考えられそうなことだ。水に浮かぶのに体型が影響するのだから、空に浮かぶのに影響がないとはだれが言えよう。このメカニズムを解明できれば、落伍者たちに後天的に飛翔能力を付与することができるかもしれない。

　戦闘科の女生徒連中の胸部のサイズとカナリアのそれを比較してみる価値はあるだろう。無論、考察する上では、飛べない人間からも均等にデータを取得する必要がある。

「だれか比べられるものは……いや、まあ、この際だれでもいいか」

「ん？　へ？　……え？」

「どうせ凡ぼん庸ようなサイズであろうことは明白だしな……」

「は？　お？　──あ？」

　朱雀すざくはちらと傍かたわらのつぐみを見て、肩をすくめた。

　工こう科かでも構わないはずだ。減るものではなし、そのうち適当に実測しておこう。どうせつぐみのことだ、豊かでもなく貧しくもない平凡でつまらない大きさであろう。

「おっほん！　ほんほん！　ほーん!?」

　能力学的見地からふたりの肢体をまじまじと見比べていると、つぐみのほうはやけに大きな咳せき払ばらいを繰り返した。発作の発はつ露ろだろうか、彼女の唇の端が、ひくひくぴきぴきと引きつっているのがわかる。

「くらべ！　るなば！　かすざ！　くたこ！　いかっ！」

　親を殺されたダンプカーのような勢いで、肩がしきりにぶつかってくる。制服に包まれた凡庸娘の胸部が、ふるんふるんとがんばって震えていた。

「つぐみ、病気か？　お大事に」

「あんたもな!?　頭がな!?」

　むせているのだな、と朱雀は好意的に解釈した。

　確かに、いくらか空気がかび臭いことは気になっていた。こんなところで寝起きしていたら、たちどころに病気にかかってしまうだろう。

　文明から見放されたこの廃はい墟きよは、生活環境が著しく悪い。近代的に整備された防衛都市内部とはなにもかもが異なり、いったいどこから改善の手をつければいいのか途方に暮れるほどだ。

「そう、それです！　わたし、わかってしまいました！」

　カナリアがぱちんと両手を合わせて、朱雀の前でぴょんぴょんとジャンプする。

「なにがだ。自分の頭がおかしいことがか」

「それは大丈夫です！　もうずいぶんまえから知っています！」

「自覚して放置していたのか……」

　朱雀は呆あきれて、

「ちょっと待って。自覚していない朱雀さんのほうが、頭アレランキング上位にジャンプアップしたのでは……？」

　つぐみはごちゃごちゃとつぶやいた。

　ふたりをよそに、カナリアはビキニに包まれた胸を自信たっぷりに張って、

「ご覧ください！　じゃん！」

　どこから取り出したのか、都市から持ちこんだノートを両手に掲げた。

「わたし、ここで暮らす方からアンケートを取っていたのです。とくに意見を言いにくそうな年少の女の子を優先して、今、最も困っていることはなにか？　と。環境改善は、現地の声に寄り添うところから！」

「ああ、先ほどの悲劇はそれか……」

「そうです、偉いでしょう！」

「まったく褒めたつもりはないのだが」

「こちらがそのアンケートです！　じゃーん！」

　カナリアは褒めて褒めてといわんばかりに、ノートのページをめくる。びっしりと書きこまれた、中ほどのページをどやどやと広げてみせて、

「それではさっそく結果発表です！　困ったことランキング第一位はいったい！　じゃんじゃじゃん！」

「……じゃんが多いな」

「第一位はいったい!?　じゃんじゃかじゃーんじゃーん!?」

　じゃんじゃんどやんどやん、と意味ありげな視線を送ってくる。

「わかったから早く言え」

「はい……。『女性用のお手洗いがないこと』に困っているそうです」

　それでも取り合ってもらえないことを知ると、いささかしょんぼりとして告げた。

　朱雀すざくはしばらく腕組みして、

「なるほど？」

　納得したようにひとつうなずくと、視線を廃はい墟きよの片隅に流した。

　朽ちた板きれで四方を囲むようにして、男女共有のトイレがひっそりと設けられている。扉のまえで並んでいたら、なかの音がすべて聞こえてしまうほどの簡素なつくりだ。

　神経が太い束で構成されている朱雀は考えたこともなかったが、少女たちのなかには、異性の眼を気にして、限界まで利用回数を減らすように試みる者もいるらしい。

「……犠牲は大きかったようだがな……」

　さらに視線を横に移せば、先刻の悲劇を体験した鶉うずら野のがいる。腐った魚のような眼をして、地べたにぐったりと横たわるばかりだ。朱雀は静かに黙もく禱とうした。

　つぐみもまた、合掌のような祈りのような揉もみ手をしつつ、

「そうなんだよね。気にはなっていたんだけど、みんな声に出しては言わないから……」

　もぞもぞと唇を丸める。

　他人が言わないものをあえて聞きださないのは、つぐみのような年代の少女にとっては当然の知恵だ。だれもが一線を踏み越えられるわけではない。

「大っぴらにされないのは、食料品や衣料品、医薬品のような類たぐいと違って、各人の必要意識にばらつきがあるからでしょう。ふたりきりのところで質問したときに限って、そういった回答が増える、という傾向もありました」

「……カナリアさんは偉いね」

「へ？　でもまだわたし、なにもしてないですよ」

　当のカナリアは、真面目な顔をして、当たり前のように言った。

　動きやすいビキニを無頓着に着用して、余よ暇かのあらゆる時間を廃はい墟きよに注ぎ、気持ちを熱心に汲くみ取ろうとする。

　彼女はどこまでも真剣に、実直に、他人を助けようとしているのだ。防衛都市から弾きだされた落らく伍ご者しやたちをまとめて。

「こんなこと、なんのために……」

　朱雀すざくはぽつりとつぶやいた。

　劣った世界に手を伸ばすなど、人類の繁栄にとって百害あって一利なし。種族愛への敵対行動である──と先日までなら瞬時に断じたことだろう。

「なにかおっしゃいました？」

「……いや……」

　だが、もはや、そうと主張できるだけの強さは朱雀にない。

　人類愛で固めたシンプルな論理回路は、あの日以来、脆ぜい弱じやくに思考を繰り返すのみのガラクタと化してしまった。

　カナリアの正義を否定も肯定もできずに、視線を逸そらして、同じところでぐるぐるとまわっている。

　こんな劣化を、進化だなどと嘯うそぶくつもりは毛頭なかったけれど。

　朱雀壱いち弥やというひとりの人間に訪れた、初めての大きな変化であることだけは認めざるをえなかった。
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「じゃあさっそく！」

　カナリアがノートをぱたんと閉じて、

「アンケート結果をもとに、皆さんにご相談してきますね！　よりよい生活環境をつくってモチベーションアップ！」

　朗らかな笑みでガッツポーズをつくる。

「……待て」

　朱雀すざくは掌てのひらを広げて、カナリアを押しとどめた。

「はへ。なんでしょうか？」

　わん、とでも言いたげな仕種しぐさで小首をかしげる彼女に、ゆっくりと言い聞かせる。

「女性専用トイレ。その要望がどうして表だって出てこなかったのか、おまえは先ほどなんと言った？」

「えっと……各人の意識にばらつきがある？」

「そうだ。もっと言えば、男女で必要性がまるで違う。ゆえに、わがままだ、よくばりだ。そんなふうに思われるのが嫌で、彼女たちは今まで口にしてこなかったのだろう。それをおまえがスピーカーのようにがなり立てたら、まるで同じことになってしまう」

「ははあ、なるほど……」

　カナリアは困ったように眉を下げる。

「でも、具体的にはどうすればいいのでしょうか……」

「秩序というものは、上から押しつけるものではない。社会の構成員が、自ら望んでそれを選択しているかのように錯覚させるべきだ」

「ぬぬ。とおっしゃいますと」

「本来排除される側にこそ、特権意識を持たせることが肝かん要ようだ。つまり、女子専用ではなく──設置するべきは男子専用のほうだ」

「ほへ？」

　素すっ頓とん狂きような声に、自信たっぷりにうなずいてみせる。

　カナリアが正義なのかどうかは未いまだ判断がつかなかったが、朱雀は社会の秩序に関しては一いつ家か言げんのあるタイプだ。

　生徒会長を歴任してきた一族として、身体に流れる情熱がちろちろと燃えだしていた。

「男子専用トイレを使うことこそ、男子にのみ選ばれた権利と思わせ、そちらに男子を誘導する。男子を隔離することによって男女の分離が実現されるならば、結果として女子の目的も達成される」

「な、なるほど……」

　カナリアは眼を見開いてから、

「勉強になります先生！　その発想はありませんでした！」

　遅れて何度もうなずき、ぱちぱちと大きく拍手する。

「……朱雀すざくさん、人の心がわからないわりに、社会のことはわかるんだよなあ……」

　つぐみが褒めているのかどうか、極めて微妙なやり方で肩をすくめる。

「でもさ、男子専用のお手洗いをつくったとして、すぐに誘導できるの？　元のほうを使いたがる人もいるんじゃない？」

　同僚の疑問も予測していたか、朱雀は鷹おう揚ように笑った。

「それは条件付け次第で容易に誘導できる」

「条件付け？」

「商しよう科かがよく行おこなっている、屋台のタイムセールを思い出すがいい。本来の値付けから値下げ額が大きければ大きいほど、理性を失った客が食いつくだろう。絶対値ではなく、相対値で人は判断する生き物だから。それと同じだ」

「つまり……」

「今この瞬間、男子専用トイレを選択することが、圧倒的に得であると信じさせればいい。たとえばそうだな、『通常は使用料金のかかる高級お手洗いが、今だけ無料！』などといった売り文句は、彼らの眼を曇らせるのに充分であるはずだ」

「さすがです！　さすがです先生！　天才！　よっ日本一！」

　カナリアの瞳にはもはや尊敬の念がいっぱいにあふれ、きらきらとした光とともにこぼれ落ちてきそうだった。

　無論、手放しに褒められれば、朱雀とて悪い気はしない。

「それから衛生面における安心は強調すべきだな。当然ながら、管理の行き届いたイメージは、使用頻度に大きく影響する」

「はい！」

「仲間の多くが使っていることをも示せればなおいい。これは多少の虚偽が含まれていても構わない。どうせ、いずれ真実になることだ」

「はいはいはい！」

　熱心な相あい槌づちに促されて、思いつく限りの指導を重ねる。

　カナリアもまた、教官の指導に全力で尻尾を振るように、朱雀だけを見つめている。

「まとめますと、特権感、お得感、衛生面、仲間の使用回数を意識して、ですね先生！」

「そうだな。あとはあんまり堅苦しいのも問題だから、おまえの言葉で適当にデコレーションして……」

「はい！　試しに看板をつくってみます！」

「そうだな、何事も実践あるのみだ」

　朱雀すざくとカナリアが額を突き合わせて共同作業するのを、

「……うううーん、なんだかなあ、なんだろうなあ、このもやもやする気持ちは……」

　つぐみはいくらか不安そうな表情で見守っていた。
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　しばしの時を経て、

「上手にできましたー！」

　カナリアが両手をあげて万ばん歳ざいした。

「今まであげた要素を全部盛りこんだな。偉いぞ、カナリア」

「はい！」

　朱雀と会心のハイタッチを交わして、邪気ひとつない笑みを浮かべる。

「……はいはい、お疲れ。見ていい？」

　つぐみがいくらかぶっきらぼうな態度で覗のぞきこもうとすると、

「どうぞ！」

　先に自信満々に看板を掲げてくれるカナリアである。

　表と裏それぞれに、文面が記されている。




『男子専用公衆トイレ♥

　いっかい１０００円！

　いっかい５００円！

　大特価！　今だけ無料！　早く来て来て!!

　カナリアが念入りにお掃除します！　オプションサービス盛りだくさん！

　たっぷり使って、たくさんすっきりしてくださいね！

　　正　正　正　正　　　』




「ダメだろおおおおおおおおおおおおお！」

　つぐみは絶叫した。山よ裂けよ、海よ割れよといわんばかりに絶叫した。

　カナリアがぽかんと首を傾かたむけ、朱雀が眉をひそめる。

「なんだ、急にどうした」

「どうしたもこうしたもあるか！　やっぱりかい！　このとんちんかんちんおたんちん！　あんたらをちょっとでも信じたあたしが馬鹿だったやい！」

「なにをそんなに憤いきどることがある……。この看板のどこがおかしい？」

「百パーセント頭がおかしい！　うまく言えないけど！　言えないけど！　越えちゃいけないライン、ぶっちぎりで踏み越えちゃってるでしょ!?」

「訴そ求きゆう力りよくに優れた名文だと思うのだが」

「やかましいやい！　違うジャンルに訴求しても意味ないやい！」

「違うジャンルとは、どこのジャンルのことだ？　手洗い所には、下水道業界以外のジャンルがあるのか？」

　怪け訝げんな顔を向けられて、つぐみはにわかに口ごもる。

「い、いや、その、ええと……だからうまく言えないけど！　とにかく、なんかダメっぽいのこれは！」

「おかしいな」

　朱雀すざくはますます渋じゆう面めんになった。

「つぐみ。おまえが所有していた書物のイラストを真ま似ねしたのだが」

「……へ？」

「おまえのロッカーの下。巧妙に偽装された箱のなかにあった本だ」

「ぎゃああああ！」

　文字通り、つぐみはぶぐっと噴き出した。

　この時代、書物の大半は大だい災さい禍か前に出版されたものに限られる。焼け落ちずに済んだ本たちは、貴重な資料として都市の図書館に収められている──ジャンルを問わず。

「変態でネコがどうとか、ロリでフェラトゥがどうとか。タイトルの意味はよくわからなかったが、中身はなかなかにすごかった。我ら霊長類の長ちようである人類の肉体美が、ふんだんに描かれていたぞ」

「ああああああのあのあのそれはですねさっぱりきっぱり違うでして」

「わかっている。つぐみは真面目だからな、おまえの【世界】、物品改良の限界を探るがため、人体の詳細な構図を欲していたのだろう？」

「いや、あの……」

「そこで俺は見つけたのだ。同じような看板を掲げた少女に、大量の男が群がる構図を。これほど訴求力にあふれた文面の借しやく用よう先さきはあるまい」

「ううう……ころせ……」

　つぐみは幾度となく壁に頭を打ちつけて、世を儚はかなむ作業に勤いそしんでいた。

　勉強熱心なところを知られて恥ずかしがるなど、なかなかどうして、つぐみも可愛かわいいところがあるようだ。朱雀は微笑ほほえましく見守った。

「それではわたし、この看板を男の子たちに見せびらかしてきますね！」

「ああああだめだめ待って……」

　深刻なダメージを負ったつぐみの声は、もはや届かない。

　カナリアが元気よく立ち上がった、そのときである。




「はは。なんすか、その看板？」




　壁際の男子生徒が、寝そべったまま声をかけてきた。

　額を出して髪を後ろに固めているあたり、身だしなみに関心はあるようだったが、いかんせん、まだまだ物資が不足しているのだろう。

　埃ほこりの染み付いた襟えりがよじれ、服の裾すそはあちこちほつれ、足元は靴も靴下も一体化して擦すり切れて、どこをとってもうらぶれた雰囲気が漂うばかりだ。

「カナちゃんさん、それマジ意味わかりすぎて意味わかんないっすわ。すぐに汚されそうっつーか。相変わらずぱねーっすね！」

　卑屈にくだけた声を投げて、朱雀すざくをちらと眺めやる。粘つくような視線だった。

「おまえは……」

「コウスケくん！」

　朱雀の疑問を引き取って、カナリアが笑顔を向ける。

「うっわやっべ、もしかして俺ら全員の名前、覚えてくれてるんすか？」

「もちろん！　あなたは嘴はし広びろコウスケくんですよね。ちゃんとフルネームで覚えていますよ。わたしはみんなのカナリア、みんなのとなりにいたいんです！」

「ウケる。マジ無駄すぎ」

「え……」

「俺らの名前なんて覚えたって、なーんも意味ないっすよ。どうせみんなここで腐って死んでいくだけなんだし？」

　コウスケと呼ばれた少年は、げらげらと笑う。どこまでも卑屈な笑いだ。

　こいつはいやなやつだ、と朱雀は直感的に思う。己が最も嫌う、弱者特有の諦てい観かんと自虐が、身心に沁しみついているのがわかってしまう。

「そんなことないよ、コウスケくん……」

　カナリアが困ったように眉尻を下げた。

「今はいろいろ物が足りなくて、つらいかもしれないけど。この看板みたいにひとつずつ改善していけば、きっとみんな前向きになって、ここを出られる日が来る──」

「むーだむーだーむりむりむーりー」

　ねっとりと唄うたうようなコウスケの声に、知らず、朱雀すざくは足を踏み出していた。

「──やってみなければわからないだろうが」

「お？」

「やればできる。なんでもできる。あきらめなければなんでも叶かなう」

「ああ、おたくさん、そういう宗教の人？　嫌いじゃねえな、そういうの。夢があって希望があって未来があって──まるで理想のヒーローみたいっすね」

　コウスケは朱雀を見て、またげらげらと笑った。

「……なにがおかしい？」

「おかしくないおかしくないっす。なーんもおかしくない。おかしいのはこっちの現実。どうせこっちがその気になったって、世界のやつが認めてくれねえっつうか？　万一ここを出られたって、迎えてくれる人間はいないに決まってるし？」

「知ったような口を……」

「知ってるんすよ。知っちゃってるんだなあ、俺たちは。……なあ、タマちゃん？」

　コウスケは視線を朱雀にぶつけたまま、不意に横脇へ声を投げる。

　横たわっていた鶉うずら野のが、びくりと肩を震わせた。

「そこのタマちゃんも、俺も、戦闘科に兄貴がいるんすよね。で、俺らどっちも自分の兄貴の手で、都市から追い出されたわけ」

　コウスケの言葉に耳をふさぐようにして、彼女はぶるりと頭を抱える。制服の袖が落ちて、細い紐のようなブレスレットが手首に覗のぞく。

「ち、違うよ……」

　消え入りそうな声だけが、必死に落ちていった。

「私は、医務官さんに追い出されただけだもの……お兄ちゃんは強かったのに、こんな私にも仲良くしてくれて、すごく優しくて──」

「で？　その愛しのお兄ちゃんとやらは、一度でも探しに来てくれましたかあ？」

「……それ、は」

「実の妹がいなくなったら、フツーはさぞかし心配してくれるはずなのになあ。おかしいよなあ。変だよなあ。今ごろなにしてっかなあ？」

「…………」

　鶉うずら野のの震える唇は、もう言葉を紡げない。

　なにか、暗い闇を恐れるように。きつく瞼まぶたを閉ざす様が、朱雀にも見て取れた。

「ははっ」

　コウスケが薄く笑った。

「俺なんか危うくぶっ殺されるところだったもんな。能力が足りねえやつは、みんなの迷惑だって言われてさ。肉親でも容赦しねえって、くっそウケるっしょ。マジ半端なくなくなくないっすか？」

「──……」

　つぐみが視線を落として黙りこむ。伝えるべき言葉を、工こう科かの天才は見つけられない。

　カナリアが唇を開き、つぐむ。なにか言いたげに拳こぶしをつくって、首を振った。

　朱雀すざくはコウスケの視線を追う。

　廃はい墟きよで暮らす少年はただぼんやりと、天井を見つめている。爆撃で傷つき、今にも崩れ落ちそうな天井を眺めやりながら、またげらげらと──卑屈で空虚な笑いをこぼした。




「俺たちは、世界に捨てられたんだ」




　かすれた笑い声にまぎれて、はるか遠く、警報が鳴り響くのを感じる。

　闘争の合図だ。

　それはアンノウンの湾岸部接近をけたたましく知らせ、戦闘科の緊急出動を促すものだ。都市全域に、高揚と勇気、そして勝利の栄光をもたらすものだ。

　けれどその音量は、ここではほとんど聞こえない。廃墟に住みつく人間には、防衛都市の勇気も栄光もなにひとつ意味がない。




　海の向こうで戦争が始まる。

　きっとだれかが戦い、そしてだれかを救い、いつかだれかがヒーローになる。

　この場とは、人類のゴミ捨て場とは、まるで関わることもなく。






Ｂ─１　みんな大切です！






「捨てたんじゃありません。そこに取っておいたんです」

　それが、わたしの口癖でした。

　今よりずっとずっと昔のこと。

　まだ空が自然に青く、海は平和に凪ないでいた時代。わたしを愛してくれる人たちに見守られて、学校に通っていたころの話です。

　世は空前の断だん捨しや離りブーム。即席ミニマリストと化したお母さんや融通の利きかない教師との仁義なき戦いは、いつもわたしの敗北に終わりました。溜ためこんだシールの切れ端や、小さな透明の袋のコレクションを無理やり捨てられては、あぐあぐと地じ団だん駄だを踏んでいたものです。

　だからでしょうか、あれから何年もの時間を経た今となっても、わたしはいろんなものを大事にするようになってしまいました。

　たとえば商しよう科かの屋台でスイーツを買ったときは、それはもう大変です。

　スプーンの表も裏も念入りにチェックしますし、アイスの蓋ふたの裏はちゃんと三回は舐なめますし、チョコバナナバーのスティックはぴかぴかになるまで口のなかで──いえ、これではただの腹ぺこ怪獣さんみたいじゃないですか！　体重を気にしがちな乙女として、これは大問題です！　違いますちがいます、もっと違う例を考えます！

　たとえばそう、うらぶれた公衆トイレに駆けこんでお花を摘つんで、いざ出ようと思ったらトイレットペーパーのロールをまるごとタンクのなかに落としてしまったときとかのことです！

　どんなものだって使い道はあるはずです。水に濡ぬれてダメになってしまったトイレットペーパーをたたいて伸ばして乾かしてどうにかこうにか利用したわたしが言うんだからまちがいありません！　ごわごわでお尻がもぞもぞしました！　ちょっと涙も出ました！　女の子だもの！

　……あの、いえ、また微妙に恥ずかしいことを言っているような気がします……。反省します。はい。

　ともかく、世の中それぞれ、みんな価値があります。ナンバーワンよりオンリーワン。八百屋の店先に並んだ色とりどりの野菜のように。

　どんなものも大切にされる権利があるのです。




　──だから。

　捨てたりなんて、していません。

　だれにも、あなたたちを捨てさせはしません！

　そう叫ぶべきだったと、あとになって思いました。

　コウスケくんの嘆なげきを聞いたとき、わたしはとっさに声をあげることができませんでした。強く握りすぎた拳こぶしの痛みが、まだ掌てのひらに残っています。

　言葉は無力です。ただ言うだけなら九きゆう官かん鳥ちようでもできます。実際の行動が伴ともなわなければ、意味がありません。

　言葉は無残です。ときに残酷な暴力を伴います。よかれと思って言ったことが、傷ついた人の心をより深く抉えぐってしまいがちです。

　言葉は無様です。言ったほうが勝手に楽になるだけで、どこにも残りません。自己満足だけを作り上げて、泡のように弾けて消えていきます。

　でも──それでも。

　無力で無残で無様だと知りつくしたうえで、なお。

　わたしは大きな声で叫ぶべきでした。

　あなたたちが捨てられることはありません。

　コウスケくんにも、珠たま子こちゃんにも、ちゃんと生きる価値があります。

　この世に意味がないものなんて、ぜったいにないんです。

　そうやって、わたしに教えてくれた人がいます。




　今より十年以上もまえのことです。

「『夢見の季節』から途中で覚醒してしまうと、【世界】の強度が著しく劣る──そういうデータが取れたことが収穫ね」

　コールドスリープから目覚めてみれば、わたしは白衣の大人に囲まれていました。

　あとから聞いたところによると、不慮の落石事故で、割り当てられた機器の冷凍睡眠が中断してしまったらしいのです。

　わけがわからず、ベッドの上で瞬まばたきするばかりだったわたしの頭を、その人は丁寧に撫なでまわしてくれていました。

「起きてくれて、ありがとう。どんなものにだって、意味はあるものね」

「……え？」

　視線が合うと、その人はにっこりと眼を細めて、

「でも、こういうデータは二度と見たくないものだわ」

　こつん、とわたしの頭を指先で弾きます。

　まるで八百屋の店主さんが、腐ったスイカの中身を確かめるように。

「あなたは、もうダメね」

「……え？」

「そう、あなた。名前は、ええと……どうでもいいわね。固有名詞で管理するほどの存在ではないものね」

「……わた、わたし、は……」

「あなたは誤って目覚めてしまったの。今この時代、この都市、この世界で、一番要らない存在。なるべく早く、消えてちょうだいね」

　耳もとに口をつけて、穏やかで、優しすぎる声で、教えてくれました。







　コウスケくんが嘆なげいたとき、わたしはきちんと叫ぶべきでした。

　あなたたちが、わたしよりも先に捨てられることはありません。

　わたし以外のすべての人は、ちゃんと生きる価値があります。

　宇う多た良らカナリア以上に意味のないものなんて、この世界にはぜったいにありません。

　わたしはそのように教えられて、大きくなったのですから。






Ａ─２　価値、あるいは挑戦






　朝のプラットホームに強い風が吹いていた。

　都市間列車が滑りこむことで生じる風だ。

　各防衛都市や管理局のあいだを相互につなぐ電車は、あの大だい災さい禍か以前に現役だった車体を再利用しているという。運行には事務方の生徒が主に関わっている。それで昔と同じか、あるいはずっと早い速度が出るというのだから、技術の進歩は目覚ましい。

　人間は一歩一歩、進んでいるのだ。

　いかなる艱かん難なん辛しん苦くをも乗り越えて、不屈に、愚直に、ただ前だけを見て。

　それはすばらしいことだ。人類が誇るべきことだ──

「──本当に？」

　晴れ渡る空の下、プラットホームの最前線。

　突風に髪を乱しながら、朱雀すざくはじっと立ちつくしている。

　先日目にしてしまった廃はい墟きよの光景が、未いまだに脳裏から振り払えていない。

　だが、世界は断じて間違ってなどいない。決して過あやまちを認めてはならない。そうでなければ、世界は──俺は。

　いったい、この先どこへ向かえばいいというのか？

　朱雀はホームの先端で、迫りくる都市間列車へ挑むように唇を嚙かんでいた。

　一歩でも風に押されて引いてしまえば、胸の底の大事ななにかが揺らいでしまいそうだった。

「……可哀かわい想そう……」

　瞬間、となりから小さく憐あわれむような声が漏もれた。

　反射的に、そちらをにらむように見る。

「なんだ？　今、俺に言ったのか？」

　視線よりもやや下に、魔女を模した漆黒の幅広帽子が浮かぶ。

　お気に入りのそれをすっぽりとかぶって、そっぽを向いている少女は、

「文句があるなら、はっきり言え──鷹たか匠じよう」

「…………」

　乱暴に呼ばれた名前をも無視して、どこか気遣わしげに肩をすぼめた。

　短い手、細い脚、薄い胴体。どこのパーツを切り取っても、朱雀より一回りは小さい。黒髪は眉のところでぱっつりと切りそろえられ、唇に彩りは少ない。伏し目がちの瞳は、いつもぼんやりとしているように思える。

　けれど身体に立てかけた杖つえ状の出力兵装が、彼女が空を飛べること、戦闘科の一員であることを厳然として物語る。

　見た目はずっと幼くとも、鷹たか匠じよう詩うたは朱雀すざくの一年先輩。最上級生にして、防衛都市東京の次席を務める実力者だ。

　……少なくとも、落ちてはいない。現時点でのランキングにおいては、まだ。

「だれが可哀かわい想そうだと？」

　苛いら立だったように問いを重ねる朱雀に、少し遅れて、鷹匠が朗読するような声を紡ぐ。

「まるで。泣いているみたい。この風……」

「……風？」

「龍りゆうが吠ほえ。叢むら雲くも乱れて。ああ驟しゆう雨うのなかで笑わない猫が哂わらう。王子が斃たおれてツバメ泣き、一本杉の丘はまたもや月魔王の支配下に……」

「なにを言っている？」

　肩を揺さぶると、鷹匠はぎょっとしたように顔をあげた。

『え。なに。朱雀壱いち弥や』

「なにって……え？」

　鷹匠の【世界】──テレパスが、妖精の吐息のように、朱雀の耳もとに響く。それは今初めて朱雀の存在を思い出したような、怪け訝げんそうな眼つきを伴ともなっている。

　朱雀の視線が、鷹匠が両手で抱え持つものに止まる。大きなタイトルロゴとイラストが前面に打ち出された書籍──いわゆる、文庫本と称される形態だ。

　大だい災さい禍か以前にはよく流通していたというが、現代の防衛都市でそれらを目にすることは極端に少ない。

「次席はまだ本を読んでいたのか……」

『うん』

「……爽やか冒険小説かなにか？」

『うん』

「……お気に入りのシーンでもあったか？　朗読してしまうぐらいに？」

『うん』

「……それはよかったな……」

『とてもよかった。挿絵がよかった。神。いわゆるゴッド。さぞや戦前に名を馳はせた傑けつ物ぶつのはず。二次元業界の最盛期をカントクしていたに違いない。ぞくぞくしてどきどきした。おもしろかった。本はいい』

　こっくりと、帽子のなかで満足げに顎あごを引く鷹たか匠じようである。

　基本的には感情のわかりにくい少女だが、テレパスを使用した言葉においては、彼女はきっとだれよりも正直だ。

　制服を自己流にアレンジする方向性は、上から下まで古式ゆかしい魔女を意識している。漆黒の外がい套とうが風をはらんで、たくましく揺れている。書物を抱きしめ、風の鳴き声を聴く魔法使いには、きっと違う世界が見えていたのだろう。

　いいことだ──とは、朱雀すざくは思わなかった。

　かわりに、幼子じみた趣しゆ味み嗜し好こうだ、と考えた。

「やれやれ……」

　ため息とともに、身体を脱力させる。梯子はしごを外されて、苛いら立だちが遠くに転げ落ちていったような想おもいである。

「読み終わらないのか」

『もうすぐ。あとちょっと』

「危ないから、ホームに立つときぐらいはやめろ」

『もういますぐ。あとほんのちょっと……』

「やめなさい」












　腕を伸ばして、強引にページを閉じさせる。むう、と鷹たか匠じようの唇があからさまにとがるのを見て、ため息をついた。

　大だい災さい禍かで多くの書籍が焼け落ち、あるいは忘れ去られた。かろうじて都市の図書館に保全された時代遅れの古書など、今の学生はだれも読まない（つぐみ系ジャンルを除く）。

　戦争とランキングが思想の根本にある世界において、情報の吸収効率が著しく悪い行為を、貴重な自由時間を削ってむざむざ選ぶ理由はどこにもないのだ。

　それでも、それゆえに、鷹匠は読書を好む。

『本はいい。違う世界がある。私たちの知らない世界』

「そういうものか。まあ、そうだろうな……」

　朱雀すざくは肩をすくめる。読書がそういうものかは知らないが、少なくともこの次席様は、そういう人間だ。

　わざわざ擦すり切れた古い外がい套とうを選んで羽織り、怪しげな使い魔をイメージした自作ワッペンで制服を装ってみせる。

　浮世離れした風ふう体ていに身を包んで、見知らぬ風を浴びるために。

『ここではない世界。いまではない世界。【世界】のない世界。本はいい。本当にいい。朱雀もすぐに読むべき』

「はいはい。気が向いたらな」

『……すぐに読むべき……』

　むう、むう、となおさら鷹匠は唇をとがらせる。ぷっくりと頰ほおがふくれて、突けばぱちんと弾けてしまいそうだ。

　幼い外見でありながら、中身もたまに幼い。人は見た目が十割とはこのことだ、と朱雀は苦笑した。




　寸分の狂いもなく、停止位置に都市間列車がその身を添わせた。

　ドアが開くと、早朝の陽光を反射した車体から、何名かの生徒たちが連れ立って降りてくる。

　歳はバラバラのようだ。朱雀と同年代に見える女生徒や、それよりずっと幼い少女が、仲なか睦むつまじく肩を寄せあっている。

「ねえねえ、ほたるちゃんは今度のお休み空いてる？」

「無論だ。ヒメのためならなんなりと」

「よかった！　なんとなんと、大人気千葉ブランドの新作！　しゅわしゅわ弾けてじゅわじゅわ気持ちよくなれるトロピカルパフェが発売されるんだって！　初回特典もすごいよ、日帰り温泉ペアチケット！　……週末まで、売り切れていなければいいなあ」

「ならば、善は急げだ。この会議の帰りに千葉に寄ろう」

「おー！　……あ、ううん、それはダメだよ。今日は公務で来ているんだよ？」

「もちろん違法ではない。公務にもいろいろあると古人は言った」

「でも……」

「まずはしっかりと厳しい第三者の目で精査してもらって、全力をあげて都市民のためにいい仕事をしていこう」

「でもでも！　友だちとパフェをつついておしゃべりするだけのことが公務になるなら、なんでもかんでも公務になっちゃうっていうか、こうむのほうそくがみだれるっていうか、あっ、ホームと電車の幅が広いよ気をつけて……こうむ、ホーム……？　はっ！　こうむとほーむって似てるね！　すごいすごい、大発見だよ！　ごーごーこうむ、ごーほーむ！　れっつごーおんせん！」

　やはり人は見た目が十割だ。外見年齢と知的レベルがよく比例した会話を小耳にはさんで、朱雀すざくは確信した。

　仲良しらしい彼女らが降りきるのを、ドアの脇に並んで待つ。

　おそらく、神奈川の生徒だろう。

【世界】を強化する兵装の製造を、一手に担う者たちだ。どんな知的レベルの会話をしていたとしても、その功績は崇あがめられるべきものである。一種の感謝の念をこめて、朱雀は自らの出力兵装端末を握りしめて会え釈しやくする。

　向こうからも返ってきた会釈に視線を和らげて、車両に乗りこむと、

『わあ──』

　背後では、鷹たか匠じようがまだホームにぼんやりと立ち止まっている。

「どうした？」

『今の。神奈川の首席。相変わらず。つよそう。つよい。すごい』

「神奈川の主席？　どこだ？」

　ほのかな畏い敬けいの念をはべらせる鷹匠につられて、朱雀はちらと振り返る。

　三都市きっての武闘派神奈川の首領といえば、身の毛もよだつ脳筋ゴリラ。指先ひとつでリンゴも地球も真っぷたつ、ともっぱらの評判だ。

　おそらく筋骨隆々、気き宇う壮そう大だい、まちがいなく尊敬に値する大豪傑であろう。能力重視の朱雀の視線に熱が入った。

　けれど見渡せど見渡せど、

「広いお風呂場でゆっくり足をのばそう！　あれ？　それで、なんの話だっけ？」

「……千葉デートから温泉にアライブする、という話だった。さあ──私たちの公務デートを始めよう」

　視界に映るは華きや奢しやな体型の少女ばかり。あいにく、猛獣珍獣によく似た偉い丈じよう夫ふを発見することはできなかった。

「いないな。うん。ぜったいにいない。見落としたようだ」

『もったいない。四天王もいたのに』

　朱雀すざくが首を振ると、鷹たか匠じようは耳慣れない単語をテレパスに載せた。

「四天王……とは……？」

　正気を疑うたぐる声音にも、真剣きわまりない顔つきでうなずきを返して、

『神奈川首席に付き従う四天王。それぞれ強力な【世界】を持つ、という。姫を導く者──【プリンセスロード】。音無き死神──【サイレント】。番犬──【アイギス】。などなど。一騎当千、いずれ劣らぬ強つわ者もの揃ぞろい。武闘派神奈川の矜きよう持じは高く忠義は篤あつく。並み居る敵を薙なぎ倒し。蠢うごめく陰謀奸かん計けい振り払い。剣けん山ざん刀とう樹じゆの屍しかばね越えて。三千世界の悪を断つ。いつか世界を救うために』

　帽子の下の瞳をきらきらと光らせ、『千里の魔女ストレンジボイス』は躍るように言葉を重ねていく。

　そのテレパスを、

「次席は本の読みすぎだ。そんな馬鹿げた都市があってたまるか」

　朱雀は一笑に付した。

『むう。……本当のことなのに……』

　鷹匠がやたらと不満げに瞳を細くする。もう限界までふくれきった頰ほおが、いよいよはじけ落ちるまえに、

「それよりも、だ。鷹匠は本当に電車に乗っていいのか？」

　本題を切り出した。

『……乗っていいのか。とはどういう意味？』

「俺は今日、工こう科かとして戦闘科との兵装調整に関する折せつ衝しようがあった。本来ならば、当然出席するところだったが──次席に呼び出されたから、同僚に頼んでここまで来た。理由はいずれわかる、と言うので、深くも聞かなかった。よほど大切な用事があるのだろうと判断したからだ。俺は次席を信頼している」

『……うん』

「だが、神奈川の主席がわざわざ東京に来たということは。本日、開かれるのだろう──中央会議が」

『……うん』

　鷹たか匠じようはわずかな所しよ作さでうなずいた。

　南関東に存在する三つの湾岸防衛都市は、それぞれ得意分野を持っている。

　千葉に大規模な食料プラントがあり、神奈川に出力兵装製造施設があるように。

　そして、中央会議場こそが、東京の特色だ。

　防衛都市はその人口比や設立の経緯からいって、生徒たちの自主性や裁量が非常に大きく認められている。戦果報告や対アンノウンに関わることこそ、管理官の駐在する埼玉──『南関東管理局』で行おこなうものの、その他の都市運営における大部分の議題が、中央会議場で扱われる。

　必然、三都市の幹部クラスは頻繁に東京を訪問する。そのことが、東京の生徒たちの自尊心にほのかに寄与していた。

　訪れるほうより、待つほうが偉い。いつの世も、そういう考えを持つ者は一定数現れる。あまりにくだらないことだけれど。

「その大事な大事な会議に、どうして出席しない？　鷹匠の立場はなんだ？」

「…………」

　東京次席は肩をすぼめて、すっと朱雀すざくの脇を通り抜けた。

　彼女が車両に乗りこむと同時に、ドアが閉まる。

　ゆっくりと動き出した都市間列車で、鷹匠は自らの口を開いた。

「東京はトップの力が強い。……あの人に任せておけばいい」

「理由になっていない。あいつが内政に向いているとは思わない」

　浜辺で相対した、ドレッドヘアの少年を思い出す。アンノウンとの戦闘にしか──純粋な強さにしか興味を持たないだろうことが、朱雀にはよくわかる。

　なにせ──自分とそっくりの顔つきをしていたのだ。

「……わたしは。もうすぐランキングが落ちるから。次席には相応ふさわしくないから」

「もっと理由になっていない。鷹匠が自らの理想や職分を投げ捨てる性格ではないことは、よく知っている」

　馬鹿馬鹿しい、と朱雀は腕組みした。世界の現実を突きつけ、懊おう悩のうの世界に引きずり落としてくれた張本人がなにを言うのか。

「そもそも、次席の天邪鬼あまのじやくな口はよく知っている。俺に今さら言葉で騙かたるなど、片腹痛い」

「……う……」

　言葉に詰まった様子の鷹匠は、あからさまに視線を逸そらした。

　流れていく景色を見るともなしに、ガラスに額を押しつけて、

『……会議よりも。大事なところに行かないといけないから……』

「だから、それはどこだと訊きいている」

『管理局。医療棟』

「医療棟──」

『──冬と燕え桃もも華かの見舞い』

　短いテレパスを、ぽつぽつと朱雀すざくの耳もとに残した。

「冬燕……」

　朱雀はオウム返しにつぶやいたきり、静寂の訪れを知る。

　その名は、二の句を継げなくさせるのに充分すぎるほどの力を持っていたのだ。




　ふたりはじっとドアの横に立ち、異なる高さの目線で同じ灰色の景色を眺め続ける。

　人類の不屈の精神。その象徴である防衛都市間列車は、放棄された旧都市の残ざん骸がいのあいだを駆け抜け、南関東管理局へと少しずつ近づいていく。

　ガラスに反射する車内の景色が、誇るべき都市間列車の色が、朱雀には妙にくすんでいるように見えた。





　　＊






　管理局への立ち入りは、防衛都市の出入りよりもはるかに厳格だ。

　おそらく、防衛施設関連の機密情報が集積されているせいだろう。勤務する大人の数も、南関東のなかでは際立って多い。

　首筋のコードでセンサーチェックして、大人の警備員による目視確認も受けて、医務官の管理する病棟へようやく入棟することができる。

　どこを向いても似たような白い壁と天井が交わる廊下を、鷹たか匠じようは一度も足を止めることなしに歩く。

「……ここ、か」

　やがて辿たどりついた扉に手をかけて、朱雀はいくらか常より深く息を吸う。

　目的の病室には、柔らかで清潔な香りが漂っていた。

「…………」

　ベッドに半身を起こして来客を迎えた冬燕は、一見、以前と遜色ないようだった。

　薄く色づいた唇も、滑らかな頰ほおも、どこもかしこも血色のよさがうかがえる。健康的に染められた髪はふたつに結ばれ、丁寧にボタンのかけられた着衣の隙間から、薄く色づいた鎖骨が覗のぞく。

　管理局の威信をかけて、入院した生徒は適切に治療されているのだろう。身をつつんでいるのが簡素な病院着だということを除けば、今すぐにでも朝の散歩に出かけられそうな雰囲気だ。

「…………」

　でも──言葉だけが、発されない。

　いつまで待っても、冬と燕えは朱雀すざくたちをおぼろげに見つめたまま、呪文をかけられた氷像のように微動だにしなかった。

「そういえば、冬燕は低血圧だったな。中等部の頃を思い出す」

「…………」

「一度、診てもらえばいい。なんて、入院している者に言うことでもないが」

「…………」

「なにせ、ウミネコが同じ軌道を飛び続けるようなものだからな。その心は、石にあたりやすいでしょう」

「…………」

「ああ、今のは石と医師をかけてだな。高度だったか」

　朱雀が朱雀なりに頭をひねって、朱雀としては朱雀ポイントの高い朱雀的冗談を口にしても、冬燕は頑がんとして無言を貫いていた。

「ふむ……困ったな」

「……いや。困ったのはこちら。私でも絶句した。反省してほしい」

　鷹たか匠じようがぶるりと寒気を覚えたように腕を擦こする。

「なんだと？」

「鵜う飼かいつぐみがいれば。二度と口を開くなスットコドッコイゴミヤロウとかなんとか。言ってくれたのに……」

「おい。本家よりもいくらか口が悪いのだが」

「それもこれも鵜飼つぐみのせい。役割の放棄は許されない」

「次席はつぐみをなんだと思っているんだ……」

「対朱雀壱いち弥や決戦自動処理機」

「聞かなければよかった」

　言いながら、朱雀はちらとベッドのほうを一いち瞥べつした。

　となりの鷹匠は小さく唇を嚙かむ。

「…………」

　道化めかして紡いだ見舞い客の会話に、病室の主はただ、ゆるやかな瞬まばたきだけを返す。

　拒絶されているわけではない、と思う。

　そうではなく、それ以前の問題で──外的刺激に対する反応が、著しく乏とぼしくなっているのだ。

　感情の乗らない透明な瞳で、冬と燕えはぼんやりとこちらを視界に収めている。それは朱雀すざくたちを見ているというよりも、大気に漂う小さな埃ほこりや綿を見つめているようだった。

　それはあるいは、微笑とも取れる。ここが見合いの場で、当人が良家の子女であったなら、百パーセントの回答だったろう。

　柔和で、穏やかで、従順ですらあり──そして、なにか大切なものが決定的に欠落してしまっている。

　冬燕桃もも華かという人間に、そんな表情を求めていたわけではなかった。

『ぐ、ぐ、ぐぎ、ぐぬぬぬ……！』

『うるさいうるさいうるさい！　だまれだまれだまれっ！』

『あんたはあんたの日々をあんたなりに過ごしなさいな』

　いつもの賑にぎやかな声が、いつかのつっけんどんな言い方が、鼓膜の内側にまざまざと蘇よみがえり、朱雀はわずかに目を伏せた。

　あの日。あの浜辺で。












　冬と燕え桃もも華かは──己の仲間であり強さの目安だった不器用な少女は、世界からこぼれおちてしまったのだ。

　心のどこかで、人類を愛するために捨てたはずの感情が、軋きしむのを知る。

「……それじゃあ、な」

「朱雀すざく。まだ来たばかりなのに」

「また来る」

　物言いたげな鷹たか匠じようの視線を避けるようにして、ベッドから離れた。

　病室の引き戸を開けると、わずかに風の流れが変わっていく。大気の埃ほこりたちはだれにも見つからないところに消えていく。

「──……」

　冬燕のやわらかな視線は最後まで変わらない。

　その唇が言葉を発することは、ついになかった。





　　＊






　病室の向かいに、談話スペースがあった。

　遅れて出てきた鷹匠が、手前のソファにちょこんと座る。ひどく疲れたような格好だったので、朱雀も彼女のとなりに腰かけた。

「次席はよく来るのか」

『よく来る』

「……いつも、こうか」

『いつも、そう。朱雀ならもしかしたらと。思ったけれど』

　鷹匠は淡々とうなずき、朱雀はため息をついた。

「それなら──」

　言うべきか否か迷い、迷うことを惰だ弱じやくと考え、朱雀は続ける。

「今日も来なければいけなかったのか？　中央会議をすっぽかしてまで」

　非難するように鷹匠がうつむいて、

『……医務官の回診があると聞いたから』

　短く応えたのと同時に、何名かの足音が聞こえた。




「烏からす丸ま黒くろ衣え──経過観察。周防すおう鴇とき子こ──戦闘科復帰許可。鷲わし尾お星ほし彦ひこ──同じく復帰許可」

　矢継ぎ早に名前と処置を指示する声は、少しずつこちらに近づいてくる。

　大人の声だ。廊下が折れていて姿は見えないが、何名かいる。

　無表情の鷹たか匠じようが緊張したように顔をあげ、しかし、その声と足音は談話スペースの手前、角を曲がるまえにぴたりと止まった。

「……そこの素体は、もうダメね。わざわざ診なくてもよいでしょう」

　冬と燕えのいる病室の番号をあげて、

「名前は、ええと……どうでもいいわね。固有名詞で管理するほどの存在ではないものね。内地送りということで」

　事務的に処置を告げる。

　瞬間、鷹匠が弾かれたように立ち上がった。

　後先考えない足取りで、廊下を蹴って角を曲がる。

「おいっ」

　朱雀すざくが後を追うと、そこには数名の大人たちと、彼らを統率するような格好で、白衣をまとった女性が立っている。

「──大おお國くに医務官」

　南関東管理局において、統括管理官のすぐ下のポジションにあり、医療分野を担当する者たちの長ちようである。

　眼鏡をかけた、目元の涼やかな大國医務官に対し、斜め下で立ち向かうは鷹匠。精一杯踵かかとを浮かせて、自分の身体を大きく見せようとしながら、

「『診なくてもよい』。診るまでもない。それは──それが。管理局の判断ですか。よい判断ですね。なるほど」

　早口で言葉をぶつけた。

「鷹匠──」

　とっさに隣に立つ朱雀にも、鷹匠は見向きもしない。平素はぼんやりとした瞳が、怒りに震えているのが横顔に見える。

「あら、困りましたね──」

　大國医務官は鷹匠を測るように眺めたあとで、

「私、そんなこと言ったかしら？」

　ふふ、とたおやかに笑った。

　問題を荒立てないことに、習慣的に長たけている笑い方だ。

「……言っていない。いません。大國医務官は診察もせずにそんなことを仰おつしやるような人ではありません。ぜったいに」

　対する鷹匠は努めて表情を動かさずに、

「だから冬と燕え桃もも華かは内地送りにはならない。そうですね」

　低い声で念を押した。

　内地送り──学生任期を満了せず、中途で防衛都市から飛ばされることの通称だ。

　正式に劣等生の烙らく印いんを押されたものが、内地でどのような扱いを受けるかは想像に難くない。それを忌避して廃はい墟きよに逃げこむ人もいるのだと、以前カナリアが口にしていた。

「そうねえ。もちろん、診察してみなければ判断できないけれど」

　大おお國くに医務官は細いフレームの奥の瞳を、どこか面白そうに細める。

　その態度はなにかに似ていると、朱雀すざくはぼんやり思った。

「診察した上で送られることもあるわね。一般論としては」

「彼女は戦闘科のエースでした。能力は保障されている。傷さえ癒いえればすぐに復帰できるはず。です」

「身体の傷はとっくに治っているはずよ。彼女、ええと……」

　わざとらしく、大國医務官はこめかみを押さえる。

　それが本当にわざとなのかどうか、朱雀には判断がつかない。

「……冬燕桃華」

「そうね、そう。冬燕さん」

　鷹たか匠じようの平へい坦たんな声に、ひとつうなずきを返して、

「ランキングデータでは上位個体の成績を叩たたき出していたから、こちらも彼女の将来にはとても期待していたのだけれど。もしかしたら、実戦では役に立っていなかったのかもしれないわね」

「なにを根拠に？」

「だって、復帰要望がこちらまで届いてこないのだもの」

　大國医務官は大げさに肩をすくめる。

　朱雀のとなりで、鷹匠がふいに身体を大きくさせるような錯覚があった。

「そんなでたらめを！　私がッ！」

　一際、深く息を吸いこんだのだ。珍しいほどの大声で言い募ろうとした東京次席の声は、しかし、

「そうね。そうだったわ。訂正しましょう。確かに陳ちん情じようを受け取っているわ。わずか一名からだけ、ね」

「え……」

「東京戦闘科の他のメンバーは、彼女をまったく必要としていないみたいよ？」

　すぐに打ち消された。




　大おお國くに医務官は事務的な微笑を湛たたえながら、横脇の大人に目配せした。

「たとえば神奈川からもこちらに入院してくる子はいるけれど。早期の復帰願いは、連日のように陳ちん情じようされているわ」

　端末操作によって、一枚の印字ペーパーを吐き出させる。データ管理されたリストだ。それを鷹たか匠じように手渡し、

「このとおり、ご覧なさいな。お見舞いだってひっきりなしみたいだし──そういった子と比較したら、どちらの内地送りが優先されるかは自明でしょう？」

「そんなこと……」

「それに。彼女自身にもう、戦闘意欲がなくなっているのではないかしら？　本当に彼女はまだ戦えるの？」

「……それは、でも」

「このまま危険な防衛都市に縛られるのと、安全な内地に送られるのと、どちらが彼女にとって幸せなのかしらね」

「──……」

　鷹匠はついに黙りこんだ。きつく嚙かみしめられた唇が、傍はた目めにも白くなっているのがわかる。

　大國医務官はそれを見届けて、また眼鏡の奥で楽しげに眼を眇すがめている。

　その態度がなにと似ているのか、朱雀すざくはようやく理解した。

　まるで、モルモットを見る実験者そのものなのだ。どんな反応をしようが、彼女にとっては、ある種のデータの蓄積でしかない。

「そろそろ他の回診に向かうわ。彼女──ええと？」

「……冬と燕え、桃もも華か」

「そうそう、そうだったわね。彼女は、次回まで経過観察にしておきましょう。よい変化が起きることを心の底から祈っているわ」

　大國医務官は静かに笑った。

　力をなくした鷹匠の肩を小さくたたくと、置き去りにするようにして、周囲の大人たちとともに歩いていく。




　彼女が完全に見えなくなったあとで、朱雀は深々と肺の空気を押し出した。

　無意識に息をとめていたのだろうか。らしくない、と肩をすくめる。

「帰ろう、次席。今ならまだ、会議に間に合うかもしれない」

　振り返っても、反応はなかった。

　医務官に渡されたペーパーを、鷹たか匠じようはぎゅうっと握りしめている。神奈川の生徒の名前ばかりが書かれたリストを、食い入るように読みこみながら、

『神奈川は確かに。何人も何回も見舞いしては要望を出している。とりわけ多いのは、神奈川首席。彼女たちは強い絆きずなで結ばれていると聞く。東京主席とは正反対で』

「次席？」

『ねえ。朱雀すざくは知っている？　本来、都市のトップは首席と書く。主の席ではなく。東京だけが慣例的に主席と呼んでいることを』

「……知らなかった。わかった。もういいだろう」

『他の都市とは違う。第一席というだけでなく、防衛都市を統率する力があるから、東京は主席と書くと、何代か前のトップが決めた。それを歴代のトップが継承している。でも、人ひとりも大事にしないで、世界を守ることができる？　自分の仲間も守れない主席に、なんの意味があるの？』

　無意味なテレパスだけを送り続けてくる。

　魔女の帽子がゆらゆらと揺れている。世界に似つかわしくない、酔狂な服装に身を包んで、鷹匠はいつまでもうつむき、唇を嚙かんでいる。

「…………」

　朱雀はかすかに顔をしかめた。

　この世界ではない世界を求めるのは、夢や希望を追いかけているからではない。

　まるで逆。深い絶望がそこにあるから、鷹匠は本を読むのだ。

　世界を救うはずの者が、世界と折り合いをつけられずに、違う世界を夢想する。

　まったく──救われない話だ。

「聞かせて、朱雀壱いち弥や。このまえの答えを」

　ぽつりと、弱い声が届く。

　鷹匠の素の声音だ。天邪鬼あまのじやくで、か細く、ひとりの少女らしく。

「あなたは。この世界をどう思う。この世界を──」

　どうしたい？

　鷹匠詩うたがずっと向き合っていた防衛都市の歪ゆがみ。そこに期待されている『正しい』回答のあり方を知りながら、朱雀は首を振る。

「……先に行く。俺には仕事がある。鷹匠次席と同じように。世界を憂うより先に、俺たちは与えられたタスクをこなすべきだ。違うか？」

「そう──そうね」

　弱い声の狭はざ間まに、失望したような吐息が混ざる。

「ありがとう。わざわざ。来てくれて」

「いや」

　短く応えて、朱雀すざくはゆっくりと歩き出した。
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　でも、残念ながら。

　すぐに帰るというわけにはいかなかった。

　病棟の階段を下りているときに、声が聞こえたのだ。

「我らが俊しゆん敏びんなる翼の都市の戦士たちよ！　君らの東京は今、危機に瀕している！」

　シュプレヒコールだ。まるで、数多あまたの敵に相対したどこかの都市幹部のような。

　湾岸防衛機構の首脳部にまで、アンノウンの魔の手が迫っているのか。

　……とは、朱雀は思わなかった。

「君らの背後に道はなく、君らが背を向けたとたんに、強くて怖い悪あく逆ぎやくどもが、あの、なんか、ひどいことをしてくる！　一歩たりともどっこいしょ！　なんともすごくて大変な戦だぞっ！」

　だいたいポンコツだったからだ。こんな呼びかけがあってたまるか。

　しかも聞いたことのある声だ。

「こんなところでなにをしている──カナリア」

　踊り場の窓から顔を出すと、下は中庭になっている。

「……ほえ？」

　木箱の上で、腰に腕を組んでいたカナリアが、きょとんとして頭上を見上げた。

　朱雀の顔を認めるや否や、ぱたぱたとしっぽのように手を振る。

「先生！　偶然です！」

　カナリアのまえには、数人の子どもたちが並んでいた。病棟に入院している児童だろう。手足が細く、お世辞にも体格が発達しているとは言えない。

「……カナお姉ちゃん」

「早く、続き、続き……」

　彼らにちょいちょいと袖口を引っ張られて、カナリアは木箱の上でよろめいた。

「あ、ごめんねごめん、ええと──さあ行くぞ！　えいえいおー！」

　朱雀と子ども、両者にぺこぺこ謝ったあとに、万ばん歳ざいして木箱から飛び降りる。すぐに手近な子どもを抱え上げて、

「ぶーん！　ぶーん！」

　飛行機のように宙で振り回し始めた。

　選ばれた子どもが歓声をあげて喜び、選ばれなかった子どもがもっと大きな歓声をあげて、次の順番をねだってカナリアにまとわりついている。

「飛ひ翔しよう能力の真ま似ね事か？」

　朱雀すざくは顔をしかめて、カナリアと子どもたちを見下ろした。

　金髪の頭頂部が、こくこくと上下に揺れる。

「そうなのです！　いくぞー、敵を倒すぞー！　どがーん！　ばごーん！　あっ」

「……あっ、ておまえ」

「がしゃーん！　うわー！　きゃー！　ぴーぽーぱーぽー！」

「墜落しているじゃないか……」

　地面に下ろされた子どもは、しかし両手をたたいて、案外うれしそうに転げまわった。青白かった顔が紅潮している。

　幼い者たちの心理はよくわからない、と思った。

「ふん……」

　朱雀は鼻を鳴らすと、窓から視線を切って階段を下りた。




　一階の扉から中庭に出たころには、そこはすでに、カナリアテーマパークと化している。

「待って、待って、順番だから！　待ってー！」

　何人もの子どもたちに群がられて、カナリアの身体はもう半分しか見えない。それでも大真面目な顔で、飽きずに子どもとのレクリエーションを繰り返している。

　同じ目線に立っているおかげで、子どもたちも愉しめるのかもしれない。これが小児病棟への慰問だとしたら、完璧な采配だと言えた──カナリアの本分を抜きにすれば。

「なあ、カナリア」

「待って！　ぶーんぶーん！　どがーんどがーん！　だから順番順番、引っ張らないで！　先生、なんでしょう!?」

「おまえ、今日は俺と兵装の折せつ衝しようをする予定だったのではないのか」

「え？　あっ!?　そうでした！　はわわ大変！　早くいっちゃんに連絡しないと！　いっちゃん、もう学校に行っちゃってるかも!?」

「……いっちゃんはやめろ。俺はここだ」

「ああ、よかった！　ごめんなさい先生、ちょっと遅れますっていっちゃんに伝えてもらえますか!?」

「なにを言っているんだ、おまえは……」

　朱雀すざくはこめかみを押さえた。頭の頭痛が痛くて頭痛がする。ここはとっくにカナリアワールド。まともに取り合っていたら、取りこまれてしまうに違いない。

「まあ、俺も同僚に頼んだから人のことは言えないが……おまえは腐っても戦闘科だ。戦士としての本分を忘れてこんなところにいたらダメだろう。ただでさえ頭がアレなのだから、日頃の態度で挽回していかないと」

「ですね！　……おや。アレ、とは……？」

　カナリアの頭の上に浮かんだ、すっからかんに軽そうなハテナマークを無視して、朱雀は中庭と廊下を隔てる扉を開けた。

「じゃあ、ほら」

「……へ？」

　促すと、ずいぶんと間の抜けた声が返ってくる。

　そればかりか、次の子どもを抱え上げては、まだ飛行機ごっこに邁まい進しんさせていた。

「なにをやっている。早く東京に戻れと言っている」

「え、でも、順番待ちの子たちが……」

「まだ付き合うつもりなのか!?」

　最初に持ち上げられた子どもも、まだまだ物足りない様子でカナリアのまえに並んでいる。全員が満足するまで待っていたら、日が暮れてしまうに違いなかった。

「わたしが声をかけて始めたことなので、途中でやめるのは……」

　ぷるぷる震える腕で子どもを頭の上に持ち上げながら、カナリアは困ったように眉を八の字にする。

「それに、わたし。あんまり病棟にはいい思い出がなくて。この子たちのこと、他人だとは思えないんです」

「それは個人の心情であり、全体の利益には無関係のことだ。我々の仕事と彼らの相手、どっちが大事だと思っている？」

「そんなの、選べません……」

　カナリアは眉を下げたまま、笑った。

「愛するみんなに笑ってもらうことも、立派な仕事ですよ」

「おまえはまたそうやって、くだらない感情論を──」

　朱雀の語気が強まった瞬間、

「えぐ……うぐっ」

　子どものひとりが小さくしゃくりあげてしまった。

　別段喧嘩をしているわけでもないのに、無意味な不安を感じてしまったのだろう。だから子どもは嫌いだ。論理とは程遠く、くだらない感情の生き物。

　顔をしかめる朱雀すざくをよそに、

「大丈夫、大丈夫だよ。なんにも怖くないよ」

　カナリアは場違いなほどにのんびりとした態度で、腰をかがめた。

　目線を同じ高さに合わせると、その子どもの頰ほおを両手ではさむ。

「──わたしを見て。困ったときは笑顔、だよ！」

　刹那。

　朱雀の胸に、どこかの風景が蘇よみがえる。

　燃え盛る街。響く怒号。泣きはらす子ども。そして──差し伸べられる、彼女の掌てのひら。

　朱雀はまた、心のなかに漂う白い霧を幻視する。

　誤ご謬びゆうのない理念の世界を惑わす霧だ。完璧な現実においては意味のない空想だ。

　頭ではそうわかっているのに、未いまだに振り払うことができない。

「……くそ……」

　朱雀はとっさに視線を逸そらした。

　振り返った病棟には人ひと気けがなく、無機質な壁と廊下が続くばかりだ。きっとこの階上には事務的な医務官たちの職場と、物言わぬ冬と燕えの病室があって、異世界を望む鷹たか匠じようも未だに孤独に佇たたずんでいるのだろう。

　中庭のほうからは再び、カナリアたちの陽気な喧けん騒そうが広がっている。他人を無条件に愛することのできる女と、守られて育つ子どもたち。

　自分はただ、その中間に、扉を押さえて立っている。

　まるで、突きつけられた選択肢のように。

　己が人生の分かれ道に立たされているような錯覚に陥って、

「馬鹿馬鹿しい……」

　朱雀は首を振った。

　現実を心象風景に当てはめるなど、およそ論理的な人間のするべきことではない。俺は断じてそのような陥かん穽せいに嵌はまらない。

　……そう言い聞かせなければ、何度も首を振らなければ、いつまでもその場に立ちつくしそうだったのだ。




　眩暈めまいを覚えていたのは一瞬だったか、それとも一分だったか。

「俺は、先に、戻る」

　一音一音、絞り出すようにしながら、朱雀すざくはそろそろと後ずさった。

「え！　せっかくだから、いっちゃんも、飛行機つくるのを手伝ってくれたり──」

「しない。俺は用事ができた。おまえも早くに帰るがいい」

　振動する通信端末を片手に掲げてみせて、朱雀はカナリアの返事を待たずに、病棟のなかに戻った。

「くそ。くそったれ──」

　病院の白い壁をにらみながら、子どもじみた悪態をつく。肺はい腑ふの底の空気が押し出されるような、重苦しい溜ため息いきが知らずこぼれる。

　でも──用事ができた。その言葉自体に噓うそはなかった。

　先ほど届いたメッセージの送り主は、朱雀とよく似たドレッドヘアの少年。

　東京都市主席その人だったのだ。
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「鷹たか匠じよう次席にも困ったもんだな。いきなりいなくっちまったから、戦闘科の連中の時間を潰すことになった」

　ドレッドヘアの少年は、大して困ってもいなそうに頰ほお杖づえをついた。

　防衛都市東京の、地理的にも意義的にも中核を占める中央会議場。

　そこにはまだ、会議の余よ韻いんが残っている。後片付けをする東京戦闘科の面々と、テーブルに並べられた各種端末とを放り出して、東京主席は肘掛つきの椅子にだらけた体勢で腰かけている。

「……文句を言うために、わざわざ俺を呼んだのか？」

　朱雀は主席の前で腕組みした。

「だとしたら、お門違いだ。鷹匠次席に直接言え」

「俺はお前と仲良くしたいんだよ。あんまり他人っていう気もしないしさ」

　ドレッドヘアの少年はニカッと笑った。人懐こい笑みだ。

「まあ、次席のこともわかる。会議なんて、ランキングトップの連中が雁がん首くびそろえてやることでもない──俺たちにはもっとやらなければいけないことがある。俺は主席になってから、何度も中央会議の廃止を提言しているんだ」

「……中央会議は、東京のアイデンティティではないのか」

「ははっ。関係ねえよ、そんなもの。どいつもこいつも、戦闘以外のくだらない雑務に気を取られすぎなんだよ。俺たちのやるべきことは敵と戦い、倒し、滅ぼす。それだけだ。それが一番シンプルで一番早い」

　彼の声はいつもはきはきとしている。己の正しさを確信するものだけが発することのできる、強い語調だ。

「そのためには、戦力がいる。もっともっと、戦力がいる。能力があるものを、くだらない縛りで拾い上げないのはバカバカしい。そうだろ？」

　真意を探るように佇たたずむ朱雀すざくを、ドレッドヘアの少年はまっすぐに見つめた。

「朱雀壱いち弥や。俺がおまえを呼んだのは、そういうわけだ。戦闘科に来てくれないか？」

「……だが、ルールでは」

「東京戦闘科には、空を飛ぶ【世界】が必須──こんなのはただの慣習、とびきり不合理な慣習だ。意味なんかありえない。不合理極まりない理屈は、直ちに撤廃する」

「他の連中が納得するとは思わないが」

　朱雀はちらと視線を後ろに送った。いつしか事務処理を終えた東京科の面々が、背後に居並んでいる。

　彼らはだれも発言する様子はない。取り立てて、抗議の意思を露骨に表している者もいなかった。

「俺は主席だ。俺が決めたらそれがルールだ。面倒な役目をやっているんだから、これぐらいの役得はあってもいいだろ？」

　ドレッドヘアの少年は、またニカっと笑った。

　浜辺を照らす太陽のように、とても気持ちのよい笑顔だ。

　曇りひとつなく──あるいは、曇りを強制的に打ち消すような。

「……おまえは平等だ。一切の躊ちゆう躇ちよなく、平等だ」

　朱雀はゆっくりと、言葉を選ぶようにして言う。

「俺を戦闘科に入れて、しばらく観察して。そうして失敗と判断したら、即座に切り捨てるんだろう？　冬と燕えのように──あるいは、おまえの弟のように」

　廃はい墟きよで自嘲していた少年は、嘴はし広びろコウスケと呼ばれていた。

　そして、朱雀の目の前にいる彼の苗みよう字じも同じく。

「そうだな、嘴広？」

「おいおい、どうしてそんなことを聞く？」

　東京都市主席──コウスケの実兄は、きょとんとして首を傾げた。

「優良なる者が劣悪なる者を淘とう汰たするのは当たり前のことだ。一度滅びかけた世界で、未いまだ襲われ続ける都市で、俺たちは最短で最良を目指すべきではないのか」

「……劣悪なる者のなかには、失敗者も、落らく伍ご者しやも──それから病気の子どもも。おまえの理屈では、すべてがカウントされるんだろうな」

「当然だ。戦えない、弱い者を守っても、利益などないだろう。今さら言わせるなよ。おまえも、それは重々わかっていることだと思っていたんだがな」

「……さあな」

　朱雀すざくは首を縦にも横にも動かさなかった。

　有能な世界が、無能な世界を淘とう汰たする。

　たかが意志で世界は覆らない。【世界】の強さが世界を決める。

　当たり前の論理だ。戦えない者、道をあきらめた者、努力を拒否する者は立ち去るべし。ここは人類の栄光と矜きよう持じの最前線、三都市筆頭東京戦闘科。

　──だが。

『朱雀。あなたは、どう思う？　世界の歪ゆがみを、どう思う？』

　いつかのテレパスとともに、瞼まぶたの裏に、左右に分かたれたふたつの道が幻視される。

　浜辺で泣いていた冬と燕えと、燃え盛る街で泣いていた幼い自分とに、いったいどれだけの差異があると言うのか。

　なぜ彼女は救われず、自分は救われたのか。

　冬燕と朱雀は、なにが違ったのだろうか。

「……──」

　朱雀の目の前に白い霧が広がっていく。朱雀にだけ見える、ようやく直視できるようになった世界の矛盾が、目の前にある。

「守られるべき者も守らない世界に、なんの意味があるんだろうな──」

　朱雀は拳こぶしを小さく握り、

「──俺たちは、なんだ？　おまえは、なんのために戦う？」

「……質問自体の意味がわからないな。遊びじゃあるまいし、情緒ではなく論理で語れ。感情を排斥し、分析を蓄積し、損益を数値化しろ。弱い者を守れば、敵の前線が下がるのか？　弱い者を生かして、戦闘の効率が上がるのか？　違うよな──」

　嘴はし広びろは両手を広げた。

「──人間とは、なんだ？　俺たちは、なんのために生きている？」

　そうして、ふたりはじっと向かい合う。

　周囲を取り囲む、無む貌ぼうの戦闘科のメンバーたちは、一様に声を発さない。

　そこに固有の意思はない。種族間の生存を争う世界で、全体より優先される個人がいてはならない。

「俺は──」

　朱雀すざくには彼らの思想がよくわかる。

　彼らと同じように、個別の人間に差し向けるべき感情を認めないことで、今日まで彼は生きてきた。

　けれど、それでも──。

　白い霧のなか、いつかの幼い天使の手に誘われるようにして、ひとつ息を吸いこむ。

　鏡に映った自分とよく似た嘴はし広びろをにらんで、

「戦闘科への招しよう聘へい、ありがたく受じゆ諾だくする」

「お、そうか──」

「──だが。俺はおまえとは違うやり方で、敵と戦う」

　今この瞬間だけ、自らのくだらない想おもいに身を委ゆだねて、

「おまえたちが無価値だと断じたものを拾い上げて、おまえたちが切り捨てた者とともにおまえたちの目の前に現れて、そして──」

「そして？」

「おまえよりも、強くなる」

　挑むように言った。

　都市主席は、まっすぐに見返した。

「朱雀壱いち弥や。これが、おまえの回答か。本当にそれが正しいと思うのか？」

　いつも違う世界を夢見るばかりで、頼るものの乏とぼしい次席のために。

　かつて競い合った同級生であり、同じ場所を目指した仲と間えのために。

　いつか救われた自分と、これから救われるべき子どもたちのために。

　理由はいくつでもつけられたし、そのどれも理由にしたくなかった。

　ただ、

「なにがおかしいとか、どれが合っているとか、そんな確信などあるものか。論理ではなく意志で、俺はおまえの反対側にありたい」

「……そうかい」

　さして興味がなさそうに、都市主席は肩をすくめる。

「まあ、本当に強けりゃなんでもいいよ。俺が上になろうがおまえが上になろうが、別にどっちでもいい。結果として人類が勝てばいい。他にはなにもいらない」

　彼はずっとそうだ。彼の正義はただ、強さのみにある。




　ふたりは見つめ合ったまま、たがいの瞳のなかにたがいを認めた。






Ｂ─２　がんばります！






　ライバルっていいものですよね！

　人は他者との関わりのなかで生きるイキモノです。一撃必殺のワンパンマンならいざ知らず、普通の人間は、だれかとぶつかることでのみ強くなれます。

　仲間でも好敵手でも恋する女の子でも、だれでも構いません。ただ、行く手に目標があればいいのです。

　挑戦する相手がいるだけで、人は成長のメロディを奏かなで続けることができるでしょう。たとえ負けてもそこが始まり。悔しくて悔しくて、どうしようもなくジタバタして、夜の街を駆けずり回って、橋の欄らん干かんを必死に握りしめて、泣きながら大きな声で叫ぶのです。強くなりたい強くなりたい強くなりたい！　わたしのほうがもっと強くなりたーいっ！　響けユーフォニウム！

　……いやべつに響く必要はまったくありませんけど。

　ともかく抜き合い差し合い切せつ磋さ琢たく磨まして、やがて想像もできなかった高みに手が届く。強敵、努力、勝利！　青春三原則はいつの世も変わりません。

　わたしにもそういう存在がいたらなあ──なんてちょっぴり思いますが、ないものねだりをしてはいけません。我慢も空想も得意なカナリアです。

　わたしはわたしをライバルにすることに決めました。




　結局、宇う多た良らカナリアはスクラップにはなりませんでした。

　十数年前、コールドスリープ機器が不慮の事故で破壊され、『夢見の季節』から中途半端に目覚めてしまったときのことです。

　わたしは、すんでのところで廃棄を免まぬがれました。表向き、回収不可ということで処理されましたけれども、違う都市まで移送することで別の素体という扱いにしていただいて、再冬眠をかけられることになったのです。

　わたしのような無能な者にも、救いの手を差し伸べてくださった統括管理官さんには、本当に感謝しています。

　ただ、結論から言えば。

　医務官さんの判断のほうが、この世界においては正解だったのでしょう。

　宇多良カナリアの【世界】は非力なままでした。

　普通より長く『夢』を見ようとしても、年下だった男の子と同い年になるぐらい眠っても、まるで成長できなかったのです。

　だれもが見るはずの夢はおぼろげで、なにも思い出せません。再現できるものは皆無で、わたしの中身は永遠に空っぽです。

　ゆえに【世界】も柔にゆう弱じやくで、できることは中途半端な能力活性化だけ。それもちょっとがんばろうとするだけで、すぐに血の塊がぴゅうぴゅう出ちゃいます。空を飛ぶことはもちろん、戦うことにも向いていません。

　みんなと比べて無意味なわたし。この世界に役立たない、孤立した世界。

　それがわたし個人の世界です。

　でも。

　でも、ですよ！　ここからが大事なところなのですが！

　そんなことは、まるで関係ないのです！

　わたしはわたしがライバルなのですから。

　わたしがわたしのためにわたしより強くなるだけでいいのです！




　わたしはがんばりました。

　がんばってがんばってがんばってがんばり続けました。今日も一日がんばるぞい！　わたしが独自に発明した合言葉を唱えながら、寝ても起きても疲れても転んでも倒れても汚れても吐いても砕けてもがんばってがんばってがんばってがんばってがんばって──

　するとどうでしょう。

　廃棄寸前だったわたしは、こんなに大きくなることができました。

　無事に高等部まで進学しましたし、戦闘科に潜もぐりこむこともできました。おまけになんと、昔出会った男の子、朱雀すざくいっちゃんと出会うことまでできたのです。

　すべてはがんばり教のおかげです。皆さんもぜひぜひがんばってください！　がんばればなんでもできます！　なんでもはできない？　いえ、それはがんばりが足りないからです。もっとがんばりましょう！　がんばってがんばってがんばるだけでいいのです！

　いっちゃんはわたしに最初気づいてくれませんでしたが、それもわたしのがんばりが足りなかったからです。

　鉄棒の下でがんばってジャンプしていたら、手取り足取りたっぷりと指導してくれて、汗とかいろんな液体を流すことになりました。

　そのうちに、いっちゃんはわたしのことを記憶のうちから呼び覚ましてくれました。『思い出そのままだ』とも言ってくれたのです。あのころのわたしを覚えてくれている人は、もう、この世界にいっちゃんだけでしょう。

　だからわたしはいっちゃんが好きです。大好きです。




　わたしはますますがんばります。今日も明日も明後日もがんばっています。

　情熱、勇気、根性！

　ジャンプ、ジャンプですよジャンプ！　マガジンサンデーそれからジャンプ！　ヒーロー三原則を胸に、わたしはいつでもどこでもぴょんぴょん飛び跳ねます。

　疲れたときは笑顔です。わたしとわたしは仲良く手をつないで、愛と夢と希望を信じて光の未来にレッツゴー！

　わたしは世界のすべてを愛して、世界とともに戦い続けます。世界のためならなんでもします。どんなことでも大丈夫です。

　わたしを倒すことができたらわたしの勝ち。わたしが倒れてしまったらわたしの勝ち。どっちに転んでもわたしの勝ちは揺るぎません。これは無敵の法則です！

　がんばってがんばってがんばってがんばってがんばってがんばってとことんがんばって、わたしは今日もわたしとどこまでもがんばります！







　──だから。

　立ち止まって考えてみると。

　世界がどうなろうとも、わたしはわたしとわたしのなかでがんばるだけなので。

　いっちゃんがいてもいなくても、本当はどちらでもよくて。




　わたしの世界には、必ひつ定じよう、だれも必要ないのですよね。






Ａ─３　努力、あるいは英雄






　夕暮れのなかで、都市外の放棄区域を駆ける一団があった。

「必ず六人小隊単位で対処しろ！　周囲と足並みそろえて、能力の重ねがけを常に心がけるように！」

　先頭で号令するのは、固有の兵装を顕けん現げんさせた朱雀すざく壱いち弥やだ。

　茨いばらのように絡みつく黄金のガントレットを左腕と右手の甲に纏まとい、戦闘科に支給される備品を装着して、斥せき力りよくを圧縮した黒球を次から次へと飛ばす。

「ひいっ、ひっ、ひ──」

　斥せき力りよく球きゆうの目標になった数名が、ほとんど恐慌状態で悲鳴をあげた。

　だれもかれもが必死に慣れない杖つえを握りしめ、横脇の仲間と肩を並べる。ある者は不可視のシールドを展開し、ある者は命気オーラで赤土をめくりあげて防壁とし、ある者は傷を癒いやす風を生み出し──よってたかって、仮想アンノウンの攻撃に対処する。

「個々の能力の欠如は、ある意味で強みだ。弱者であることを自覚した者は、むやみに独断専行しない！　そうだろう？　己の力を信じられないなら、信じないままでいい。そのかわり、隣人の協力を信じろ。力は数で、数は力だ。質を量で塗り替えろ！」

　西日の紅あかと、瓦が礫れきの灰が混ざり合い、世界の終末を暗あん喩ゆする景色に、朱雀のはつらつとした大声が響き渡る。

「う、うう……むり、無理だよう……」

　へっぴり腰の鶉うずら野のは、早くも涙目だ。前まえ屈かがみになって、内うち腿ももを何度もすり合わせ、すがるように杖を必死に掲げながら、

「また出ちゃう、出ちゃう、なんで、なんで……」

　なにかを堪こらえるように、ぶるぶると全身を弱気に震わせる。

　そのとなりで、

「もう限界つーかいやマジ限界っつーか、カナちゃんさん、あいつなんなんすか、こんなことしたって意味なんかねえっすよ、本当……」

　汗だくで膝をつくコウスケがぼやく。

　廃はい墟きよで暮らす落らく伍ご者しやたちは、久方ぶりの戦闘訓練に駆り出されているのだ。

「意味はあるよ！」

　なぜか彼らに混じって両手を振り上げるカナリアは、

「強敵、情熱、勇気、努力、根性！　勝利の三原則！　がんばれがんばれ、ファイトファイト、えいえいおー！」

　ぴょんぴょこジャンプしながら、嬉うれしそうに歌を唄うたった。それでようやく、鶉うずら野のやコウスケが再び、空を見上げられるようになる。

「……要素が三つを超えても三原則と言うのかなあ……」

　鵜う飼かいつぐみが小さな声でつぶやいてから、

「兵装に違和感があったら、どんな小さなことでも教えてね。いくらでもカスタマイズするし！」

　戦闘のなかで煌きらめく兵装に眼を凝らした。物質の未来可能性を視る【世界】によって、付け焼刃ながら兵装を用意したのは彼女だ。命気オーラを増幅させる兵装の助けによって、彼らはようやく戦場に立つ資格を持つ。

『──後方班。何名か交代が遅れている。連携が崩れつつある』

　杖つえ状の出力兵装に横向きに腰かけ、鷹たか匠じようが縦横無尽に宙を飛ぶ。

　戦闘風景を文字どおりに鳥ちよう瞰かんして、いよいよ全体の限界が近づいたと彼女が判断・連絡したときに、

「十分間、休憩！」

　朱雀すざくが大声をあげる手はずになっている。

　ほとんど同時に、廃はい墟きよの住民たちは糸が切れたように大地にくずおれた。

「もう一歩も動けないわ！　マジ朱雀さんアレだわ宗教だわ！　水ほしいっす水！」

「あっ、あ、あっ、出ちゃ……んっ──」

「おろ？　急に水が降ってきて……？」

「……ふやあああああ……」

　数名が折り重なって、そのまま動けなくなるぐらいだ。彼らなりに全力をつくしてはいるのだ、と朱雀は前向きに評価する。

【世界】はもちろん、身体能力も気力もなにからなにまで、あらゆるところが未熟だったけれど、ともかく。





　　＊






　朱雀の最近の一日は、廃墟に始まり廃墟に終わる。

　探索調査という名目であれば、都市との出入りも容易だ。戦闘科に編入した立場を利用して、朱雀は連日落らく伍ご者しやたちのもとに通い詰め、頼まれもしないのに、戦術訓練を施していた。

　深まる夕暮れのなかで、各々が好き好きに瓦が礫れきに腰を落ち着ける、休憩時間中。

「……あの……」

「なんだ？」

「こ、こんなこと聞くのは、失礼かもしれないですけど……」

　コンクリートの残ざん骸がいに片膝をつく朱雀すざくに、鶉うずら野のがおずおずと近づいてくる。

　バスタオルを首や体に巻きつけ、運動用の新しいパンツに着替えた脚をもじもじとすり合わせて、

「なんで、私たちのために、ここまでしてくれるんですか。……私たちは、なにもできないのに。私たちの訓練は、無意味なのに」

　鶉野の後ろには、同じような年頃の少女たちが何人かいる。同様の疑問を持っているのだろう、他にも数名、朱雀たちのやり取りに耳をそばだてる落らく伍ご者しやたちが視界に入った。

「理由が知りたいのか」

「……はい」

「そんなもの、俺が知ったことか」

「ええー……」

　短く言い切った朱雀に、鶉野は眉をへろへろと下げて笑った。

　ふん、と朱雀は鼻を鳴らす。

「理由などない。正義とか道理とか、くだらないお題目を唱えるつもりもない。理屈はなにも関係ない。俺が自由意志で決めた。だれをも救うのだと」

　浜辺の光景を、病室の冬と燕えを、目の前で再現させないために。

　鏡合わせの自分の、反対側にあるために。

　優秀なる者が劣悪なる者を救う。それは人類の──いや、俺の義務だ、と思う。

「そして、強くなるのはおまえたちの権利だ」

　朱雀は断言する。

「おまえらに不足しているのは、物資ではない。意志だ。自らの意志こそが境遇を変え、世界を変える」

「……そうかな……」

　鶉野は困ったように視線を逸そらした。

　それを無理に追いかけて、

「意志を強く持て。理想を高く掲げろ。努力して努力して──このねじまがった世界に、己が価値を示すがいい」

「……そんなこと、できるかな」

「できるできないではない。やるんだ」

　朱雀すざくは鶉うずら野のの顔を覗のぞきこむようにして言った。

「……でも──」

「俺はいくらでも待つ。待って、他者を信じることを覚える。それは俺の訓練でもある。だからおまえたちが気にする必要は、なにひとつない」

「……は、はい……」

　鶉野は曖昧な首の動きで応えて、なおも視線を逸そらすことに注力する。頑かたくななまでに、視線が合うことはなかった。




「──ふーん？」

　地べたに体育座りしていたつぐみが、かわりに、なんだかやたらと不服そうに身体を揺らしている。

「……朱雀さん、変なところで面倒見がいいんだなあ」

　ぽつりと、独り言のようにつぶやいて、

「ちょっと、変わった。……ううん、昔に戻ったっていうのかな。どっちだろ。わかんないや。戦うところが、似合ってるのかな」

「なにをぶつぶつと言っている？」

「……なんでもないよ」

　どこか遠いところを見つめるようにして、言葉を濁すばかりのつぐみである。

　朱雀は不愉快げに眉を持ち上げた。

「俺はそのような曖昧かつ無意味な言語コミュニケーションを好まない。知性ある文明人として、物事をはっきりと語れ」

「なんでもないってば」

「『変わった』あるいは『昔に戻った』。すなわち、俺の現在と過去が定性的に比較されているということだな」

「……あの、朱雀さん？　もういいって」

「これが肯定的なものか否定的なものかは俺の知る由よしもないが、それでもわかることは、鵜う飼かいつぐみ。おまえは俺の在り方について独自見解を有するほどに、過去現在あるいは未来と継続的に俺のことを見つめ続けているという──」

「だからもういいいいい！　もういいいいのおおおおお！」

「なんだ、どうした？　ある種の執着ともカテゴライズできる、おまえの熱心な観察力を俺は本心から称たたえて」

「ころすううううう！　ちがう、ころせえええええ！」

　頭を抱えたつぐみが、フライパンの上のダンゴムシみたいにのたうちまわる。

　朱雀すざくは仕方なしに議論を打ち切った。鵜う飼かいつぐみ特有の、いつもの唐突な発作だ。あとでもう一度、とことん追及しようと思う。

　そのとなりでは、鷹たか匠じようが宙に浮かせた自分の杖つえにちょこんと腰かけている。お気に入りの漆黒のローブのなかに身を詰めこんで、

「さっきの訓練。よく連携が取れていた。私たちもなれるかもしれない。四人が四人──まるであの防衛都市の四天王のように」

「『私たち』に俺も入っているのか……？」

「あちらの四天王はだれもかれもが品行方正公明正大、信義と友ゆう誼ぎに篤あついと聞く。理想都市神奈川。私たちもそういう関係を目指す」

「お、おお……」

「みんなで仲良く並び立って。だれも蹴落とされることのない、優しい都市をつくって。そうしていつか世界を救うために──」

　例によって夢想する瞳を、宙に飛ばしている。

「本当に、次席は架空の物語が好きだな……」

　幼い子どもの空想をあえて壊すほど、残酷にはなれなかった。朱雀なりに温かい心でもって放置していたら、

「善は急げ。神奈川四天王に負けないなにかをつけないといけない。私はあるから大丈夫。千里の魔女──【ストレンジボイス】。かっこいい。とてもかっこいい。だから早速。ほかの人にもつけないと」

「は？」

『がむしゃらなるもの──【ワーキングドッグ】』

　夢見る鷹匠は、むふむふと腕組みしていた。

「なんだその珍妙な名前は……」

「カナリアの異名。わたしが今つけた。ヒーローにはそういう呼び名があるべき。本で読んだ。空を飛ぶカナリアの語源はカナリア諸島。カナリア諸島の意味はラテン語で犬の島。つまりカナリアは犬」

　言うが早いか、

「あ、今わたしのことを呼びましたか！　なんでしょう!?」

　呼ばれず飛び出てじゃんじゃかじゃん。すかさず金髪のたぷりこ娘が駆け寄ってくる。へっへっへ、と息を荒らげて、両手を上下にぶんぶか揺らしている。

「……まったく呼んでいない。帰れ」

「いえいえ、でもでも、とはいえとはいえ!?」

「ハウス」

「あっ、はい……」

　すごすごと戻っていくカナリアの後ろ姿には、確かに垂れ落ちた尻尾が見えそうで、朱雀すざくは幾度か己の眼を擦こすった。

「ワーキングドッグ。うん。これはいい。今度からこう呼ぼう」

「やめろ」

「朱雀にも名前をつけてあげる。特別な名前。とてもかっこいい名前」

「だからやめろ」

「斥せき力りよく球きゆう。それだけではなく。大地の軛くびきから逃れたことをアピール。とすると。ええと」

「いいからやめろ」

『空駆ける者──【フリーグラビティ】』

「頼むからやめてください」

　思わず膝を折って懇こん願がんすると、鷹たか匠じようは不服そうに首を傾げた。

「ヒーローになれるのに。なにが不満」

「すべてだ。そういう無意味な愛称蔑べつ称しようの儀式は、旧時代の文庫本のなかの世界だけで勘弁してくれ……」

「朱雀はもっと本を読むべき。必ず気に入るようになる」

　鷹匠はますます不満を強めるように頰ほおをふくらませる。口で言っているから冗談の類たぐいだと信じたいものの、一いち抹まつの不満を覚える朱雀である。

「どうして俺の周りには、おかしな性質の人間が多いのか……」

　やれやれ、とため息をつく。まともなのは俺だけだ。周囲に毒されないためにも、意識を高く保たなければならない。

　……あいにく、つぐみはダンゴムシ状態を継続中だった。朱雀の誤った決意に突っこんでやれるものはだれもいない。

　自分が責任感のあるリーダーになったような気分で、朱雀は周囲を睥へい睨げいした。

　転がるつぐみ、夢見る鷹匠、空回るカナリア。

　視界に映るのは、朱雀にとっては、妙ちきりんなメンバーばかりだったけれど。

「……ヒーロー、か」

　まあでも、その意志と目標だけは。

　悪くないな、と思った。




　ふと横を向くと、鶉うずら野のが上目遣いにこちらを見つめていることに気がついた。

「……なんだ？」

「あ……」

　大きくなった瞳に、朱雀すざくたちがぼうっと映っている。まともに視線が合いそうになって、鶉野は大慌てでうつむいた。

「いえ、朱雀さんは……えっと。その」

「だから、なんだ？　物事ははっきりと言え」

「う、うう……朱雀さん──じゃ、じゃなくて。皆さん、優しい、んですね」

　細い顎あごがはにかむように揺れる。その傍かたわらで、編みこんだ髪もまた、こそばゆそうに小刻みに揺れだした。

「知らん。それに俺に限っては、優しさなどでは断じてない。ただ、人類すべてを愛しているだけだ」

「……すごいですね……」

　灰色の地面を努めて見下ろすようにしながら、鶉野は手首に見え隠れするブレスレットを人差し指でつまむ。

　細い紐状のそれをいじいじと弄び、指先でころころと転がし、

「朱雀さんは、本当に、すごい。私たちとは、違います……」

　遠く物思いに耽ふけるような口ぶりで言った。

　子どもの手遊びのようなその仕種しぐさに、深い意味はないだろう。あんまり擦こすりすぎたのか、彼女の肌はほのかに上気したような朱をはべらせる。

「違わない。我々は等しく人類だ。世界の強さに違いがあるだけで、仲間であることはなにも変わらない」

「……そうですか、そうかなあ」

「そうだ。俺を見て、俺を聞き、俺を信じろ。俺たちは同じものだ」

「……もう、本当にすごい人だなあ……」

　小柄な背をさらに縮こまらせ、ブレスレットをだれかの代わりのようにぎゅっと抱きしめる。

　もう一度、朱雀を弱い瞳で見上げて、ゆっくりとうつむき、

「でも朱雀さんは、なんとなく、昔のお兄ちゃんに似ている気がします……」

「は？　どういう意味だ。良いことか、悪いことか」

「い、いえ、どっちでもないんですけど……」

　自分で自分の言葉にうなずくように、華きや奢しやな肩をかすかに揺らしている。

　あるいは、小さく笑っているのだろうか。どういう理屈で笑われているのか、まるでわからなかったけれど。

「……ふん」

　知ったことではない──と朱雀すざくは思う。鶉うずら野のがこちらのことをどんなふうに想おもっていようが、どれほどの好悪を抱いていようが、それは鶉野自身の問題だ。そんな感情は所詮、ささいなことだ。

　それよりも、今は──

「訓練くんれん！　はっ！　やあ！　とおお！」

　皆が休んでいるなか、遠くのほうでぴょんぴょん飛び跳ねている金髪わんわんが視界に入った。飽きもせず、自主的鍛錬によく似たなにかにバク進しているのだ。

　ため息をついて、朱雀は立ち上がる。

「休憩終わり！　訓練再開！」

「はい先生！　えいえいおー、がんばろー！」

「総員、やるべきことをやれ！」

　朱雀はいつも通り、傲ごう然ぜんと空を見上げた。

　ひとりひとりが自分のタスクをこなしていけば、世界は勝手に改善していく。意志の力に影響を及ぼす感情などあるものか。




　──その考えが誤っていたことは、いずれ思い知ることになる。





　　＊






　未明。闇が空を浸す時間帯。

「朱雀壱いち弥や。おまえ最近、忙しそうだな」

　ドレッドヘアの少年が、世間話のような口調で言った。

　東京湾を横断するアクアラインは、湾岸防衛三都市の海上拠点であり、アンノウンに対する第一防衛線と看み做なされている。

　必然、周辺を警戒する任務は、各戦闘科において、なによりも繰り返されるルーチンワークだ。アンノウンと偶発的に遭遇するケースは多くなくとも、備えておくに越したことはない。

　東京戦闘科に割り当てられたその偵察任務の帰還途中。

「俺と違うやり方、とやらは順調か？」

　出力兵装にまたがる東京都市主席──嘴はし広びろは雲のちぎれた星空を斜めに切り裂きながら、欠伸あくびまじりに声を投げる。

「無論だ」

　対するは、傲ごう然ぜんと胸を反らす朱雀すざくだ。左腕のガントレットから生み出した斥せき力りよく球きゆうを右手で適切な場所に飛ばし、反発する足場を利用して宙を駆けている。

「いったい何をしているのか──なんて、聞くまでもねえな。不要不急の都市外調査。数名の帰寮時間違反。余剰物資の奇妙な消失。いくつか報告が上がっていたぞ」

「そうか」

　上空の強い風を身体に浴びながら、朱雀はひっそりと顔をしかめた。廃はい墟きよへの出入りは、明らかな規則違反だ。その点を衝つかれれば厄介なことになる。

　嘴広は面倒くさそうに大きく伸びをして、

「報告は全部、俺のほうで握りつぶしておいた。結果が出る前から、過程を否定するのはフェアじゃねえもんな」

　出力兵装に勢いをつけて、朱雀の横に並ぶ。

「……そうか」

　朱雀は少し考え、礼は言わないことにした。ただ黙って、歩調を少し緩める。

　しばし、ふたりは空に並んだ。

　一方は飛びながら、一方は駆けながら、夜の向こうをにらむ。

「ただな」

　嘴広がまた、興味のなさそうな欠伸をする。

「世界の強さは、目覚めたときの強さがほとんどすべてだ。今さら落らく伍ご者しやを鍛えたところで、俺たちに伍ごするようになるとは思えねえよ」

「同列になる必要など、欠片かけらもない」

「ほう？」

「ただ、あいつらが集団で一匹、アンノウンを駆逐する力が身につけばいい。なんらかの加点がされれば、ランキングに載ることができる。ランキングは絶対だ。何百位だろうとも、亡霊扱いにすることはできまい」

「……それで。そのあとは？」

「俺が知ったことか」

　朱雀は短く吐き捨てた。

　そのあとのことは、統括管理官なり中央会議なりが考えればいい。

　目的はただひとつ。

　罪なく切り捨てられた者たちを、世界の俎そじ上ようにあげることだけだ。

「ははあ」

　面白そうな視線が朱雀すざくを向いた。

「無事にそいつらが都市内部に戻れたら、間違いなくおまえのシンパになるもんな。いずれ主席を狙う段になったら、なにか働いてくれるかもしれない、と。なるほど。現実的で、採算のとれる作戦で……」

「そこまで考えたわけではないが」

「──総体的には、あまりにも無意味な」

　ドレッドヘアの少年が、身体ひとつ分、朱雀の前に出た。

「弱者がよってたかって訓練して協力して苦戦して一匹敵を倒すより、俺が欠伸あくびしながら十匹倒すほうが早い。人類のためには、弱者を鍛えてもコストパフォーマンスが悪すぎる。そうだろう？」

　振り返る顔には、衒てらうでも嘯うそぶくでもない、現実としての自信が満ちている。

「朱雀壱いち弥や。力がすべての世界で、どうして弱者に肩入れする？　おまえはこちら側だと思っていたがな」

「見えるんだ。白い霧が、ずっと」

「は？　なんだって？」

「……いや」

　朱雀は肩をすくめて、言葉を変える。

「昔、救われたからだ」

　斥せき力りよく球きゆうを踏みしめて、嘴はし広びろよりもさらに一歩先に進み、

「弱者でしかなかった俺が、救われた。だから、今度は──俺がすべてを救わなければいけない。そう思うようにした」

「……そうか……」

　背後から長いため息を引き出した。

「結局、昔の記憶が土台か。そんなもの、か」

　振り返ると、急激に興味を失った顔の嘴広が、だらしない姿勢で、出力兵装に寄りかかっている。

「そうだ。記憶が人をつくる。おまえにもあるだろう。なにか、大切な思い出が」

「ははっ。そんなもの」

　嘴広はもはや、真面目に取り合う気も失うせたらしい。軽く左右に手を振ると、後方に展開していた戦闘科の他のメンバーのなかに混ざっていく。

「朱雀すざく壱いち弥や。期限を切ろうぜ」

　そうして、集団のなかから、眠たげな声だけを響かせる。

「期限？」

「月末、これまでのアンノウン発生周期を鑑みて、大規模な掃討作戦が組まれることが予定されている。東京戦闘科からは俺の班が出る。そのとき、おまえもおまえの選んだ道ごと、その力を示せよ」

「……つまり。落らく伍ご者しやたちを──あいつらを、もう戦闘に出せというのか。まだ、ようやく鍛錬の習慣がついたばかりだというのに」

「なにをしようが、なにをしまいが、おまえたちの自由だ。ただ、俺がこれ以上は無意味だと判断したら、おまえもおまえの仲間も、まとめて規則違反で処理する。内地送りになろうがどうなろうが、甘んじて受け入れろよ」

「そう来るか……」

　朱雀は空中に立ち止まった。斥せき力りよく球きゆうが足元で黒々と渦巻いている。

　たちまち、無む貌ぼうで無個性の戦闘科たちに周囲を取り囲まれた。

　一団となって空を飛んでいるのだ。進行方向になにがあっても関係ない。彼らに固有の意思はない。栄光ある東京都市戦闘科には、規律を乱す仲間は不要。各主席の方針にかかわらず、長年貫き通されてきた伝統だ。

「……おまえがおまえの眼で見て、力の有無を判断するのか？」

「そうだ。俺が、俺の基準で、判断を下す」

「考えの対立する一方が審判も兼ねるというのは、いささか不公平ではないか」

　朱雀がつぶやくと、集団のなかから嘴はし広びろの笑い声が響いた。

「あんまり見くびるなよ、朱雀壱弥。俺は公平だ。絶対に分け隔てしない。有益だと考えれば、全員、その場で戦闘科にでも入れてやるさ」

　その瞬間。

　初めて、無貌の集団の統率が乱れた。数名、明らかに飛ひ翔しようの【世界】に異常を来きたし、スピードが揺らいでいる。

「……空も飛べない落伍者が、『デュアル』に混ざってもいい、と」

「当たり前だ。力があるものは、人類のために適切な場所で使われなければならない。階級だの条件だの、なにもかもくだらねえんだよ」

「周囲は、そうは思っていないようだが？」

　朱雀は暗闇に眼を凝らす。戦闘科のみに支給される機能性アイウェアには、暗闇においても色調が補正されているおかげで、空の青と海の蒼あおがよく映る。

　それから──無む貌ぼうのエリートたちの青ざめた表情も。

　自らの矜きよう持じの領域へ無遠慮に踏みこまれて、かつてなく動揺しているのだ。

「戦闘科も一枚岩ではない、な」

　朱雀すざくは皮肉げにつぶやいた。

　どちらかといえば、むしろ現主席が特異なのだろう。徹底的な能力主義と権威的な全体主義は、必ずしも相性がよいわけではない。

「馬鹿馬鹿しい。俺が主席である限り、俺がルールだ。文句があったら、俺より強くなればいいだけだろ。なあ？」

　ドレッドヘアの少年は、明朗快活に笑った。

「…………」「…………」「…………」

　対して、反はん駁ばくする者はいない。実際にランキングで彼より劣る戦闘科のメンバーたちは、一様に押し黙るばかりだ。

　東京都市主席はその沈黙を満足げに受け取って、

「じゃあな。せいぜいベストをつくせよ。我らが人類のために」

　立ち止まったままの朱雀をはるか追い越し、集団の先頭を切って飛んでいく。戦闘科は今度こそ一糸乱れぬ隊列を保って、一筋の矢のように飛行する。

　ただ──朱雀は片目を眇すがめる。

「…………」

　去り際に、いくつかの視線がぶつけられていたのを感じた。屈辱と憎悪の混ざり合った視線だ。

　戦闘科固有の、特別で特権的なアイウェアのなかから、彼らは異端の朱雀を確かににらんでいたのだ。

「ふん……」

　くだらない感情だ──と。

　つぶやく言葉は、夜の風にかき消されていく。





　　＊






「げ、月末!?」

「そうだ。月末、おまえらは戦場に立つことになる。今朝未明、そういうことになった。目標があったほうが、訓練に身が入るだろう」

　朝一番に伝達した情報は、落らく伍ご者しやたちの集団に、驚きよう愕がくと恐慌をもたらした。

「いやいやいや無理っしょ無理、いきなり戦闘とかマジ無理っすよ無理無理！」

　コウスケは大仰に頭を抱えて呻うめき、

「……はわわ──あっあっ……」

　鶉うずら野のはがくがくと内うち腿ももを擦こすり合わせて、大量の汗を垂れ流した。

　廃はい墟きよに住まう他の者たちも、大半が絶句するか、あるいは絶望するばかりだ。そこに戦闘意欲などというものは欠片かけらも存在しない。

「……まあ、こうなるな」

　朱雀すざくは首を左右に振って、こきこきと音を鳴らした。

　やる気がなく、なにをやるかという意志もない。

　わかっていた反応とはいえ、まずはこういうところから直していかねばならない、と朱雀は考えた。意志の強さが世界を変える、とは何度も口を酸っぱくして言っていることである。

　叱しつ咤たすべく、一歩前に進み出たとき、

「みんなー！　がんばろー！」

　先に言葉を奪われた。

　視線を向けた先には、会心の笑みを浮かべて、瓦が礫れきの山の頂上でぴょんぴょこジャンプするカナリアがいる。

「困ったときは、笑顔だよ！　笑っていれば、どんなこともできるよ！　わたしもできることを笑顔でするよ！」

　肩に持ち上げているのは、自作の看板二号くんだ。

『一回百円！　やすい！』

　と記載されている。

「……なんだそれは？」

「はい！　先生にご教授いただいた、意識づけの法則をアレンジしました！　わたしのやる気を端的に示すために、なんかこう、あの、とりあえず値付けをすればいい……っておっしゃっていたような……あれ？」

「なにひとつ学んでいないじゃないか……」

　朱雀は額を押さえた。

　やる気は買うが、なにをやりたいかがわからない。

　まったく、宇う多た良らカナリアという人間は、際限がないほどに献身的──もしくは。

「カナちゃんさん、アレっすよね……」

「はい、なんでしょう？」

　笑顔を振りまくカナリアに、コウスケが苦笑いした。

「とことん自分を辱はずかしめることに熱中するタイプっすよね」

「え、え？　……えええええ!?」

　カナリアは一瞬きょとんとしたあと、思いっきり顔を真っ赤に染めて、ぶんぶんと首を左右に振る。

「そんなことありません！　誤解です！　わたしはただ、必死にやっているだけです！　本当です、深い意味は……っ」

　弁解にはいっぺんの説得力もない。

　好奇の視線を全身に浴びて、カナリアはちょっぴり涙目になった。なぜだかすがるように朱雀すざくを見る。

　自分で蒔まいた種だ。別段、フォローする義理もない──と思ったが、仕方なしに、朱雀は片手を広げた。

「まあ、カナリアは根性だけは人一倍ある。その点に限っては正当に評価すべきだろう。おまえらもこいつを見習うがいい」

「人一倍……そうでしょうか？」

　カナリアは自信なさそうに首を横に曲げた。

「放っておけば、どこまでも根を詰めるだろう？」

「あ、それはそうかもですね！　がんばる気持ちはかなりやあります！」

「……ん……」

　朱雀は目頭を指先で揉もみこんだ。

　今カナリアはなんと言ったか。聞き間違いだろう。よもやこんなどうしようもない冗談を言う知的生命体が、この青く美しい地球に存在していいわけがない。

「……あれれ？　もしもし？　今の聴こえました？　えっと、がんばる気持ちはかなりやあります！」

　カナリアがオウムよろしく自ら繰り返して、

「もしかして、難しかったかな？　カナリア！　わたし、カナリア！　がんばる気持ちはかなり、や！　かなりあ、かなりや！　うーん、ハイレベルジョーク！」

　どやあん、とたぷりこ胸を自慢げに突き出してくる。

「ちょっとレベル高かったですか！　わたし、お姉ちゃんだからなー！　忘れてたかもしれないけど、いっちゃんのお姉ちゃんだもんなー！　たまにはこういうところでお姉ちゃんらしいこと言っておかないと！」

　やる気はあるが、ただただ腹が立つ。涙目だったのはなんだったのか。

　朱雀すざくは左手で目頭を押さえたまま、ゆっくりとカナリアのもとに近づいた。

「どしたの、いっちゃ──」

　お姉さんぶって首を傾げるカナリアに、右手をおもむろに伸ばして、

「……むぐぐぐぐぐ!?」

　渾こん身しんの力で両頰ほおをにぎりつかんだ。

「いはい、いはいです!?　はなひて、はーなーひーてー！」

「黙れうるさい殺すぞ」

「なんへ、あんでー!?　わはひ、わはひ！　おへーちゃんだお!?　いっひゃんの、おへーちゃんあのにー！」

「そもそも、そのいっちゃんとかいう呼び方をやめろ。俺たちはとっくに同い年だろう。ぽんこつに姉面されるいわれはない」

「ほんあー！　まふまふ、ひたくなっは!?　ゆーふーひーへー!?」

　じたばたと手足を振り回すカナリアを、朱雀は全力で仕置きする。

　金魚のように口をぱくぱくさせる金髪娘は、まったくなにを言っているかわからないが、表情が百面相よろしくころころ変わって飽きないでもない。












　カナリアを間近に見ながら、朱雀すざくは少しだけ、口角を上げた。

「…………わらった…………」

　微妙にもの言いたげな横目で眺めていたつぐみが、

「そのへんにしておきなよ……ここ、人前だよ」

　よくわからない理屈でフォローにまわる。

「俺は正当な対応をしているだけだ。人前だと、なんだ？」

「……だから、人が、見てるのに、その、そんなにいちゃいちゃ……」

「いちゃ？　は？」

「ともかくやめろって言ってんだやい！」

　怪獣が火を噴くようにがあっと大声をあげたものの、朱雀の怪け訝げんな眼まな差ざしを浴びて、慌てて首を振る。

　すぐに気を取り直したふうに声を落として、

「……それに、ほら。あんただって、よくわからないジョークを言うことがあるでしょ」

「いや、俺はくだらない冗談は言わない。ましてや知性の欠落した、ただの掛け言葉などは絶対に」

「くっ……なんかものすごく突っこんであげないといけない気がするけど、それは無性に負けた気がする……」

　対朱雀自動決戦処理機つぐみは、アイデンティティ上の複雑な悩みを抱えているのかどうか、そっと口をつぐむのだった。

「……はあ。なんか、気、抜けるっすわ」

　朱雀たちのやり取りを見ていたコウスケが、しみじみとため息をついた。がりがりと首の裏をかいて、

「これがあんたらの作戦ってことなら、いっそ尊敬するわマジで」

「……そうなのかなあ、どうなのかなあ」

　鶉うずら野のと曖昧に視線を交わす。

　やがて、曇り空を見上げて、もう一度、コウスケはため息をつく。

「月末だっけ。しょうがねえなあ。タマちゃん、俺が土壇場で逃げたら後頼むわ」

「……えっ」

「いやマジ最悪の話。どっちにしろ、向こうは待ってくれねえみたいだしさ。それともタマちゃん、マジで頑がん張ばっちゃう系？」

「……う、うーん……私は私のやるべきことをやるしかないのかなって……」

　鶉野はおずおずと、困ったように笑った。

　彼と彼女のあいだで、他の落らく伍ご者しやたちは揺れているようだった。やるともやらないとも言わず、ただ自らの頼りない手を見つめている。

「…………」

　やれ。死ぬ気でがんばれ。やればできる。お前たちならできる。必ずできる。おまえたちを信じている。俺を信じろ──。

　朱雀すざくは彼らにどんな言葉をかけようかしばし逡しゆん巡じゆんして、結局、やめた。

　かわりに、朱雀は自らの拳こぶしをぐっと固めた。




「それでは、本日の鍛錬開始！」





　　＊






　その日の訓練は遅くまで続いた。

　落伍者たちの【世界】は、どれもこれもろくな能力ではない。たとえばすり合わせた内うち腿ももから水をちょっと多めに排出できるとか、せいぜいその程度だ。

　世界の強さに比例して、身体を循環する命気オーラの量も変わる。

　必然、彼らの体力は朱雀とは比べようもなく。

　シールドの重ねがけを延々と繰り返すだけのトレーニングに、もはや落伍者たちのだれもが朦もう朧ろうとしていた。

「……そろそろ。終わりに」

　次席の任務を終えて様子を窺うかがいに来た鷹たか匠じようが、眉をひそめるほどである。

「月末まで猶予がない。身体に負荷をかけ続けて、連携を深めることのできる期間は今しかない」

「でも、もう暗いよ」

　つぐみがちらと夜を見上げた。戦前よりもだいぶ明るくなったという星の光は、それでも集団戦闘においては覚おぼ束つかない。

「斥せき力りよく球きゆう？　とかいうやつ？　を投げる朱雀だって、危ないんじゃ」

「いや、俺たちは──東京戦闘科には、機能性アイウェアが支給されている。望めば、夜でも昼とそう変わらない色調補正で世界を捉えることができる」

　朱雀が自分のこめかみを指先でたたいたとき、かすれた笑い声が聞こえた。

「……なるほどなあ。いいよなあ。戦闘科様は」

　コウスケだ。

　いつのまにか集団を抜け出して、瓦が礫れきにうずくまっている。

「そこの主席ともなれば、さぞかし立派なものばかりもらってるんだろな。昔はなにをするにしても兄貴と一緒だったのにな。俺なんか、ちょいとシールドが人よりも強く張れるだけっつーかさ」

　うつろな瞳で世界を見つめて、ぶつぶつとつぶやいている。

「実はどこかに使い道が、とか、学校では評価されない項目が、とか、そういうことはねえんだよな。言葉どおりの劣等生っつーの？　いつのまに、こんなに差が広がったんだろうな。努力とか、大嫌いだったから？　けど努力したって上限があるんだもんよ。人間には、生まれたときから絶望的な差があるっつーかさ。仕方ねえよ。こんなんマジで無理だっつーの」

「…………」

　どうしてそこであきらめるんだ。無理というのは噓うそつきの使う言葉だ。やれよ。やるだけなんだから、やれ。がんばれ。死ね。死ぬ気でやれ。死んでもやれ。死ねばできる。必ず夢は叶かなう。前を向いて、さあ光の未来にネバーギブアップ──。

　思わず口をついて出そうになる言葉を、朱雀すざくは封印する。

　また、拳こぶしを固めるだけに留とどめた。

　いつかの訓練場で、戦闘科の落ちこぼれの心を折ったときの悲劇は繰り返さない。

　ただ、信じて待つのだ。鶉うずら野のに告げたとおり。

　同じ人間として、他人を尊重する。人類を愛するとともに、個人を信じる。それは朱雀自身の訓練だ。

　黙って見ているだけの朱雀に、へっ、とコウスケは薄く笑う。

「俺は悪くねえ。どいつもこいつも頭おかしいんだよ。宗教っつーか。もう逃げる。俺はぜったいマジで当日逃げるからな。なにを言われても知らねえし、無理なものは無理なんだから本当──」

「コウスケ、くん……」

　鶉野は困ったように眉を下げている。

　その薄はつ倖こうの唇が、わずかに開いた。同じ立場の同じ仲間を同じ目線で見つめて、

「……あのね、私もね。ほんとうは、逃げたいって思ってるよ」

「あん？　だからなによ、タマちゃん」

「怖いもん。とても、怖い。でも、戦闘科と協力するってことはさ。もしかしたら、会えるかもしれないよ」

「……だれに」

「コウスケくんを追い出した、人に」

「はあああ!?　いやいや会いたかねえっしょ!?」

　鶉うずら野のの言葉がよほど衝撃的だったのか、コウスケは髪をかきまわした。

「能力至上主義者だぞ！　むしろそれで逃げる気持ちが強まったまであるんですけど？　ってか、もしかしてタマちゃんはお兄ちゃんに会いたいわけ？　今もつけてんの、ブレスレット？」

「え、う、あの……」

　そっと手首を押し隠すようにして、鶉野は背中の後ろに手を回した。

　コウスケは呆あきれたように首を振り、

「大切な思い出かなんなのか知らねえけどさ。向こうは、とっくにそんなん忘れてんに決まってるっしょ！　現実見よ、現実！」

「うう……」

　もはや反論もできなくなったらしい。鶉野はしょんぼりとうなだれ、もぞもぞと内うち腿ももを擦こすり合わせる。

　それから、どうしたわけか。

「…………」

　朱雀すざくを一いち瞥べつして、そっと瞳を伏せた。




　瞬間訪れた、その気まずい沈黙をぶち壊すように。

「大丈夫ですよ！　なんとかなります！」

　いたく自信満々なカナリアの声がかかった。

「なんとか、って。カナちゃんさんは本当になんとかなってきたかもしれないっすけど。俺らにはなんもないっつーか──」

「同じです！　わたしもなんにも！　でもなんとかなります！」

「……なにが？　どうやって？」

「それはわかりませんけど！　きっとなんとかなります！」

　雲ひとつない青空のようなカナリアの瞳は、きらきらとした光を放っている。

　あんまりにもあんまりな無根拠の力強さに満ちあふれているので、

「お、おう……」

　コウスケの言葉がうっかりと引っこんだ。

「今日だってがんばれたじゃないですか！　明日もがんばれますよ！」

　カナリアは満面の笑みを浮かべて、コウスケに手を差し出した。

　見れば、コウスケの座りこんだ地面、鶉うずら野のの立つ足元は、夜の土がびしゃびしゃに湿っている。

　あれが全部、汗だとしたら、シャツから絞れるほどの量の汗をかいていることになる。言葉と裏腹に、努力した成果ではあるのだ。

「ダメダメなわたしもがんばれたので、コウスケくんもがんばれます、きっと！」

「そんなこと言われても、ぜんぜん共感できないんすけど」

「ええええ！　わたしが世界で一番どうしようもないことは、わたしが一番よく知っているのに……」

　カナリアははっと閃ひらめいたように手を打って、

「こ、コウスケくんの意気地なし！　ばか！　あまえんぼう！　こわがり！　わたしもう知らない！　知らないですよ!?」

「……なんか、めちゃくちゃやっすい男だと思われてるわ俺……」

　コウスケはそっぽを向いてぶつくさ言う。

　そうして、カナリアの手を借りずに、自分の力だけでゆっくりと立ち上がった。

「おー！　立った立った、コウスケくんが立った！　わたしも役立った！」

「まあ、カナちゃんさんと一緒になりたくないし、的なところはあるし？」

「……あれ？　わたし役立った？」

「本当マジ、カナちゃんさんは人生とことん楽しそうでいいっすよね……。なーにが同じで、なんにもないんだか」

「ほ、褒められてます？　よね？」

　大きなはてなマークを浮かべて、むむむむと唸うなっているカナリアには、確かに説得力というものが微み塵じんもない。

　それはおそらく、悲ひ愴そう感かんが決定的に欠けているからだろう。

　お気楽、極楽、能天気。カナリアはいつだって、どうしようもなく陽気で暢気のんきだ。

　でも、底なしに明るい彼女の根底にはなにかがある、と朱雀すざくは思った。なにか──それが果たして自信なのか、別のなにかなのかまではわからなかったけれど。

　気になるのだ。

　昔、戦火が広がる瓦が礫れきの街で、手を差し伸べてくれた少女は、こうまで暢気な性質だっただろうか。

　カナリアが記憶のなかの天使と同一人物であることはもう疑うたがっていないけれど、果たして、彼女は正当に成長して、こうなったのだろうか。

　どんなふうに生きてきて、なにを考えているのだろう。

　ただ、それを知りたいとだけ思う。意味もなく、必要もないのに。

「…………」

　ぼんやりと、白い霧が視界に広がるのをまた幻視する。

　道理に合わない感情に触れるたび、朱雀すざくはそれを見る。

「……朱雀」

「なんだ」

「変な顔、してるよ。あ、もともとかな！　なんちゃって──」

「無論だ。筋肉骨格の組成は人それぞれ違う。だれしも変わっている。個性が大切。みんな違ってみんないい。そういうことだろう？」

「…………」

「どうした。違うか」

「そ、そのとおりだけど……朱雀に、ひと、人として、負けるときが、来るなんて、もう、もう、人間引退したほうがいいかもしれない……あは、あはは……」

　つぐみが腰から崩れ落ちていた。なにがそこまで衝撃だったのか、ぺったりと地面に這はいつくばっている。人間をやめてもカエル女子としてはやっていけそうだな、と朱雀は思った。

「そんなことよりつぐみ。俺はどうも最近おかしい、ような気がしている」

「……あは、なに……」

「カナリアを見ていると、妙にもやもやする」

「はあ。ふうん。……えっ？」

　カエル女子が、びくんと跳ねるようにして振り返った。地面に手をついたまま、まんまるの瞳で朱雀を見上げる。

「そ、それって、あの……」

「幼いころの俺のヒーローが、あんなポンコツドッグになってしまったところが、腹立たしいのかもしれないが。本来、カナリアがどうなろうと俺にはなんの義理も責任もないはずだ。これは極めて不思議な事象だと思わないか」

「…………」

　つぐみは押し黙ると同時に、顔の右半分で笑い、左半分をしかめるという、ずいぶんと複雑な表情を取った。

「なんだ。言いたいことがあるなら、はっきり言え」

「あのね。その気持ちはね」

「わかるのか。さすがは感情マスターつぐみ」

「……もう、教えてあげない」

　カエル女子はゆっくりと膝を抱える。まるで長い冬眠に就くような仕種しぐさだ。

「なぜ出し惜しみをする？　他人に教授することで不利益が発生する、いわゆるゼロサムゲームに関わることか？」

「知らないってば。本でも読めば？」

「鷹たか匠じよう次席みたいなことを言うな……」

　投げやりに言い放ったつぐみは、もう朱雀すざくのほうを決して見ない。

　限界までそっぽを向いて、ひとりぼっちの鳴き声のような音量でつぶやく。

「……ほんと、朱雀、変わっちゃったな」

「変わろうと変わるまいと、俺は俺だ。その時々に適した行動をとるだけだ」

「そうやって、だれかさんに影響されて、正しいヒーローになっていくんだろうな。あーあ。あーあ！」

　言いたいことだけを言って、うちに閉じこもるばかりだ。朱雀にはつぐみの感情がまるで理解できなかったけれど。

「ヒーローになって、悪い道理はあるまい」

　最後の言葉には、ただ、自然にうなずいた。




　朱雀壱いち弥やは英雄になる。

　かつて世界を救ってくれた、無名の英雄たちのように。自分もまた、愛する人類のために世界を救うときが来るのだろう。

　だれをも切り捨てることなく。

　この街に、この世界に生きる仲間たちとともに。




　その未来を、朱雀は無邪気に信じていたのだ。






Ｂ─３　ハッピーエンド！






　ええと、なんの話をしていましたっけ？

　すみません。うっかり違うことを考えていました。

　恥ずかしながら、わたしにはこういうことが、たまにあります。とくに大事なときにやらかしてしまいます……。

　だれかがかっこいい顔で、人生のキーポイントになるようなことを、堂々と宣言する。今後の目標とか、未来の夢とか。みんなが耳を傾けて、おーっと拍手して、以降、そっちの方向にぐぐっと物語が大胆に動いていく。

　そういうときに限って、わたしはきちんと聞いていないのです。

　で、あとになって、みなさんとコンセンサスが取れていなくて、大きな失敗をしてしまいます。とんちんかんなことを言ったりやったり、挙句の果てに、他の人と違う方向に進んでしまうのです。

　なんでこうなんだろう。どこを直せばいいのかな。

　そんなふうにしょんぼり反省するばかりでした──これまでは。

　これからは、違います。

　あ、いえ、反省はしますけど。反省ばかりの人生ですけれど。恥の多い生涯を送ってきました。戦士失格です。斜陽の世界で、玉たま川がわ上じよ水うすいに向かって走れカナリア。

　がんばって反省はします、が。

　ただ、そんなに落ちこまなくてもいいんじゃないかな、と思うようにもなりました。

　みんなの世界に、わたしは、そこまで関係ないのですから。

　つまり、ひとりきりで完結しているということです。




　わたしは世界を愛していますが、世界はわたしを愛していません。

　わたしよりも価値のないものはこの世にありません。

　それでも、わたしとわたしはライバルなので、わたしが勝てばわたしの勝ち、わたしが負けてもわたしの勝ち。

　他の人がなにをしていようが、どちらに進もうが、わたしの勝ち負けにはなんの関係もありません。

　だから、どんなことが起きたって、やがてたどり着くのはぜったいにハッピーエンド。紛まごうかたなきハッピーエンドですよ、ハッピーエンド！　きらっきらのきらりんパワーでハッピーハッピーはぴはぴにょわー！　これまたわたしが独自に発明した合言葉の力で、とびっきりのハッピーエンド！

　よかったよかった、早めに気づけてよかったな。




　もう語るべきことはなにもありません。

　わたしの話は、ここでおしまいです。いまは自分には、幸福も不幸もありません。ただ、一切は過ぎて行きます。

　短いあいだでしたが、ありがとうございました。

　それではみなさん、最後にご唱和願います！

　はいはい、いっきまっすよー！







　せーの、

　めでたし、めでたし！






Ａ─４　懐古、あるいは叛逆






　もともと戦力になど、一度だって計算したことはなかった。

　付け焼刃の落らく伍ご者しやたちと戦闘科とでは、練度が違いすぎる。あいつらが短期間でまともに戦う未来は、天地がひっくり返っても訪れまい。

　東京都市主席──ドレッドヘアの嘴はし広びろは、どこまでもリアリスティックに判断するし、自分でもそれを自覚するタイプの人間だった。

　だから。

「アクアライン前方海域にて、アンノウンの群体を目視！　主席、どうする!?　予測よりもだいぶ数が多い！」

「いつも通りだ。いつも通り、上から押しつぶす。なんも変わらねえよ」

「オーライ、いつも通り！　列を乱すな！」

　管理局には他生徒との合同作戦と称していたものの、最初から、戦闘科だけで戦う作戦を組んでいた。

　海域上空に展開して、雨嵐のごとく、【世界】の暴力をぶちまける。

　陸地を這はいずりまわることしかできない『シングル』たちでは、到底手出しできない戦い方だ。

　落伍者たちにくれてやるスコアも、落伍者たちに仰ぐ助力も、なにひとつ予定していなかった。

　ただ、ひとつだけ誤算があったとすれば。

「右翼、殲せん滅めつが遅い。どうした！」

「敵の増援が次々と来ている！　向こうは千葉の担当のはず……またサボってんじゃねえのかクソヤンキーども！」

「……またか。いつもいつも、あいつらは」

「どうでもいい、世界なんて。とかなんとか、ろくに千葉から渡航したこともないくせに斜に構えるばっかりで！」

「落ち着け。やつらは出てこないものとして、隊列を組み直せ」

　他都市との連携に振り回されるあまり、湾内を北上するアンノウンのスピードが以前よりも速いことを見落として。

　戦線が、アクアラインの海上道路近辺までずるずると下がってしまったことだ。




「地上の連中に気を取られるな！　あいつらには俺が言っておく！」

　今にも雨が降り出しそうな曇どん天てんの下、豆粒のような影が見える。

　主席が急降下すると、それはすぐに人間の輪郭を結んだ。

「……なるほど、確かに合同作戦だ。わざわざこちらまでご足労いただくとはな」

　朱雀すざく壱いち弥やだ。

　海上道路の防壁の上、斥せき力りよく球きゆうに足をかけて、眇すがめた眼で戦況を見渡している。後ろには、落らく伍ご者しやどももいる。

「いくらか戦列が乱れているようだが。なにか困ったことでもあったか──我らが筆頭、東京都市主席？」

「はっ。なんもねえよ。指でもくわえて黙って見とけ」

「それはよかった。こちらもこちらの仕事で忙しいからな」

　その傲ごう然ぜんとした物言いに、主席は少しだけ笑った。多くの戦闘科メンバーよりも言うことやることがはっきりとしていて、ずっと好ましく思う。

「総員、シールド展開！　空の連中が討ち漏もらしたアンノウンを、アクアラインよりも後ろに行かせるな！」

　朱雀が振り返って号令する。

　落伍者たちは声で応える余裕もないらしい。数名単位でまとまって、必死の形相で不可視の壁を構成している。

「……なるほど」

　一いち瞥べつして、主席は小さくつぶやいた。

　移動防壁をつくる。それはろくな攻撃手段を持たず、さりとて回避も陽動もできない弱者たちに、唯一許された戦法だ。

　万に一つも自分たちが討ち漏らすとは思わなかったが、管理局に対して、一定の貢献度のアピールにはなるかもしれない。落伍者たちは、戦場によく踏みとどまっているようだ。想定レベルがあまりにも低かったというのはあるが──思ったよりは連携が取れている。

　おまけに。

「くそっ、くそ──逃げる、逃げる、逃げるんだ俺は、今すぐ逃げる、今逃げる、関係ないから逃げるっつってんだろ、逃げる逃げる逃げる！」

　そのなかに、見知った姿──自らの弟を認めた。

　山ほどつかれた悪態とは裏腹に、逃げる様子はまるでない。

　汗を流し、奥歯を嚙かみしめ、必死でその場にしがみつくようにして、アンノウンに立ち向かっている。

　かつてのだらけきった姿、すぐに投げ出す態度とは、いくらか変わっているようだった。

「ふうん……」

　最初からこれぐらい努力することができていたなら、都市から追い出すこともなかったかもな、と頭の片隅で思う。

「……くそ……」

　コウスケの視線が一瞬こちらのほうを向いて、すぐに逸それる。弟が兄に言葉をかけることはなかったし、兄のほうも、取りたててなにかを言う必要を感じなかった。

「主席！　アンノウンに抜かれるぞ!?」

「わかってる。あんまり騒ぐな」

　空から悲鳴のような大声がかかった。主席は出力兵装に乗って急上昇する。

　戦況は刻一刻と変化する。

　ぎちぎちと歓喜の悲鳴をあげるアンノウンの群体が、アクアラインへ何重にも押し寄せようとしていた。

　けれどここは、南関東防衛機構の主要防衛線だ。この地を拠点に敵を打ちのめしたことは数多くあれど、これより先に侵入されたことは主席就任以来、一度もない。

　そうとも、戦線が下がったことはむしろ僥ぎよう倖こうだ。戦術の幅が出たのだ──と主席は首を振った。まだまだ、東京戦闘科の力はこんなものではない。

「班を三つに分けて、態勢を立て直す！　番号前半は俺に続け！」

　戦列を分割して、立て直しと補給、出撃を繰り返す。慣れ親しんだ防衛戦だ。いつもやっていることだ。

　違うのは、地上に落らく伍ご者しやたちが展開していることぐらいだった。




　自分の拠点で兵装整備や戦列の立て直しをするにあたって、最も障害になるのは敵ではない。取り決めもなしに散開している仲間だ。

「邪魔だ、ゴミッ！」

「動線に入るな、汚らわしい！」

「無能どもが、身の程をわきまえろ！」

　アクアライン上で悲鳴と衝突が入り乱れる。

　そこかしこで、補給のために低空飛行する戦闘科のだれかが居い丈たけ高だかにさけぶ。耳が穢けがれるほどの、ひどい言葉で罵ののしる仲間までいた。手ひどく突き飛ばされる落伍者に、翼を持つ者たちが意識を払うことはない。

　おそらく、それを選民思想と呼ぶのだろう。

　主席もまた、だれかとぶつかって、ぎりぎりのところで海に弾き飛ばさずに済んだ。

「ううう……うう……」

　今にも泣きだしそうな、気弱な女生徒の顔が間近にある。どれほどぼろぼろに貶けなされ、罵ののしられ、ぶつかられてきたのだろうか。制服はあちこち擦すり切れ、小柄な体軀は生傷だらけだ。

「あっ、あっ──」

　少女は自分の手首を見つめて、小鳥のように呻うめいた。細い内うち腿ももを、ぶるぶるじょろじょろと擦こすり合わせている。

　とっさに構えた彼女の腕と、自分の身体が当たったのだろう。双方、大過なさそうだと判断するや否や、

「ふん──」

　主席は視線を切って、急浮上する。

　くだらない混乱だとは思ったが、あえて声をかけようとも思わなかった。

【世界】がすべての世界だ。

　どうしたって、切り捨てられるものと、虐しいたげられるものが生まれる。能力以外の価値基準は主席のなかにないし、他の者にとってはなおさらだ。

『おまえにもあるだろう。なにか、大切な思い出が』

　かつて、鏡のなかの自分が言っていた。

『──俺たちは、なんだ？　おまえは、なんのために戦う？』

　意味がわからない、と答えた。

　戦争には勝利以上の目的はない。勝利以外の理由で戦うことはない。

　ただ──。

　女の泣き顔は、今まで見てきた彼の世界の景色のなかで、珍しいものではあって。

「…………」

　ふと、冬と燕え桃もも華かという名の人間を、久方ぶりに思い出した。

　誘われて何度かふたりで街に繰り出したが、結局、なにがしたかったのかわからない女。

　一度は見舞いでもしておこうと管理局まで足を運んだものの、メガネの医務官に面会は無意味だと断られた。それでおとなしく帰ったのだから、まあ実際、自分にはどうでもよかったのだろう。

　冬燕の顔も、もう定かではないぐらいだ。

「ヘンなやつだったな、本当──」

　だから、なんで思い出してしまったのかはわからないけれど。

　少しだけ、あいつはどんなふうに泣いていたっけな、と思う。

　今度、顔でも見に行くか、と意味のないことまで考え、

「……馬鹿馬鹿しい」

　主席はぽつんとつぶやいた。どうかしている。本当に。

　戦闘で気分が高揚しているから、混乱した戦場で神経が張りつめているから、妙なことを考えるのだろう。

　敵を殲せん滅めつするのが先だ。

　いつも通り、人類に勝利をもたらさないといけない。

　彼はただ、そのためだけに生きている。今まで見てきた景色が、十六年の人生が、そのためだけにつくられている。




　そうして。

　アンノウンに向かって、進路を変えた矢先。

「──な？」

　不可視の壁に、出力兵装を殴りつけられた。

　まるで予想のしていなかった方向から、衝撃を受けている。

　立て続けに幾度も幾度も──呪いのように。復ふく讐しゆうのように。

　たちまちバランスを失って、主席は海に落下していく。

　まるで、いつかの再現のようだ、と思った。

　くるくると回転する景色は、ずいぶんと現実離れしている。あいつもこういうふうに落ちたのか、とてんで他ひ人と事ごとみたいに考える。

　大きく口を開けた白波のなかに、だれかの姿を認めた。

　ふたつに結ばれた髪と、よく染まりがちだった頰ほお。それが涙に崩れるところを幻視して──彼の視界は、永えい劫ごうの闇に落ちる。





　　＊






「……なにを、やっている……？」

　海上道路で、朱雀すざく壱いち弥やはぼんやりと呻うめいた。

　彼には珍しく、ひどく間の抜けた声だった。

　眼前に広がる光景が、よく咀そ嚼しやくできなかったのだ。

　混乱のなか、落らく伍ご者しやたちは小隊ごとによくまとまっている。彼ら彼女らは、教えたとおりにシールドを展開している。敵の進行を妨げるシールドだ。

　だが、その得物の先が向いているのは。

「──おい……？」

　宙を飛ぶ、戦闘科だ。

　ひとり、またひとり。声もあげずに、あっけなく海へと落ちていく。地上からの妨害など、未いまだ予想も理解もしていないような顔で落ちていく。着水したとたんに、四方からアンノウンが群がり、初めて切り裂くような悲鳴をあげる。

　落らく伍ご者しやたちは、いつのまにか、矛先を彼らに変更していた。

　これは。

　これでは、まるで。

　アンノウン側について、戦闘科を駆逐しているのと同じではないか。




「──私、少し、勘違いしていたみたいです」

　朱雀すざくの目の前で、背中を向けた鶉うずら野のがひどく気弱な声でつぶやいた。

　出力兵装を空に向けて振るいながら、華きや奢しやな背筋をふるふると震わせている。

「……ヘンな夢を見ていたのかも、しれません。力の劣る人間が、能力のある人と──すごい人と、同じ立場になんてなれるはずがなかったのに……最初から、わかっていたはずだったのに……」

　その足元には、細い紐が落ちていた。

　戦闘の混乱で、ばらばらにちぎられ、無残に踏みつぶされ、完膚なきまでに汚されたブレスレット。

　なにか、大切なものごと踏みにじられたかのごとく。

　鶉野はもう、うつむくことをやめている。

　罵ののしられ、削られ、傷だらけになった腕が、つぐみに調整してもらった杖つえをしっかりと握りしめている。シールドを戦闘科にぶつけて、その場に立ち続けている。

「……馬鹿なことを、言うな。違わない、と言っただろう」

　朱雀はまだ、ぼんやりとした声でつぶやいた。

　そんなことを言っている場合ではないと頭ではわかっているのに、身体が追いつかない。あまりの現実感のない景色に、ふわふわと浮遊しているような錯覚がある。

「我々は等しく人類だ……仲間であることは、なにも」

「朱雀さんは、本当に、すごいなあ……」

　編みこんだ髪が、彼女の横顔をくすぐっている。汗とも涙ともつかない滴が、ぽたりと、足元を湿らせていく。

「……いいから、俺の言うことを聞け。俺を、信じろ。意志を強く持て、理想を高く掲げろ。努力して、努力して、このねじまがった世界に、己が価値を示すだけで──」

「朱雀すざくさんは、私たちとは、違います」

　鶉うずら野のが、初めて振り返った。

　もはやその顔に、涙はない。上から張りつけられたような、か弱く窺うかがうような笑みだけが浮かんでいる。

「価値を示す……そんなこと、できるかな。いえ」

　はにかんだ横顔が、静かにうつむく。

「できるわけ、ないじゃないですか」

　その言葉は、周囲の仲間を代表するように。

「価値がないものはどうやったって無価値なんですよ」

　戦場のなかで、ぽつんと、一際大きく聴こえた。

「私たちは、この世界で価値がありません。価値がないなら──世界そのものを貶めるしかないじゃないですか」

　また、彼ら彼女らは、周囲の仲間と協力して、戦闘科の足を絡めとる。

　自分たちが落とされることなど想定もしていなかった、傲ごう岸がんなるエリートを打ち落とす。

「その手を、とめろ。とめろ！」

　朱雀は首を振る。愕がく然ぜんとしたまま、何度も何度も、首を振る。

「おまえたち、自分がなにをしているのかわかっているのか？　戦争中だぞ──一時の感情に身を流されて、敵を利して！」

　我ながら、ひどく、現実離れした言葉だと思った。意志の力に影響を及ぼす感情など、あるわけがない。

　なのに、どうして、こんな。

「このままでは、負ける！　そうだ。負ける、んだぞ……？」

「負ける。ふふ。そうですね。それもいいかもしれません。戦争でリセットされれば、みんな同じレベルになりますものね」

「なにを言って……」

「自分を高められないなら、他者の破滅を望む。下が昇れなくても、上が落ちてくればいい。優れた者も、劣った者も、笑う者も泣く者もいなくなる。そうすれば」

「……おま、え……」

「だれも、だれひとり、こんな想おもいをしなくてすむ。そうですよね？」

　鶉うずら野のは小柄な背をさらに縮こまらせ、それでいて──

　細く弱い肩を静かに震わせている。

　泣いているのか、あるいは、小さく笑っているのだろうか。どういう理屈で笑われているのか、朱雀すざくにはまるでわからない。

　なにひとつ、わからないのだ。

「朱雀さんだって。落らく伍ご者しやだからがんばれ。落伍者なのにがんばった。未いまだに、私たちのことを、落伍者だと思っているでしょう？」

「違う──俺はただ、人類が好きで、だれをも守ろうとして──」

「ふふふ、困ったなあ……朱雀さんは……本当に、優しいんですね。本当に、本当に──みじめになります」

　鶉野の瞳には光がない。

　底の見えない井戸のように。水音だけが響く常闇のように。

　塗り固められた深い絶望だけが横たわっている。




「私たちは、だれのことも好きではありません。世界と人類が、嫌いです」












　彼らは連れ立ってシールドを重ね合わせる。彼らに唯一許された武器を振るう。




　そうして。

　次々と、次々と。

　人間の作りし壁が牙を向く。

　空を飛ぶ者が落ちていく。堕おちていく。

　地を這はう者より与えられる、堕天の罰のごとく。

　誇り高き飛翔能力デユアルたちの集団は、見る影もなく瓦が解かいする。

　白い波が割れ、黒々とした海に翼を喪うしなった者を吞みこんでいく。

　宗教家に予言された盲目の悪魔のように。世界に訪れる終末のように。

　押し寄せるアンノウンたちの軋きしんだ関節音が、審判のラッパよろしく響き渡り。




　翼の王国が、壊滅する。





　　＊






　この日。

　東京都市戦闘科は、記録的な惨敗を喫した。






Ｃ─４　鵜飼つぐみの物語






　昔、むかし、おおむかし。

　まだ大だい災さい禍かが影も形もなかった時代の話。

　いくつの誕生日だったか、からくり仕掛けのおもちゃをプレゼントされたことがある。

　大きな森に囲まれた、高い高い塔のおもちゃだ。

　森に魔女が隠れていて、宙に妖精が舞っていて、塔のふもとでは、王子さまの人形が空をじっと見上げている。

　おもちゃの横脇についたハンドルを回すと、王子さまがかたんかたんと塔の外壁をよじ登る。どんどん回すと、お姫さまが最上階の窓から顔を出す。まだまだ回すと、王子さまがお姫さまの窓に辿たどりつく。最後まで回すと、王子さまとお姫さまが同じ目線で見つめ合って、静かに抱き合うのだ。

　お気に入りのおもちゃだった。

　毎日まいにち、飽きもせずにハンドルを回し続けた。

　空を見上げる王子さまは、何度も何度も塔を登り、幾度も幾度もお姫さまと出会い、必ず最後に抱ほう擁ようを交わす。

　そのうちに物語が生まれた。

　過去を抱えた王子さま。塔に幽閉されたお姫さま。森で待ち受ける悪い魔女。空から応援する優しい妖精。

　閉じたおもちゃのなかで生きている、彼ら彼女らの声を代役して、自分だけのおとぎ話をつくりあげた。

　もっとも、子どものやることだ。ストーリーはでたらめで、キャラクターもあやふや。その日の気分で魔女と妖精の役割が入れ替わることも多々あった。

　けれどそれでも、変わらないものがひとつだけ。

　空を見上げる王子さまは、いつだって、お姫さまと出会うのだ。

　そうしてふたりは結ばれる。




　それが、鵜う飼かいつぐみの物語。





　　＊






『夢見の季節』から目覚めたとき。

　機械人形やおもちゃとおしゃべりする夢にまどろんだ少女は、その【世界】を再現することで、目の前の物質の発展可能性を幻視した。

　つぐみが中等部に入学するころには、高等部の工こう科か生に混じって、車両整備基地に入り浸るようになっていた。

　好きなものがあるのは幸せなことだ。与えられた車両のメンテナンスをしたり、廃棄された部品のカスタマイズをしたり、兵装片手に目の前の機械いじりに明け暮れる。一日はあまりにも早く過ぎ去って、明日が来るのを今か今かと待つばかり。

　充実した日々のなかで、つぐみは出会った。

　グラウンドで訓練する少年の姿と。




　東京都市の車両整備基地。内部に組まれた、三階部分ほどの高さまで及ぶ鉄骨の足場。

　それを伝って壁のそばまで行くと、採光用の窓からグラウンドの端っこを覗のぞくことができる。

　そのわずかなスペースに、あいつの姿はいつもあった。

　晴れの日も雨の日も休みの日も、毎日必ず訓練していた。

　黒い球を産み出して、空を飛ぼうと試みる。宙に飛びあがっては、何度も何度も地に落ちて、それでも空を見上げ続ける。

　決してあきらめることなく、決してやさぐれることなく。

　かっこよかった。ただ、かっこよかった。

　とても言葉に出しては言えないけれど──まるで王子さまのようだ、と思った。

　塔の小窓のお姫さまに想おもいを届けるために、空を飛ぼうとする王子さま。

　整備の合間に、あいつの様子を見守ることが日課になっていた。

　一時の気の迷いとか、別にそんなものじゃなかった。

　本当に──朱雀すざくに言ったとおり。

　ずっとずっと、長く長く、朱雀のことを見てきたのだ。

　だから。

　高等部になって同じクラスになったとき、うれしくてうれしくて、ついついうっかり、雰囲気に流されて告白してしまったのだ。

　どうしようもなく道を誤った、泣けるぐらいの喜劇の始まりだったのだけども。




　いいこともあった。

　ともに行動するようになったことがひとつ。

　そして、あのときの少年の姿が、彼のなかに確かに根付いていることを知れたのが、もうひとつ。

　防衛都市の外、廃はい墟きよに住まう者たちと訓練するあいつを眺めていると、なんだか昔に戻ったようだと思った。

　記憶のなかで、グラウンドで飽きもせずに飛ぼうとしていた姿と、仲間のために訓練をつける今の姿は、不思議と重なり合って見えるのだ。

　朱雀すざく壱いち弥やは、戦うところが似合うのかもしれない。それはなにも、眼に見える敵ばかりじゃなくて。

　自分の能力、ねじまがった概念、いびつな世界。そういう見えない敵と戦うことを、無意識的に望んでいるのだと、傍はた目めから見て思う。

　好きなものがあるのは、幸せなことだ。

　見えない敵との戦いが上う手まくいくことを、そっと応援して──そして。




　アクアラインでの共同作戦が始まり、終わった。





　　＊






　戦闘直後のこと。

「……こんなに大勢の人が運ばれてくるのって、初めてじゃないの」

　病棟の廊下で、つぐみはぽつんとつぶやいた。

　戦場で、なにかとんでもないことがあったらしい──という噂が後方にも野火のように広がっていたのだ。都市外で暮らす学生たちが戦闘に参加していたらしいこと。アンノウンに一時アクアラインを占拠されたらしいこと。主席が致命的な怪け我がを負ったらしいこと。同士討ちがあったらしいこと。

　デマと伝聞ばかりの洪水のなかでは、工こう科かの仕事なんかまったく手につかない。

　いてもたってもいられず、埼玉の病棟に駆けつけたのだけれど。

　次から次へと、怪我人が運びこまれてくる。

　アンノウンに襲われたらしい戦闘科のメンバーと、擦すり傷を負った落らく伍ご者しやたちと、それからそれから──。

　けれど奇妙なことに、誰も彼もが、視線を合わせようとしない。

　喧噪と静けさが、がらくたのようにその場に転がっている。

「……ねえ、なにがあったの」

　つぐみはそっと廊下の長椅子の端に腰かける。

「都市外で暮らしてた子のこと、ようやく管理局も調査に乗り出すって。これって目的達成したんだよね。アンノウンに勝とうが負けようが、朱雀すざくのやったことは正しかったんだよね？」

　沈黙に耐えかねて、何度か囁ささやくように話しかけたけれど。

　となりの男から、ろくに返事は戻ってこない。

　彼は両手で顔を覆って、深い闇のなかに沈みこみ、

「嘴はし広びろ──あいつは、間違っていなかった。間違っていたのは、俺のほうだった」

「……朱雀……」

「だれかを信じようとしたことが、過あやまちだったのか。手を差し伸べたことが、愚かだったのか──」

　低い声で、呪じゆ詛そのようにつぶやくばかり。

「どうしたの……」

　覗のぞきこんで、つぐみは絶句した。




　指の隙間から覗く彼の眼は、表情は。

　──見たことのない色に染まっていた。






Ａ─５　狂気、あるいは狂気






「複数の重傷者が出たけれど、死亡者はゼロだったわ。幸いなことに」

　南関東の統括管理官は優しげな声音で言った。

　やわらかい色の髪を束ねた女だ。大人であり、それは『夢見の季節』を経験していないという意味になる。

　南関東を束ねる管理官のうちのひとりで、名を夕ゆう浪なみと言う。

「アクアライン拠点における損害は決して無視できるものではないけれど、こちらも復旧の目め処どは立っているわ。最後まで戦線を支えて、よく奮闘してくれた神奈川に、あなたたちも感謝しておいてね」

　管理局のブリーフィングルームには、午後の傾いた陽光が射さしこんでいる。

　居並ぶ東京戦闘科のメンバーたちの顔が、均等に照らされ、同じ形の影をつくった。

　ここには、通常、都市幹部以外が立ち入ることはない。それ以外の代表者を呼び出すということは、よほどのイレギュラーが起きているという意味にもなるけれど──少なくとも、夕浪管理官の態度からは、そうした苛いら立だちや焦燥は微み塵じんも感じられなかった。

　その場にいる者に向けて、彼女はたおやかに視線を配っている。

　過不足なく、公平に、一種の愛情をこめて。

「それよりも、問題はアンノウンのほう。一時撤退したものの、沖合で集結する兆候が見られます。戦闘科の残った者で班を再編成して、即応態勢に入るように。一両日中には、再出撃の要請をかけるわ」

「…………」

「なにか質問があるなら、どうぞ？」

　戦闘科の仲間たちのなかから、朱雀すざくはじっと夕浪をにらんでいる。管理官は首をわずかに傾けることで、促す意思を伝える。

　朱雀が黙りこんでいると、夕浪は少しだけ眉を下げた。

「さっきも言ったように。幸い、今回の事態によって、取り返しがつかなくなったものはないのよ。だれかに怒ったり、自分を責めたりする気持ちはわかるけれど、まずは目の前の敵を排除してからね」

　ゆっくりとした声で、言い聞かせるようにまっすぐに視線を送ってくる。

　それでも。

　朱雀には、わからなかった。

「……幸い……？」

　幸いなことに。なにが、幸いなのか？

「俺は、……俺も、出撃班に、再編成されるのか？」

「あなたに限らず、みんな、そうよ。人手が欠けてしまったことは確かだから、戦闘科のメンバーを遊ばせる余裕はないわ。悔んだり悩んだりするぐらいなら、その気持ちを戦場で見せなさい」

「……管理局の結論が、それ、か？」

「もちろんそうだし、私の願いでもあるわ。あなたたちがこんなところで立ち止まることは、だれも望まないの」

　それは噓うそ偽りのない言葉だ。厳しく、優しい、人としての温かみにあふれた言葉だ。

　そして──世界から、二重に裏切られたような気分だった。

　朱雀すざくは眩暈めまいを覚える。

　ある種の覚悟を持って、固く踏みしめていたはずの足元が、ぐちゃぐちゃと溶けていく。ブリーフィングルームの静寂が、嘲笑のように耳を打つ。

　これでは、俺に対する処分は、ないに等しいではないか。

　東京都市主席は、先の戦闘で大おお怪け我がを負って、未いまだ病棟から出て来られない。このまま内地送りになるという噂まで耳にした。

　防衛都市東京のランキングトップを破滅に導いたのは、自分が力を与え支えた、落らく伍ご者しやたちの集団だ。

　重大な反逆行為と看み做なされてもおかしくないのに──弁解しようもないのに。

「なぜ、だ──」

　ふらつく視線で、朱雀は周囲を見回して。

　その理由は、すぐにわかった。




「──よく来てくれたな。これまで辛かっただろう」

「いや……むしろ、なんかこんなことになって申し訳ないっつーか……」

「気持ちはわかるが、今は休め。不当に都市外に追い出されたことは、管理局も調査している最中だ。お前たちはなにも気にしなくていい」

　もうひとつのデスクで、もうひとりの男の管理官が、落伍者たちの代表と話している。

　鶉うずら野のではない──コウスケだ。

「俺、全然、状況よくわかってなくて、なんもかんも、後から知ったんすけど」

　朱雀の知るかぎり、それは真実だった。

　彼の持ち場にはたまたまアンノウンが殺到していた。必死にシールドを張るばかりで、裏切りに加担する暇はなかったはずだ。

　そうして。

「ありえないっすよね──都市主席が、わざと味方を襲わせるなんて」

　続いた声に、朱雀すざくは耳を疑うたぐった。

「戦闘科の人たちが証言してくれたおかげで、俺たちの疑いは晴れたっすけど。なんか、俺の兄貴、そこまでおかしくなってたのかよ、みたいな……」

　コウスケは困惑した顔で言葉をつむいでいる。彼自身、大して納得できていないことが窺うかがい知れる表情だ。

「……どういう──」

　人は本当に啞あ然ぜんとしたとき、言葉を失う。

　朱雀はそれ以上の音を発せないまま、眼を見開いて事態を見つめ続けていた。




　管理局の廊下に出ると、それまで押しなべて口を閉ざしていた戦闘科たちの集団に、一気に会話の花が咲く。

「出撃班の編成は、だれが決めよっか？」

「次席はもう現場を離れて久しいし、こっちでやるしかないだろ」

「このなかでランキングが高いのは、ええと」

「私かな、それじゃ、僭せん越えつながら」

　仲間内で矢継ぎ早に交わす言葉の色は、どこを切り取っても同じ。

　均質化され、画一的に統制された無む貌ぼうの面々だ。男子女子年上年下、性能差があっても個性がない。だれもかれも、朱雀には区別がつかない。

　ただ。

「いつも通り、ランキング順で組んでいこう」

「私たちがちゃんと協力すれば無敵だからね」

「三都市唯一、空飛ぶ東京戦闘科の本当の力を見せてやらないと」

「俺たちは強い。俺たちは負けない」

　無個性の声たちが、場違いに華やいでいるようだった。

　それは決して気のせいではなく。

　無貌の彼らの口もとが、わずかにゆるんでいるのが、見える。

「なんか連帯感あるわ、そっちのが主席に向いてたりして」

「そんなことないって、まあ──今は嘴はし広びろがいないからやってるだけで」

「あいつ強かったよね。本当。強すぎたっていうか」

「他人の気持ちがわからないから、混乱を招いてさ」

「中央会議とかデュアルルールの廃止とか、なに考えてんだよって感じ」

「だからやりすぎたんだよ」

「能力至上主義もほどほどにしないと」

「ええと、なんだっけ、あいつがやらかした理由って」

「鍛錬目的。鍛錬目的で、落らく伍ご者しやをけしかけたの。忘れないでよね」

「そうだったそうだった。ちゃんと報告どおり、覚えておかないと」

　だれかがつぶやき、だれかがうなずく。だれかが哂わらい、だれかが嘲あざける。

　のっぺらぼうの戦闘科たちが、特徴のない声で、会話を積み重ねていく。

「おまえら──まさか」




　嘴広に、責任をかぶせたのか。




　立ちつくす朱雀すざくに、いくつかの視線が突き刺さる。

　そのすべてが──

「落伍者たちが管理局に正式に認知されたということは、朱雀、おまえのやっていたことも間違いではなかったんだな」

「主席はやりすぎたけど、俺たちはそんなことないから。これから落伍者とも仲良くしていきたいって思ってるし」

「ごめんな、今後も一緒にがんばろうな」

「もう悪いやつはいないから。正しい東京戦闘科に戻るからさ」

　優しさに満ちている。

　過去を、真実を、想念を、すべて無に帰すように。

「おまえらは、なにかをやったわけでもないのに。おまえらも、仲間を見捨てたのに。おまえらが、落伍者をあんなに罵ののしったのに──」

　朱雀は、唇を嚙かみしめるようにしてつぶやいた。もはや痛みなど湧くこともない。

　冬と燕えのところには、だれも見舞いなど行かなかったのに。落伍者のことは、だれも話題にしようともしなかったのに。

　どうしてそんなふうに振る舞うことができるのか。

「だいたい、一年生の分際で東京トップになるってのがありえないんだよ」

「前々からおかしいと思ってたよ俺は。人を見捨てるなんてさ」

「そういえば冬と燕えちゃん、可哀かわい想そうだったわ。大切な仲間だったのに」

「あったあった。桃ももちゃん元気してるといいけど。あんなの許せないよ」

「全部、ぜーんぶ、嘴はし広びろが悪い」

「戻ってきたら降格だね」

「まあ戻れないでしょ。内地で第二の人生やりなよ」

「やっぱ東京には東京の流儀があるし」

「戦えない人はうちらが守ってあげないと」

「よっ、新主席。負けてられないぜ」

「はははは」

「ついにランキング東京トップか」

「やめてよ照れるなあ」

「空を飛べる者が正当に評価された結果だよ」

「私たちはエリートだから」

「強いぞ、この都市は」

「みんな──自慢の仲間たちだよ」

「ああ！」

「ははははは」

「正義が」

「仲良し」

「友情で」

「勝利を」

「未来は」

「光輝く」

「人類と」

「世界で」

「美しい」

「ははははははは」

「夢と希望」

「愛と平和」

「理想都市」

「共存共栄」

「はははははははははははは」

「俺たちはひとつ」

「ひとりはみんなのために」

「みんなはひとりのために」

「はははははははははははははははははははは」

「はははははははははははははははははははははははははははははははは」

「はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは」

　無む貌ぼうの集団が、無個性の声で、延々としゃべっている。

　意味のない言葉を。道理のない理屈を。

　一粒一粒は小さく、まとまったときにはとてつもなく──

　悪意の巨大な集合が、ここにある。




　朱雀すざくは眼を眇すがめた。

　管理局のよく磨かれた床に反射して、窓の向こうに太陽が見える。夕暮れの、とろとろに爛ただれ落ちた墨汁のような陽だ。

　地平線に触れるか触れないかのところで、苛烈に、地上を焼きつくしている。

　ぼんやりと、かつての光景を思い出す。

　冬と燕えが見捨てられたあのとき、波音と泣き声の混ざり合う浜辺で。

『俺か、それとも世界か』

　どちらかが狂っているに違いないと、まっすぐに仰いだ景色。頭上に燦さん然ぜんと輝いていた、絶対的に正しいはずの太陽。

　今日の陽は、あれとそっくりのようで、しかし決定的に異なっている。

　空に高く浮かんでいるのではなく、地に深く沈んでいる。

　朱雀はもう空を見上げない。

　地面ばかりをにらんでいる。

「答えは、出た──」

　からからに乾ききった唇が、ひび割れを抉こじ開けるようにして、言葉を紡ぐ。

　同時に太陽の色が褪あせて、足元に黒い霧が漂いだした。

　白ではなく、黒。少女たちより生まれていた白とはまるで別種の色合いが、地からヘドロのように湧き出している。

　身体にまとわりつき、足を絡め取り、腰にしがみついて、のたりのたりと上半身を這はい上がっていく。

　茫ぼう漠ばくとした視界のすべてが、やがてどす黒く塗り固められて。

「やっと──やっと、わかった」

　狂っているのは俺ではなかった。

　断じて、俺だけでは、なかった。

　戦闘中に裏切る弱者も。戦闘後に裏切る強者も。戦えない者も戦える者も。自分も鏡合わせの自分も。なにもかも。

　ここに生きとし生きるすべての人間が、狂っている。

　もとより、世界は土台から腐りきっていたのだ。

　であるならば──




「──そんな世界は、壊してしまえ」




　朱雀すざくは唇を渾こん身しんの力で嚙かみつぶす。

　すべてが黒闇に包まれるなかで。

　一筋の鮮血が、血判のように、足元へと滴り落ちた。













Ｃ─５　鵜飼つぐみの物語・２






　真夜中、けたたましい音が響き渡る。

　車両整備基地のシャッターが、強引に打ち破られる音だ。

「──ふえっ？」

　二階の作業場で、つぐみは跳ね起きる。

　一瞬、今が何時で、ここがどこかわからなくなった。工具を握りしめていた指が痛い。先の戦いでは、いくつもの兵装がダメになった。新しい支給品の調整に追われて、基地に泊まりこんだことを思い出す。

　再び、荒っぽい物音。

　そこらをかきまわすように、断続的に響いている。

　だれかが車両整備基地の内部を荒らしているのか。

　灯あかりは手元のライトのみ。他の工こう科か生は、すでに帰ったはずだ。戻ってくるにしても、裏手の通用口のほうを利用するに違いない。

「やだ、なに……」

　恐る恐る、鉄柵から身を乗り出す。ライトを一階に向ける。

　そこには、

「す、朱雀すざく──」

　よく知っているはずの同級生が、丸い光の輪に照らし出される。

「──……」

　朱雀は眇すがめた眼でこちらを一いち瞥べつすると、すぐに己の作業に戻る。

　中央でメンテナンスされていた車両を蹴っている。ドアを引きはがすようにして、無理やりに内部へ乗りこむ。

　命気オーラを流しこみ、駆動することを確認する。

「ねえ、ちょっと!?　なにやってるの!?」

「出撃準備だ」

　短く、有無を言わせぬ返答だ。

「湾を単独で北から渡ると、アンノウンに迎撃される蓋がい然ぜん性せいが高い。千葉ルートで海上道路から大回りしたほうが、結果的に早くアクアラインのもとに辿たどりつけるだろう。加えて、俺の【世界】にとっては車両も有効な武器になりうる」

「ちょ、ちょっと待ってよ、冷静になってよ!?」

「俺は極めて冷静だ。最も効率的に敵をたたく手段を検討したまでだ」

「こんな時間に、なにを言ってるの……それに、どうしてひとりなの。ほかの人は」

　瞬間、朱雀すざくの手がとまった。

　頭上を鋭くにらみあげて、

「──俺ひとりがいればいいッ！」

　獣のように吼ほえる。つぐみの聞いたことのない声だ。

「あんなやつら──あんな無能どもの手を借りるまでもない！」

　怒号は大きく反響して整備基地を揺らす。

　わずかな灯あかりのなかでも、朱雀の表情は容易に窺うかがい知れる。病棟にいたときと同じく。いや、それよりもなお色濃く。

　ぞっとするほどの憤ふん怒ぬの色で、塗り固まっている。

「間違っているのは世界だ！　俺は俺だけを信じる。俺個人が、だれよりなにより強くあればいいだけだ！」

　先の戦闘で、朱雀壱いち弥やは完全に失敗した。

　取り返しのつかない結果を導いたと聞いている。

　あれだけ人類愛を謳うたっていた人間にとって、それはどれほどの裏切りだったのだろうか。戦場に立てないつぐみにはわからない。彼が感じている絶望も、屈辱も。彼が見ている世界も、白い霧も。

「す、すざく……」

　それでも、わかろうと声をかけたけれど。

　朱雀はまるで意に介さない。

「失敗は、繰り返さない。どこにもだれにも寄りかからず、アンノウンどもをすべて追い払ってみせる」

　吐き捨てるような声音でそれだけ言うと、まだメンテナンスが完全には終わっていない車両のなかに、工こう科かが都市整備のために扱う爆薬の類を無造作に放りこんでいく。

「待って、待って、待って──」

　つぐみはたまらず、階段を一段飛ばしで駆け出した。

「──いつっ」

　途中で、適当に転がされた鉄材に手をついて、掌てのひらに擦すり傷を負った。血が薄くにじむ。

　それでもつぐみは足をとめない。

　ただ、夜の闇に切り取られた世界の、限られた場所だけを照らす灯りの下で。

　ぼんやりと、掌に視線を落として考える。




　小さいころにつくった物語のひとつに、塔から堕おとされた王子さまの話があった。

　彼は絶望の淵ふちにさまよい、深い霧さす森のなかをさまよう。彼が空を見上げることは、二度とない。ただ、悪い魔女へ復ふく讐しゆうを誓う悪鬼と化す。

　そうして、妖精の助力を受けてすべてを清算し、ようやくお姫さまと出会う。

　そんな物語だった。

　幼いころは、自分の役どころがなにか、なんて考えたことはなかったけれど。

　今のあたしが、できることは。

　朱雀すざくにしてあげられることは──




「なにをしに来た？　おまえに、俺の邪魔はできないだろうが」

　息を荒らげて、朱雀のもとまで駆けつけたつぐみを、朱雀は悪鬼の燃えるような瞳で見下ろす。

　そこから眼を逸そらして、息をふう、と吸いこんで、

「あたしも、行くから。一緒に行くから、今」

「なに──？」

「車両の運転だって、爆薬の扱いだって、たぶんあたしのほうが上手だし。あんたは、攻撃に専念したほうがいいでしょ」

　つぐみはそれだけ言い置くと、さっさと運転席に乗りこんだ。

　朱雀はわずか、呆あつ気けにとられたような、見知った表情でつぐみを見たが、

「ふん。余計なことを」

　すぐに元の色に戻ってしまった。

「……そうね。ごめんね、朱雀」

　返事はない。

　つぐみの知っている朱雀壱いち弥やという人間は──少しいびつで純粋で愚かな愛すべき姿は、もう、決定的に損なわれたのだ。
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　鵜う飼かいつぐみの物語において。

　地に落とされた王子さまには、手を差し伸べるしかないのだ。

　──たとえ、どんな結果を招くとしても。




　車のなかで、ゆっくりと、自分の掌てのひらを丸める。

　なんだか、少しだけ傷が痛んだけれど。

　それが、本当は身体のどこについた傷なのか、つぐみにはよくわからなかった。






Ａ─６　狂気、あるいは──






　月ひとつ、星ひとつ見えない闇のなか。

　東京湾を横断するアクアラインの海上道路は、まるで海底を貫くかのように、そのシルエットがとっぷりと沈む。

　恋人たちがひっそりと囁ささやくような波音とともに、人類の拠点は静かにまどろんでいる。

　──それを引き裂くように、

「雑魚が！　雑魚が！　雑魚が！」

　アンノウンの断末魔のような関節音が、夜空に響いた。




　アクアライン中央付近の、遥はるか高み。

「貴様ら、陸地にまで這はい登ってきていたとはな……」

　朱雀すざく壱いち弥やが黒々とした塊に反発するようにして、宙に浮かぶ。

　鋭く冷たい視線で、鈍い銀色のボディが所狭しとひしめき合う道路を睥へい睨げいすると、片腕を順繰りに振り上げた。

　左腕に眩まばゆく纏まとった茨いばらの出力兵装で斥せき力りよく球きゆうを生み出し、右手に鋭く光るガントレットで地面に打ち落とす。

　幾体ものアンノウンが強烈な圧に形をひしゃげ、捩ねじ切られ、のた打ち回る。

「身の程をわきまえろ！」

　それを一切の容赦なく、さらなる斥力球で圧潰させる。

　後方に車両とつぐみを置き去りにして、戦場でひとり。重力の狂宴にその身を任せて、空中を跳び続ける。

　弱者を庇ひ護ごしているわけでもない。仲間の露払いをしているわけでもない。他人のために戦っているわけでは、断じてない。

　か弱き落らく伍ご者しやの顔も、鏡合わせの主席の顔も、彼らと交わした議論も。今や、なにもかもが馬鹿馬鹿しい。

「優良なる者が劣悪なる者を救う、か──はは。ははは──」

　そんな考えは、傲ごう慢まんでしかなかった。

　救われるべき者など、端はなからこの世界にいやしないのだ。

　俺がゆがんでいるとしても、世界はそれ以上にゆがんでいる。俺は誤っているが、世界にそもそも正解などない。

　人類は皆、クズだ。紛まごうかたなきクズだらけ。どいつもこいつも間違っていて、だれもかれもが愛するに値しない。

　だから。

「俺ひとりで充分だッ！」

　怒声とともに、またアンノウンを海に叩たたき落とした。

　この瞬間、朱雀すざくは確かになによりも強く。

　だれよりも戦士らしい戦士であった。

　いったい、何体の敵を倒しただろうか。どれだけの時間が経たっただろうか。

　……そんなことは、朱雀の頭に一瞬たりとて浮かばなかった。

　視界に映るアンノウンを──この世すべてのアンノウンを引き裂き、蹴りやり、捻ひねり潰す。考えることはそれだけだ。

　過去も未来も裁断されて、眼前の敵を暴力的な重力で打ちのめす。

　朱雀壱いち弥やは、ただそのために生きている。

　波音は遠く、浜辺で目にしただれかの涙は、もはや霧の彼方かなた。すべてがまやかしで、すべては夢幻。視界は黒に潰されてゆく。

　世界には自分ひとりきりで、有象無象の物言わぬ敵と渡り合う。己が執行する正義は、俺だけが保障する。

　他にはだれもいない。他にはなにもいらない。

「この──無能どもがッ！」

　斥せき力りよく球きゆうを蹴って、朱雀は夜の空に沈んでいく。

　ぽたぽたと、ぼたぼたと。

　なにかが剝はがれて落ちていく。どこかで、ぽつん、と仄ほの暗ぐらい水音がする。

　孤独に閉ざされた胸の奥、あまりに深い井戸の底。

　朱雀にはもう、その水たまりしか見えない。

　世界と断絶された、冷たく硬い闇のなかで──




　歌が、届いた。
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　優しい旋律が宙をたゆたっている。

　そよ風をはらみ、春雨に包まれ、やわらかく通電する歌だ。

　それはなにか、喪うしなわれた大切な光景を想起させる。繊細な子守唄うたのように、ためこんだ涙を流させ、夜の向こう、井戸の底のその先に、人を導いていく。

　つい最近、どこかで聞き覚えのある──いや。

「馬鹿な……」

　朱雀すざくは首を振った。

　聞いた聞いていないなど、どうでもいい。

　平和な街中や校舎にいるのではない。ここをどこだと思っている。なぜ、最前線で歌が流れるのか。幻聴ではないのか。

　けれど、何度首を振っても、鼓膜が確かに振動している。胸の奥の鼓動と重なるように、朱雀の身体を歌に浸している。

　誘ゆう蛾が灯とうに誘われる虫のように、朱雀はふらふらと斥せき力りよく球きゆうを降りていく。閉ざされた自らの世界から、空の下、井戸の先、幻想の白い霧のたゆたう陸地へと。




　そして、見つけた。

　アクアライン拠点の、建屋の屋上にて。

　兵装をマイクスタンドに見立てて、絶唱する少女の姿を。















　雲の切れ目から気まぐれに差しこんだ月光が、おぼろにアクアラインを照らしている。

　刹那のスポットライトに浮かび上がるは、見知った制服に身を包んだ少女。

　瞳を伏せて、両手を胸のまえで組んで、彼女はオリジナルの歌を唄うたい上げる。

　それは【世界】を発動させる唄だ。おそらく、多少なりともアンノウンを遠ざける効果が発揮されているのだろう。

　禁きん忌きの神域に、ぽつんと立ち上がる霊木のように。

　彼女は周囲の世界から隔絶されて、井戸の底の世界に身を投じている。

　アンノウンたちも遠巻きにするように、あるいは触れてはいけないものを見るように、拠点の屋上を囲んでいる。

　そして、ふと。

「──……？」

　音を紡いでいた少女の唇が、ぴたと止まった。

　忠犬が主人の匂いを感じ取ったかのごとく、ばっと眼を開けるや否や、満開の花咲くような笑みを浮かべ、

「いっちゃん！　いっちゃんだ！」

　歌姫カナリアは、まっすぐに、朱雀すざくを見つめた。

「こんなところで逢あうなんて、奇遇！　こんばんは！」

「おまえ、どうして──」

「夜に偶然出会うのって、なんだかステキな体験だって思うな。よく知る人でも心が浮き立つっていうか、この気持ちを表現すると、むむむ……」

　少し考えこむようにしてから、片手を掲げてみせる。

「えへへ、いっちゃん！　ぴーす！」

「──……」

　愕がく然ぜんとしていると、もう片手もやる気満々で追加された。

「ぴーすぴーす！　ぴーす！」

　特にいわれのないハッピーダブルピースが朱雀を襲う。

「…………っ」

　さすがに、絶句する朱雀である。

　なにを考えているのだ、この女は？

　異形の敵がひしめく戦場で、Ｖサイン。しかもふたつだ。

　こちらの全身からにじみ出ていたはずの、強い怒気を目の当たりにして、なお。

　一歩も退かずに、偏差値の低そうなダブルピースでもって、真っ向から渡り合う。

「ふむむ？　むむふ？」

　カナリアはぴょこんと小首をかしげる。異様に腹の立つ仕種しぐさだ。おそらく無邪気にやっているのだろう。邪気がないと言われても、苛いら立だちは免罪されるどころか、倍加するだけであるが、ともかく。

　おかげで、どうにかこうにか、朱雀すざくは自身のこめかみを押さえることができた。

　頭痛を堪こらえ、喉を振り絞るようにして、

「宇う多た良らカナリア──おまえ、は」

　率直に言えば。

「はい、なになに！　なんでしょう！」

「いや……なんと言えばいいのか、その──」

　気が狂っている。

　死ぬほどとことんだれよりもなによりも狂っている。

　つぐみ風に言えば、パッパラパーのポンポコピーだ、と思った。それぐらいのポンコツ表現でなければ、正確には言い表せまい。

　とはいえとはいえ、カナリアにもひょっとしたら心ぐらいはあるだろう。いくらなんでもそのままストレートに言えば、多少は傷つけてしまうかもしれない。

　その可能性を存分に熟慮して、

「おまえ──頭がおかしいんじゃないのか？」

「ふええ!?」

「ああいや誤解しないでくれ。つまり、悪い意味だ。おまえが今想像している程度よりも、ずっと悪い。世界のどの人間と比べても、いくらかだいぶかなりネジが飛んでタガが外れて気が違ってしまっているのでは」

「ひ、ひどいよいっちゃん!?」

　もちろんきちんと正確にそのまま言ってやった。

「オブラート、オブラート！　いっちゃんはもう、ダメだなあ。カナお姉ちゃんが教えてあげるね。女の子に大切なのは、優しさと──」

「うるさい黙れ殺すぞ」

「ふええ!?」

　片手を突きだすと、カナリアはががびんと慄おののくようにして、条件反射のように自身の顎あごを守った。

　それから、そろそろと両手をあげる。

「な、仲良くだよ、いっちゃん……みんな仲良く！　わたしたち仲良し！」

　へへへ、とカナリアスマイルついでに、再び花咲くダブルピース。

　やっぱり、腹立つ仕種しぐさであった。
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　アンノウンの動きは、極端に鈍い。

　朱雀すざくが大物を蹴散らしたこともあるが、大気に伝でん播ぱしていたカナリアの【世界】の効果が、未いまだ留とどまっているのだろう。

「おまえの歌は、能力活性化をもたらすだけではなかったのか？」

「うんとね、特定の感覚部位を極端に活性化させることで、結果として動きを鈍らせることができるというか……」

「……ずいぶん、有用な能力じゃないか」

　戦場にふいに訪れた、休符のような時間。

　拠点の屋上に降りた朱雀は、訝いぶかしげにカナリアをにらんだ。強バ化フも弱体化デバフも思いのままだというのなら、もっと重用されていてしかるべきだ。

　現状はそうではない。

　この女が自分の世界の使い方を秘ひ匿とくしていたか、あるいは──

「うーんとね、これも難しい話になっちゃうんだけど……」

　カナリアは自分の頰ほおに人差し指を当てた。

「わたしの力、すっごくがんばらないとダメなんだ。すごく。パワーとか。時間効率とか。たとえば今回だったら、十時間ぶっ通しで唄うたい続けてようやく」

「は？」

「十時間」

　てへへ、と頰を染めるカナリアは、よくよく見れば、制服のあちこちが傷み、擦すり切れている。

「行きはよいよい帰りはこわい。もっと早くに帰ろうと思ってたんだけど、敵に囲まれちゃったから。とりあえずがんばって唄ってみようかなって」

　──とりあえず、がんばって。

　自分を癒いやしながら、今まで唄い続けたというのか。アテもなく、希望もなく、たったひとりで延々と。

「そうだ──そうだった」

　朱雀すざくは愕がく然ぜんとしてつぶやいた。カナリアは、とことんがんばることのできる──がんばってしまう性質だった。

　都市の地下訓練施設で、彼女に鍛錬を強いたときのことを思い出す。

　永遠にあきらめない女。すべてを受け入れる女。意志に際限のない女。

　このいびつな世界のなかでひとり。

　壊すまえから、壊れているのだ。この女は。

　あのときに覚えた感情──純然たる恐怖に再び包まれて、朱雀はどうしようもない吐き気を催した。

「あ、そうそう。ここで、いっちゃんに重大発表があります！」

　カナリアが朗らかに言った。

　なによりも明るく、どこまでも明るく、限界を超えて明るく。

「なんとなんと、いっちゃんの探していたもの、見つけちゃいました！」

　異様なものを見る朱雀の態度に気づかず、カナリアは両手をぱっと宙に掲げる。

　ちらっちらっ、きらきら光る瞳で目配せしながら、

「じゃーん！」

「…………」

「じゃんじゃかじゃーん！」

「…………」

「じゃんじゃんじゃんじゃーん！　じゃじゃじゃ、じゃじゃじゃ、じゃーん!?」

「じゃんが多い結論を早く示せ殺すぞ」

　うっかりとカナリアのペースに巻きこまれて、返事をしてしまう朱雀である。

「……はい……」

　咥くわえてきたボールを無視された犬のように、カナリアはしょんぼりとうなだれた。

　握った拳こぶしをしぶしぶと広げると、そこにはあるのは、

「紐……？」

　ちぎれた紐だ。なんの変哲もなく、みすぼらしい、ばらばらにちぎれたただの紐。

「そんなものを探していたのか」

　首を斜めにする朱雀に、カナリアも逆方向に小首をかしげた。

「はれれ？　いっちゃんも同じ探し物をしていたのでは？」

「俺はなにも探していない。敵を潰しに来ただけだ。そもそも、なんだそれは」

「なにって──」

　ぼろぼろに崩れた紐を掌てのひらの上で無理やりに重ね合わせると、それはひとつの輪の形を取るようだった。

　だれかの手首に巻かれていたブレスレットのように。

「──まさか」

「じゃーん！　鶉うずら野の珠たま子こちゃん！　なくしたみたいだったから……ととととっ！」

　風に飛ばされそうになって、カナリアは慌てて掌てのひらを握りこむ。紐のかけらが全部そろっていることを確認すると、安心したように胸のうちに抱きしめた。

　まるで大切なもののように。愛おしい宝物のように。

「……おまえは、それだけを探すために、ここへ来たのか。アンノウンのなかを潜くぐり抜けて？　結果、現に帰れなくなるぐらいのところに？」

「わたしなら、怪け我がしても大丈夫だもん」

　えへへ、とカナリアは首をすぼめた。

「そういうことを言っているんじゃない。あいつのために、どうしてそこまで……」

　空を飛べないカナリアは、戦場に出ていなかったものの。あの戦闘の結末を──鶉野のやった行おこないの一部始終を、聞いているはずだ。

　鶉野珠子たちは管理局に拘束されている。戦闘科の連中の目論見がどこまで効果を発揮するかは知らないが、たとえ主席に責任が押しつけられたところで、彼女がなんのお咎めも受けない可能性などありえない。

　人類を裏切るというのは、そういうことだ。

　なのに。

「だって、大切なものだって言っていたから！　探せる人が探してあげるのは当たり前のことだと思うよ、いっちゃん」

　怒りもなく。悲しみもなく。失望もなく。後悔もなく。

　どうして無駄なことができるのか。

「まだ、わからないのか。優良なる者が劣悪なる者を救う意味など……」

「優良……？」

　カナリアはきょとんと眼を丸くする。

　まるで意想外の──そもそも、世界の枠外にある言葉に接した顔だった。

「わたしは優良ではないですし、鶉野さんは劣悪ではありません。救うつもりなんてなかったです。なんだろう……うーんとね」

　そして、にへら、と笑う。

「全部、なにもかも、わたしのために探したんだ」

　カナリア特有の、ポンコツでぽややんとした笑い方だ。

　カナリアにしかできない、どこまでも無抵抗の笑み。

「だれかになにかをされても、されなくても、関係ないんです。わたしがやりたくて、やるだけなので」

　見栄もなく、恥もなく、プライドもなく、ただひとりの少女として。

「わたしはたぶん、空っぽだから。能力がなくて、中身がなくて、意味がなくて。わたしのなかには、ぽっかりとした空洞だけがあるから。自分がやりたいことをやれるだけがんばろうって、決めているんです」

　えへへ、とピースするカナリアの背後で。

　静かに軋きしむ関節音があった。

　アンノウンが蠢うごめきだす気配だ。陸地をのたうつ海の悪魔は、粘液を光らせながら拠点の屋上に昇ろうとしている。

「あ──」

　朱雀すざくが声をあげるまえに、カナリアがそっと息を吸いこんだ。

　旋律が奏かなでられる。

　やわらかい歌だ。何度も聞いた歌だ。

「……まだ唄うたう気力が、つきないのか……」

　強い眩暈めまいを覚えて、朱雀はその場にうずくまった。

「わたしは眠っているときに見た夢を覚えていないけれど。なにもない世界で唄い続けることはできるから。わたしにできることは、それだけだから──」

　歌の合間に、カナリアがつぶやく。

　理屈になっていない。この女は、おかしい。

　そう考えることは簡単だったが、そう言うことを自分のなかのなにかが許さなかった。

　吐き気を通り越した強い感情が喉を突き上げ、頭を焼いて、強制的にひとつの光景を呼び覚ます。

　何度も見たあの景色。

　燃え盛る街、散らばる瓦が礫れきの上、幼い自分と、助けに来てくれた少女。

『わたしはいつも笑うの。困ったときは笑顔になるの』

『いっちゃんも笑おう。そうすれば、なんでもかんたんに吹き飛ばせるんだ』

　天使に思えた笑顔が、今のそれと重なり合う。




「──そう、か……」




　朱雀すざくはぼんやりとカナリアを仰いで、つぶやいた。

　納得してしまったのだ。論理ではなく、忌み嫌っていた感情で。

　カナリアの正体について。




　狂気じみた意志の強さで、狂気に似た無償の善意を与え続け、狂った世界にいつまでもひとりぼっちで、優しい歌を唄うたい続ける。

　自分になにもないことを知りながら、はぐれた少年を助けて、病気の子どもを助けて、裏切った仲間を助けて。

　己が空洞と真っ向から相対しながら、なお、絶望せずに立っている。

　それは狂気だ。

　だが、狂気そのものではない。

　それにはもっと正しい名前がある。相応ふさわしい名前がある。




　愛だ。




　愛されない者すべてを愛する、純粋な愛の強さは、絶望を塗り替える力がある。

　この少女は、あのときからずっと、なにひとつ、変わっていない。

「カナリア──」

「はい？」

「おまえは、世界のすべてを愛しているんだったな……」

「そうなのです！　この世界が好きです。大好きです！」

　カナリアはどこか自慢げに言う。偉そうに胸を張って言う。

　自分の言葉の強さを、自覚することなしに。

　たとえ空洞だけがあったとしても、空洞は、空洞自身を形作るなにかがなければ存在しえないのだ。

　それを狂気と断ずる資格は、この狂った世界で、だれひとり持っていない。

　少なくとも、俺は、ぜったいにそう呼ばない。

「……はは、ははは……」

　朱雀の肩から、少しずつ力が抜けていく。

　先ほど嚙かみ切った唇の痛みを久方ぶりに覚えて、少しだけ眼を眇すがめた。

　苦笑するような、呆あきれるような、あきらめるような。

　そんな複雑な朱雀の表情を、アンノウンに取り囲まれているせいだと取ったのか、カナリアが両手を頰ほおに差し伸べてくる。

「ダメダメ、そんな顔していたら！　いっちゃん。困ったときこそ、笑顔だよ！　ねえ、わたしを見て。わたしはどんな顔をしてる？」

　トレードマークのように繰り返される文句に、朱雀すざくの口が勝手に一音発した。

「……び……」

「び？」

「び──びっくりするほど頭のおかしい顔……」

「もう、意地悪さん！」

　カナリアはすこぶるおかしそうに笑う。

　あのときと同じように。





　　＊






　海上道路の片隅に停められた車両の周辺には、爆薬で粉微み塵じんになるまで吹き飛ばされた、アンノウンたちの哀れな残ざん骸がいが転がっている。

　朱雀が窓をたたくと、憔しよう悴すいした顔のつぐみが顔を出した。












「思ったより早かったね──」

「つぐみ、悪いな。いったん、帰還することにした」

「──へ？」

「数が多すぎるし、拾いものもあったから」

　朱雀すざくは肩をすくめて、となりのカナリアを指し示す。

「……へ……」

　つぐみはぽかんとして、今まで見たことのないほどの大口を開けている。

　さもありなん。カナリアがここにいるとはお天道様だって思うまい──と肩をすくめたが、しかし。

「なんで、朱雀──」

　つぐみの視線は、カナリアに向いているのではなかった。

　まっすぐ、朱雀のほうを見つめて、

「──笑って……」

　驚きよう愕がくしているのだ。

　遅れて、カナリアを見る。

　それから朱雀とカナリアのふたりを見比べ、

「──ああ、そっか。そうだった。いま、思い出した……」

　つぐみはふいに遠い眼をする。

　まるで、見えない塔の窓を視るように。

　近づくことのできない空を仰ぐように。

「なんのことだ？」

「ううん。お姫さまは、ぜったいに復ふく讐しゆうを助けたりなんてしなかったなって」

「は？」

「お姫様は、ただ愛を抱えて生きるんだって。決まっていたんだよね……」

　深々と溜ため息いきをつく。

「わけがわからないぞ……」

「……教えて、あげない」

　つぐみは運転席に深く腰を沈めて、眉尻を下げて笑った。

　その意味を問うまえに、つぐみはふっと息を吸いこみ、顎あごをしゃくった。

「んじゃ、アンノウン来るまえに動かすよ。乗って」

「助かります！　あ、でも、わたしは外から摑つかまってたほうがいいですかね？」

　車に乗りこみかけたカナリアは、なにかひらめいたように瞳を光らせる。

「……は？　なんで？」

「いつも欠かさず飛ぶ訓練をしておかないと！　走る車に摑つかまって、手足をばたばた、えいや、ほいや！　風の感覚を感じる大チャンス！」

「いやそれ普通に死ぬでしょ……カナリアさんやっぱり頭が」

「おかしくないです！　大丈夫です！　いいですか。努力はいつか必ず報われるものなのです！　だって──」

　カナリアはたぷりこ胸をどやんと張って、

「未来はいつだってハッピーエンドに決まっていますから！」

　満面の笑みで言った。

「……いいから乗れ。早く乗れ」

「はうっ!?」

　背中を乱暴に押すと、カナリアは車内に転がり落ちて、つぐみと一緒にわいわい言っている。

　ふたりを無視して、朱雀すざくは額に掌てのひらをかざした。

　朝焼けだ。

　気がつけば、太陽が東の空に昇っている。




　そうして、白い霧のなかに一条の光が差すのを、いつまでも見ていた。






７　世界のなかでたったひとつ






　陽ひ射ざしがまぶしい朝だった。

　防衛都市東京、中央司令棟の最上階。

　豪華なつくりをした棟の五階には、執務室や会議室に応接室など、主に都市幹部が利用する部屋が並んでいる。

　鷹たか匠じよう詩うたの瞳に、窓から滑りこむ光が煌きらめいたのは、ちょうど、廊下に立たせた脚立の上で、両手を伸ばしていたときだ。

「……あ──」

　反射的に身を仰け反らせて、バランスを崩す。

　そのまま床へと落ちていこうとしたとき、だれかの掌てのひらで、背中がそっと支えられた。

「翼を持つ者が、脚立も満足に乗りこなせないとはな」

　耳元に慣れ親しんだ声がする。

　身をよじると、いつもの朱雀すざくの仏頂面があった。

「だれしも万能ではない。その実例を見せた」

　鷹匠は澄ました顔をつくって、ぴょこ、と床へ飛び降りる。

「ものは言いようだ」

　朱雀の視線が脚立の先をちらと確認して、鷹匠の掌に走った。

　小さな手に握りこんでいるのは、古式ゆかしい筆だ。毛先には、たっぷりと墨を染みこませてある。

「……なるほど？　就任初日の初仕事というわけか」

「そういうこと」

　朱雀の視線に、鷹匠は満足げなうなずきを返した。

　脚立が目指していたのは、扉の高い位置にあるルームプレートだ。

『主席執務室』と書かれたそれには墨で大きくバッテンが記され、代わりに垂れ下がる半紙に、修正の字が記載される。

　いわく、『首席執務室』。

　鷹匠はもう一度、今度は自分に対して、たいへんに満足げにうなずく。

「隗かいより始めよ。こういうところからこの都市を変えていく」

「……気の長い話だ」

　肩をすくめる朱雀に、鷹匠は力強く自分の胸をたたいておく。

「ヒーローならなんでもできる。乞うご期待」

「……ふん。希望も絶望もせずに見物している」

　朱雀すざくは言葉に力をこめずに言い置くと、手元に端末を取り出した。

「とりあえず、今日の暫定出撃メンバー表だ」

　デバイスを介してデータを渡しながら、

「くだらない連携などに頼りはしないから、どうせ数合わせでしかないが。最低限、邪魔しない連中を選んでおいた。確認したら承認しておいてくれ、俺の戦果のために」

「……ずいぶんと忙しくしている。根を詰めすぎないように」

「そちらもな──鷹たか匠じよう新首席」

　おざなりな敬礼の仕種しぐさを取って、朱雀はかすかに口角を持ち上げた。





　　＊






　アクアライン拠点奪還作戦の日から、数日が経たった。

　作戦といっても、大掛かりな戦闘が起きたわけではない。

　朱雀があれだけ暴れまわったせいか、三都市がそれぞれ陣容を整えて出撃したころには、大半のアンノウンはすでに撤退していたのだった。向こうとしても無意味な侵攻だっただろうが、あのイキモノに戦術や戦略といった概念を求めても仕方がない、というのが大方の見解だ。

　独断専行した朱雀は、各方面からこっぴどく叱られていたが、

「直近の戦闘において、俺が最も多くのアンノウンを蹴散らしたことは確実だ。だれかに頼ってだれかが傷つくぐらいなら、よほどこちらのほうが効率はいい」

　平然とした顔で応じるのだから、手に負えない。

「誤解しないでください！　いっちゃんは本当はいい子なんです！　ちょっと言い方が悪いけど、きちんと翻訳してあげたら、世界のことを思ってることがわかるはずなんだよ！　今回のことは、わたしのほうからもこの子によく言い聞かせておきます！　だから何なに卒とぞ、なにとぞここは広い心でご容赦を！」

　かわりに、カナリアが関係各所に向けて、ぺこぺこと頭を下げに回っては、

「……カナリア……」

「大丈夫、大丈夫だよ、いっちゃん！　わたしがついてる！　いっちゃんはなにも気にしなくていいんだよ？　ほら、困ったときは──」

「お、ま、え、が、い、う、な！　独断専行は同罪だろうが！」

「ふがががー!?」

「それといっちゃんはやめろ！　何回目だ、勝手に姉貴面をするな！」

「ひっはははいでーっ！　はーはーひーてー！」

　思いっきり朱雀すざくに仕置きされているところを、鷹たか匠じようは何度か目にした。なんだかんだ似た者同士なのかな、と思う。

　幸い、東京戦闘科が彼らを追及することもなかった。

　あちらもあちらで、それどころではなかったのである。





　　＊






「しかし、こう言ってはなんだが──鷹匠が選ばれるとは思わなかった」

　ルームプレートを見上げて、朱雀が腕組みした。

　視線で促しても、その場に突っ立ったままで、首席執務室には入ろうとしない。出撃任務のための準備があるのだろう。

「次席だったのだから、当たり前といえば当たり前なのだけれども。戦闘科の連中と鷹匠は決して関係が良かったようには思えない。共謀して違う人間を推されたら、管理局といえども無視はできなかっただろうに」

　傲ごう慢まんではあるが、皮肉ではない。適切な物言いだ。鷹匠自身、自分がトップに立つとはこれっぽっちも思っていなかったのだから。

　前主席──ドレッドヘアの嘴はし広びろの内地送りが正式に決まったとき、戦闘科の主流派には、次のトップとして、意中の人物がいたようだ。

「……でも数人。こちらを支持してくれる人がいたから」

　けれど思わぬところから造反が起きて、意見を擦すり合わせることができなかったらしい。

　主流派が裏切り者を糾弾したり、戦闘科の今までの所業を指弾する者が現れたり──東京戦闘科の権力争いは泥仕合と化した。

　かくして結局、管理局の裁定によって、鷹匠次席が繰り上がりとなったのである。

「戦闘科の連中の考えることはよくわからないな。まだ揉もめているのだろう？」

　彼らが仲間内で争っているあいだに、朱雀もなし崩しに戦闘科に定着した。

　期間中にアンノウンを撃破した数ではぶっちぎりで一位とあっては、だれも文句が言えない。

「この都市は、つまるところ、土台から腐っている。つべこべうるさい連中を黙らせるには、目に見えるランキングが一番だ」

　朱雀すざくは自らの手を軽く打った。

「次の首席は、きっとだれより強い人間がなるだろう。鷹たか匠じようは安心して、残り少ない卒業までの時間を過ごしているがいい」

「うん……」

　端末を両手のあいだで往復させながら、鷹匠は何気ないふうにつぶやいた。

「そういえば。こないだ内地送りの列車を見送った」

「ひとりでか」

「うん。でも、ホームで見つけた。鶉うずら野の」

「……兄のほう、か」

　鼻を鳴らした朱雀の表情を見るのを避けて、少し、眼を伏せる。

　管理局によって不適格者としてカテゴライズされた生徒らは、防衛都市の任期を中途で抜けて、内地へ後送されていく。

　戦士にとっては不名誉な処分であり、だれも関わり合いになりたがらない類たぐいのことだが──でもともかく、鶉野の兄はそこにいたのだ。

　妹を見送るために。

『……ちゃんと。話せた？』

　鷹匠が問うと、鶉野の兄は短くうなずいて、ひとつふたつ、ささやかな涙をこぼした。

　彼は戦闘科の人事に対する暗黙の合意を拒否して、次席が繰り上がることを強く支持したうちのひとりだ。あのときの涙の色を、鷹匠はまだ覚えている。

「私たちのやったことはきっと無駄ではなかった。そう思っている。少なくとも私は」

「……はっ。この期に及んでなにを言っている」

　朱雀は吐き捨てるように言った。

「内地送りとされた人間が防衛都市に戻ってくることは、二度とあるまい。都市から弾き出され、廃はい墟きよで暮らして、最後は内地に送られる。それが鶉野珠たま子この人生だ。今さら兄がどんなことをやろうがやるまいが、すべては終わった話だ」

「でも。持っていた」

　鷹匠はうつむいたまま、ぽつんと言う。

　鶉野の兄は、確かに握りこんでいたのだ。

　カナリアが拾い集めて渡してあげた、ばらばらにちぎれたブレスレット。それを後生大事に握りしめて、妹が内地に行くのを見送っていた。

「……だから。そんなことは俺の知ったことではないと言っている」

　苛いら立だったような朱雀の言葉が、上から降ってくる。

「俺たちは戦闘科だ。悔恨に暮れるのが仕事ではないし、個人の感情に特別な価値など存在しない。せいぜい、やるべきことをやるだけだ」

「やるべきこと」

「戦う、勝つ。それ以外に、手た向むけるものなどないだろう」

「手向け……」

　鷹たか匠じようはオウム返しにつぶやきながら、もう一度メンバー表をチェックした。

　新首席就任に伴ともなって戦闘班の組み替えが予定されているため、現状は暫定の班で出撃することを認めている。朱雀すざくが希望するメンバーはだいたい適当で、仲間を仲間とも思っていないようなばらつきがあったけれど。

　そのなかにいつも、鶉うずら野の兄の名前が記載されている。

「これ……」

「勘違いするな。班のメンバーなどだれでもいいから、たまたま見知った苗みよう字じの人間をリストに入れていただけだ。だいたい兄を戦場で引っ張り回したところで、妹とはまるで無関係だ。それでだれかの罪も罰も、なにひとつ消えるわけではない」

　朱雀は冷ややかな声音で言った。

　覆水は盆に返らない。時間が巻き戻ることはない。朱雀の言うとおりだ。

　だけど、それでも──。

　鷹匠がすがるように見上げたとき、ふと、朱雀の通信端末が鳴った。

　目線で促して、通話ボタンを押させると、

『ういーす、朱雀さん？　オレオレ、コウスケっす』

　だらけた声が廊下いっぱいに流れ出す。

『なんかさっき、管理局から連絡が来たんすけど。なんかあの、これから真面目に訓練すれば戦闘科に入れてくれるかもって。なんつーか、すっげー話が通りやすかったっつーか。もしかして朱雀さん、俺のこと推してくれたりしました？』

「……そうかよかったな。ところで、おまえは誰だ？」

『ちょーちょーちょー！　コウスケ！　コウスケって最初に言ったっしょ!?』

「知らない名前だ。かけ直せ」

『そりゃないっすよ朱雀さぁん！』

　やいやい通話口の向こうから響く声を、朱雀は強引に通話を断つことでシャットダウンした。

　そうして何事もなかったかのように、咳せき払ばらいする。

「……間違い電話だった」

「うん。ありがとう」

　少し笑って頭を下げると、朱雀すざくはぶっきらぼうに顔をしかめている。

「なぜ礼を言う？　感謝される筋合いなどないが」

「言いたくなったから言っただけ。出撃、がんばって」

「ふん……」

　鼻を鳴らして、そっぽを向いた。

「言われるまでもない。そちらこそ、俺に追い落とされる日まで足をすくわれないようにな──鷹たか匠じよう暫定首席」

　傲ごう慢まんに言い放つ声すらも、鷹匠にはなんだか愉快に聞こえる。

「あなたも、大地の軛くびきに囚われないように。空駆ける者──【フリーグラビティ】」

　背伸びして朱雀の声を真ま似ねてみると、わかりやすく厭いやそうな顔をした。

「まだその異名は有効なのか……」

「朱雀も本を読めばわかる。英雄の決まりを。私が卒業するまでに教える。いろんな書籍をたっぷりと読ませて、きっと自ら名乗るようにしてあげる」

「……くっ、勝手に言ってろ。俺は絶対にそのような洗脳には屈しない！」

　プライドの高い姫騎士のような態度で、朱雀はきっぱりと断言する。

「…………」

「なんだ、その顔は」

「案外、ちょろそうだと思った」

　魔女の手て練れん手て管くだに騎士が敵うはずはない。未来の勝利を真顔で確信する鷹匠であった。

「……意味がわからない。まったく、首席になっても鷹匠の夢見がちなところは変わらんな……。もう行くぞ。ともかく承認、頼んだ」

　やれやれとばかりに背中を向けた朱雀に、鷹匠はわずかに逡しゆん巡じゆんして、声を投げる。

「朱雀。嘴はし広びろのことで、覚えておいてほしいことがある」

「誰だそれは。知らない名前だ」

「……さっきの電話の人。そのお兄さん──前主席のこと」

　朱雀の足がぴくりと反応して、再び歩き出す。

「あいつも結局、内地送りになった。この都市にはいない、俺には関係ない者のことだ」

「彼は。友だちと同じ列車だった」

「……友だち？」

「冬と燕え桃もも華か」

　今度こそ、朱雀は完全に止まった。

「ふたりとも一緒の車両に乗っていた。なにを話していたかわからなかったけれど。でもともかく、隣同士の席を選んで座っていた」

　内地行きの列車を見送りにいったとき、鷹たか匠じようは遠くにそれを見たのだ。瞼まぶたの裏に、まざまざと思い出すことができる。

　空席の多い列車のなかで、ふたりがけの席に座っているふたり。

　やわらかな瞳をした冬と燕えと、ドレッドの崩れた長髪になっていた嘴はし広びろは、ぽつぽつとなにか──静かな言葉を交わしていたようだった。

　彼と彼女は最後の瞬間、きっと同じ方向を見ていたのだと、鷹匠は強く信じる。

「……そうか。そうか──」

　朱雀すざくは止めていた息をゆっくりと吐きだして、

「向こうでも、やるべきことをやるといい」

　口癖のように、先ほどと似た言葉を繰り返す。今度のそれは、まるでどこかの神様に祈るようだったけれど。

　その横顔はずいぶんと優しくて──ずっとそうしていればよいのにな、と鷹匠は思う。

「ん……そうだ、鷹匠」

　ぼんやり見つめていると、朱雀がふいにこちらへ視線を向けた。

「やるべきことと言えば。俺のほうからも、つぐみに伝言がある」

「鵜う飼かいつぐみ？」

「ああ。見かけたら言っておいてくれ」

　その視線には、すでにいつもの傲ごう慢まんさが宿っている。

「戦闘科への転科願い、不受理は残念だったが。人には人の持ち分、やるべきことがある。おまえは明らかに工こう科かのほうが向いているのだから、今さら進路に迷うのはやめろと」

「……了解」

「あいつ、最近俺を見るとすぐに逃げる。必ず伝えてくれ」

　そうして、朱雀は軽く手を挙げて、今度こそ去っていった。





　　＊






　執務室のなかに入ると、小さなため息が聞こえた。

「……やっぱり、気づかれてたんですかね……」

　鵜飼つぐみが、ぐったりと窓際に寄りかかっている。そもそも、ルームプレートの変更は、彼女が手伝ってくれていたものだ。

　朱雀すざくの姿を廊下の向こうに見て、とっさに隠れてしまったのである。

「なーんかな、妙に顔を合わせ辛いんですよね……。なんでだろうな、勝手に転科届を出して、あっさりハネられたからかな」

「ふむん……」

　鷹たか匠じようはあいまいに首をひねった。

　窓から吹きこむ風に、観葉植物の葉が揺れている。葉脈に指を添わせて、つぐみはぶつぶつとつぶやいた。

「個人の感情に特別な価値など存在しない、とか言う人だから、こっちの気持ちは気にしないに決まってるんだけど。わかっちゃいるんだけど。あーあ。あーあ……自分のやるべきこと、やるしかないかあ……」

「もう戦闘科にはいかない。いろいろ──あきらめる。そういうこと？」

「いやだって、しょうがないですよ。朱雀とカナリアさんの関係各所謝罪行脚見たら、もうあたしの手には負えないなって。餅は餅屋、破われ鍋なべに綴とじ蓋ぶた。朱雀世話役は謹んで禅ぜん譲じようさせていただきます」

「……いいの？」

「いいに決まってます」

　つぐみはせいせいしたように笑った。

「もう振り回されるのにも疲れてきてたんですよね。あいつは頭おかしいし。人の気持ちがわからないし。面倒くさいし。すぐ理屈こねるし」

「……──」

　鷹匠はなにも言わずに、座りこむつぐみの頭に掌てのひらを乗せた。

「本当、朱雀はバカちんだ。人の感情がどうとかなんて、すぐわかることなのに」

　ぽんぽんと、ちょうど撫なでやすい位置にある頭を丁寧にくすぐる。やわらかい黒髪を指先で梳いているうちに、つぐみが少しだけ咳せき払ばらいした。

「あいつには、教えてあげない。この気持ちは、あたしだけのもの。世界のなかで、たったひとつ。あたしだけが知っている、特別なもの……」

　もぞもぞと膝を抱えて、窓の向こうを見ている。陽の光が優しく反射したその横顔は、尊く気高く美しく──どこにでもいる、青春にたゆたうひとりの少女だ。

「……うん」

　その姿は、なんだかとても、鷹匠にはまぶしく見えた。

　ゆっくりと瞼まぶたを落とすと、肌にやわらかな陽射しが降り注ぐのを感じる。

　自分は最上級生。防衛都市で暮らす期間もあとわずかだ。

　後を継ぐ首席は、自分よりもはるかに強く、人類を全力で引っ張っていってくれるだろう。あの少年の言うとおり。

　そして最後には、いつだって、とびっきりのハッピーエンドが待っているのだ。あの少女の言うとおり。

　彼と彼女は、これから先、ずっと戦場に立ち続ける。人類の歴史に貢献する戦果をいくつも打ち立てていくに違いなかった。




　でも、世界にあるのは勝利と栄光の戦記譚だけじゃなくて。

　過去でも未来でもなく、今ここに。戦場でも内地でもなく、今この場所で。

　瞳を閉じたまま、つぐみの頭を何度も撫なでてやりながら──そこに流れる血潮の熱を、確かに感じながら。




『私たちは、生きていく』




　どこかのだれかに想おもいを伝えるための【世界】を、夢見る魔女は再現した。













あとがき









　コメディ万歳！　ハッピーエンド大好き！　ぴーすぴーす！




　こんにちは、さがら総そうです。

『そんな世界は壊してしまえ　─クオリディア・コード─』２巻をお届けいたしました。担当氏が語るところの『青春ラブコメの最前線』、いかがでしたでしょうか。

　ご想像どおりのハートフルラブコメでしたか？　そうですかよかったよかった！

　……最近、別のシリーズでもそうですが、自分がラブコメを書いているのかどうか、不安になるときがあります。具体的には一日のうちで十八時間ぐらい不安になっています。なんなら原稿を書いている時間より長いまである。お薬が必要ですね。

　でもカナリアが心ぴょんぴょんしているスーパーカントク先生神イラストを見ていると、いろんな不安が浄化されていく次第です。カントク先生のイラストは心の癒し。おかげさまで今回も立派な青春ラブコメになりました！

　たとえるならば、明るく楽しい世界で、だれもが幸せになっていく話。信頼できる仲間と手に手を取り合い、愛と勇気の情熱パワーであらゆる敵を薙ぎ倒す話。

　いつもいつでも、こんなラブストーリーを書いていたいです。本作もその気持ちだけで書いています。気持ちがあればなんでもできる。できないものは壊してしまえ。

　世界で壊せないものはただひとつ、原稿の〆切だけ……。困った。




　さて、この物語はひとまず今巻で一段落となります。

　しかし一巻のあとがきにも書きましたとおり、世界観は他の作品とシェア・ワールドという形を取っております。




　東京を舞台にした本作、『そんな世界は壊してしまえ』に加えまして、

　神奈川編──『いつか世界を救うために　─クオリディア・コード─』


　　（著・橘たちばな公こう司し、ファンタジア文庫、既刊２巻）



　千葉編──『どうでもいい 世界なんて　─クオリディア・コード─』


　　（著・渡わたり航わたる、小学館ガガガ文庫、近日発売予定）



　前日譚──『クズと金貨のクオリディア』


　　（著・渡航＆さがら、集英社ダッシュエックス文庫、既刊１巻）






　といった按あん配ばいです。敬称略。




　どのお話も面白く、またジャンルの違うものになっているかと思います。東京編が愛と勇気のディストピアだとすると、前日譚は現代社会のフォークロア、神奈川編は淑女たちのユートピア、といった感じでしょうか。今考えました。千葉編はもうタイトルからしてカウンターを当ててくる気満々ですね。ずるいぜ楽しみだぜ。

　ひとつひとつ完全に独立した物語で、単体で充分にお楽しみいただけるつくりとなっておりますが、もしも書店でお見かけになりましたら、他のお話も手に取っていただけるとうれしいです。




　そして。

　とっくにご存知の方も多くいらっしゃる──というかきっと帯にも書かれていることかと思いますが！

　これらすべてをひっくるめたお話が、ＴＶアニメ『クオリディア・コード』と題して、今年七月より全国放送されます。わーい。

　だいたい土曜24時からスタート、と聞いておりますので、学生さんでも社会人さんでもご覧になりやすい時間帯なのかな、と思います。わーいわーい。

　制作スタジオ、監督、キャラデザ、キャストの皆様、それに音楽等々、なんだかすごい感じになっている模様です。わーいわーいわーい。

　ついでにシリーズ構成および各話脚本は、橘たちばなさん渡わたりさんとさがらの三人で務めました。

　時間軸としましては、今巻の一年後ぐらい。それぞれのシリーズの登場人物が一堂に会したころのお話になります。

『たぶん面白い』と橘公こう司し大先生が力強く断言されていたので、どうぞお楽しみいただけましたら幸いです。ぼくも一視聴者として楽しく見ます！




　また、ジャンプＳＱ．のほうで、アニメのコミカライズも予定されているそうです。

　他にも他にも、告知しなければいけないことがいっぱいあったような気がします。もうおじいちゃんなので忘れてしまいました。

『クオリディア・コード』で検索すると出てくる公式サイトのほうに、詳細情報が集約されていることかと思います。

　ぜひぜひ、そちらも併せてよろしくお願いいたします。

　今巻も、いつにまして、たくさんの方々のおかげで出版することができました。

　まず大正義カントク先生。イラストレーションが神様だからこのスケジュールで出せる──出せてしまっているのだよ、と担当氏に真顔で言わしめたお力はマジ半端ないです。いつもいつも頼りっきりで本当に申し訳ございません！　イラストを拝見するたび、もうちょっと生きてみようと思います！　看板ネタ大好きです！　ぴーすぴーす！

　編集担当大おお類るい氏。担当がワーカホリックだからこのスケジュールで以下略だよ、と業界の人に真顔で言わしめたお力はマジ以下略で申し訳ございません！　もうこんな無茶はぜったいに繰り返さないことを心に固く決めました。気持ちがあればなんでもできます！　できないものはありません！　がんばってがんばってとことんがんばります！

　校正、印刷、その他本作にかかわってくださった皆様。誠にありがとうございました。

　橘たちばな公こう司しさん、渡わたり航わたるさん。映画ひとりで観てきました。楽しかったです。




　それから、読者の皆様。ここまでお付き合いいただき、いつも感謝感激雨嵐です。次はハートフルラブコメの最北端、変猫新刊でお会いできれば幸いです！

　またお読みいただけることを祈って。


さがら総そう


















　著者

　さがら総（さがら・そう）

　　１９８６年生まれ、東京都在住。趣味は将棋。

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞最優秀賞作「変態王子と笑わない猫。」にてデビュー。

　　「人生で最も苦しいときに、俺のとなりにいてくれる人がほしい」と友人が夢見る瞳で語ります。人生の苦難の半分は、となりの他人との軋轢から生まれるもの。苦しみを倍にしたいなんて、彼はひょっとしてマゾヒストなのでは？




　イラスト

　カントク

　　ゲーム原画、ライトノベル挿絵、その他ピンナップイラスト等を中心に活動。

　　丑年の理系。埼玉県歴15年。




　　最近、作業のお供にお酒を飲む事が増えました。

　　つまみはサラダが気に入ってるんですが、みんなは何食べてるの？　塩でいいの？
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